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高 分 子 化 学 が 生 ん だ 完 全 防 水 材

( E ・p ・7 ゴムシート )

本ＷｴＮ，｡ＮＮｾヌヤ ､ 回
- “ 万 能 合 成 コ ム " と い わ れ る E . P ・T ( エ チ レ ン ・ プ 口 ピ レ ン ・ タ ー ポ リ マ ー ) ゴ ム の 開

発 に よ って つ く ら れ た ネ オ ・ ル ー フ ィ ン グ - E B は 、防 水 の 問 題 を い っ き に 解 決 し ま し た

・ 工 法 は 簡 単 に 、性 能 は 一 段 と 向 上 し ま し た 。

い ま ま で の ブ チ ル ゴ.ム 系 、 ネ オ プ レ ン 系 の も の に く ら べ て 耐 候 性 、 耐 摩 耗性 、 耐 破 断 強

度 は 特 に す ぐ れ て い ま す 。

・ 建 築 物 の 屋 根 防 水 、地 下 防 水 、地 下 鉄 防 水 、 橋 梁防 水 、 な ど 用 途 の 広 い 完 全 防 水 材 と し

て虫子言平をいただいています 。

ニ ツ 星 ベ ル ト

ネ オ ・ ル ー フ イ ン グ 工 業 会
新潟北川涯青工業( 株) 新潟営業所 T E L (0252) 45- 0  9  8  1  

札 幌 ( 株 ) 浜
建 T EL (0122) 26- 5  6  7  6 代

大 阪 ( 株 ) 久 保 商 底 T E L (06) 364- 0  2  0  6 代

東 京 日 本 綜 合 防 水 ( 株 ) T EL( 03)  292- 2 6 6 1 代
大 阪 ( 株 ) 木 下 議 三 商 底 T E L (06) 443- 0  1  1  5 代

東 京 高 山 工 業( 株) T E L  ( 03) 25 1- 0161 - 3  1301- 2  
大 阪 日本綜合防水( 株) 大阪営業所 T E L (06) 329ー 1 0  2  3 代

東 京 ( 株 ) 三 柏 商 会 T E L (03) 251ー 7517 ・8867
大 阪 高 山 工 業 ( 株 ) 大 阪 営 業 所 T E L (06) 364- 9  0  1  5  

東 京 ( 有 ) 金 岡 興 業 T E L (03) 363- 4  3  4  
大 阪 ネオ ・ルーフィング防水( 株) T E L  (06) 341 - 7  6  0  8  

静 岡 ( 株 ) 三 井 工 業 所 T E L (0542)  85- 9  5  神 戸 石 井 建 材 有 限 会 社 T E L (078) 51- 5  3  5  3 代

富 士 ( 株 ) 三 井 工 業 所 富 士 営 業 所 T E L ( 0545) 61- 1  
6 8 8  広 島 青 盛 建 材( 株) T E L  (0822) 21- 2  2  8  1  - 6  

名 古 屋 中 央 建 材 工 業 ( 株 ) T E L  (052)251 - 3  5  4  
岡 山 青 盛 遊 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所 T E L ( 0862) 23- 8  2  8  5  - 7  

金 沢 北 川 涯 膏 工 業 ( 株 ) T Eし (0762) 41 ー 1 1  3  1 代
福 岡 青 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 T E L (092) 28- 5  5  6  6  - 8  

福井北川涯晋工業( 株) 領井営業所 T E L (0776)  23ー 1134 ・8847
福 岡 ( 株 ) 工

キオ 社 T E L (093) 38- 1  4  6  8 代

富 山 北 川涯普工業( 株) 富山営業所 T EL (0764)21 - 2218 ・41 - 0391
松 山 ( 株 ) 山 本 商

会 T E L (0899)  3  - 6  2  6  1  

盆 三 ツ 星 べ ル ト 株 式 会 社

本 社 神 戸 市 長 田 区 浜 添 通 4 T E し ( 078) 67  - 5071 大 代 表

支 底 東 京 ・ 神 戸 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 大 阪 ・ 金 沢



常温で使えるアスフアルト

コリコトコート

屋根防水工事に

世界各地で40年間の実績があり、

その安全性には定評があります。

床工事に

セメント、砂、砕石と混合した独

得の床で、 一例をあげると各地日

本専売公社の倉庫の床に採用され

ております。
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( 株) シェル石油大阪発売所

大阪 ( 303) 7131

東京 ( 562 )4646

福岡 ( 77) 1961 

:"IJL眉i自

T E L (212)4371大代表
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東京都千代田区丸の内 2- 3シェル石油アスフアルト部
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気品と風格のあふれる床材

日本の感覚 ，ｾ＠ ＢＢｍＢｾ＠ ;f ，e， 

- s  

.ー

I  I  

f  

、4

風 格 あ る ビ ル づ く り に一 一 いままでにない、頃品のある床材砂みなさまには初お目見えの色と模

様です。いつまでもアキのこないのが特長です。風格あるビルづくりに

ぜひ欠かせません。

優 れ た 品 質 と 性 能 で一一一 ますます高紐化する最近のインテリア・デザインが求めていた床材。

プラスチック床材でいちばん経験の深い田島応用化工。その優れた

技術と経験でついに登場させました。

- 色 と模械は 12種類 一豪華な見本帖を用意しております。ハガキにてお申し込みください。

ｾ＠ Ji l' 。多ヌ' 1 f tlf 'P ，の

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 / 千 代 田 区 岩 本 町3- 11 T E L 8 6 6- 6101 (代 ) 大阪 / 西 区 京 町 堀 1- 74 T EL 441 - 5951 (代 )



ここにも!生きている

匝］ロ ｾ Ｑｦ 防嵐

屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ル

ど ん な 地 域 で も ど ん な 構 造 の 建 物 を つ く っ て

も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一 一 一 そ れ を 実 用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の 焔 工 実 績 を 示 して いる の が

〈 ビ ニ ロ イ ド 2 号〉 です

防 水 下 地 にキ レ ツ が で き て も破 れ ず 寒 冷地 の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 が 合成 繊 維 に よ る 不 織布 の 独 特

な 方 法 で 加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビルにも ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よ る 防 水 工 事 を ご

採 用 い た だ き ま し た

営 業 品 目

. ビニロ イ ド防 水 工事 . ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

・ 三 星 ソ フ トンタ イ ル 貼 工事 ・ 保 混 ・保 冷 工 事

・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル ・ 三 星 コ ー キ ン 版 売 ・工 事

. シ ポ レ ッ ク ス 工 事

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

点 :;， r，r l T 代 J n [>C t守本 JIIT 3 - 11 - 13

T  E  L  <866>027 1  - 6 ・6 12 1- 9  

Ｚｈｾｊ､ 計 Ｏ 札悦 ＼ ＷＲ ＾ ＶＰＳ Ｑ f11l f ，<21>5366 - 7  ?" ，'，1i{ <94 1>375 1  

<97 1  >4574 大阪 <443>9721- 3  侃|吋 <76>2076<75>0298 
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企業の近代化と

繁栄に・・

く特 長 〉

l . 丈夫な構造・・ … 鋳鉄製で長年使用可能

2 . 広い使用範囲 .25- 95

0

C の問で任意の給湯

3. 簡単な運転.... ボタン一 つによる全自動式

4. ボイラ技士の免許がなくても運転可能

5  小 砲で美しい外観・ ・・・・・ パッケージ 式でどこで

も調和

6. 暖房にも給湯にも最適 ・・・・飲料 にも使える熱

交換器セ ッ ト可能

7 . 安全な設計… … 安全装置 2 重に完備

曙，. . 零唱昏

- お問い合わせは

本 社 06/362- 5161  

東 京 支 社 03/271- 2111 

名古屋支活 052/571- 5 211 

福岡営業所 092/  74- 3861  

札帆営業所 0122/  22ー4106

広島営業所 0822/  28ー 0338

ＷｷＮＮＮＮ ・・ｾ
蒸 気 発 生 機

〈特長〉

l . 最も小型なボイラ・…・ ・他 ボイラの?i - 託の大きさ

2. 蒸気発生ま で 2 - 3 分 ( 重油焚で10分前後 )

3. ボイラ技士免許がなくても運転できるボイラ

4  人命尊重、危険防止 に徹したボイラ … ー・安全装置完備i

5. アフターサービス網が充実・ 一. . 全国 13ヵ所にネッ ト

6. 水処理が簡単、しかも長寿命

7. 完全燃焼、自動運転、そしてすす吹装置付

ワ4 岨 4

柚 噌恒，

E ヨ旨E S笠置包量

本 社 / 大 阪 市 北 区 堂 島 中 1 - 1 6  

支 社 / 東 京 都 中 央 区 日 本 偽 過 1 - 4 (栄太桜 ビ ル)

名 古 屋 福岡・札幌・広島仙台・ 高砂・京都







mら尚道ゐ

モ ダ ン な く動 く 歩 道 >で 混 雑 を 解 消

サンドピック・ムーベータ

モ ダ ン な 動 く 歩 道 サ ン ド ピ ッ ク ・ム ー ベ ー タが也・界中の

者E会 で ま す ま す ふ え ま し た 。 ス ム ー ズ に た く さ ん の 人 々

を い ち ど に 運 ぶ 歩 行 者 用 コ ン ペ ヤ。 屋 内 で も 、 屋 外 で も 、

水 平 に も 、 下 か ら 上 に 、 ま た 上 か ら 下 に 、 あ ら ゆ る 近代

的 な 建 設 計 画 に モ ダ ン な デ ザ イ ン の サ ン ド ピ ッ ク ・ム ー

ベ ー タ が利 用 さ れ て い ま す。

サ ン ド ピ ック ・ム ー ベ ー タ は 今 ま で の 歩 行 者 用 コ ン ベ ヤ

の う ち で 、 い ち ば ん 構 造 が 簡 単 で 安 全 で す 。 ベ ル ト の 芯

は サ ン ド ピ ッ ク 独 特 の ス チ ー ノ レ ベ ル ト。 硬 く 、 し か も 弾

性 が あ り 、 強 靭 で す か ら 長 距 離 用 に 理 恕 的 で す。 また、

ベ ル ト に 伸 び が あ り ま せ ん か ら 、 ベ ル ト の テ ン シ ョ ン 装

置 も 簡 単 で す。 ベ ル ト を 切 断 し て 縮 め る 必 要 は あ り ま せ

ん。 ベ ル ト の 表 面 に 張 ら れ た 溝 っ き ゴ ム は 、 ス リ ッ プ を

防 ぎ 、 乏 人 、 子 供 は も ち ろ ん 、 ベ ビ ー カ 一 、 車 イ ス も 安

全 に 運 び ま す 。 し か も 、 経 済 的 。 支 持 構 造 や 駆 動 方 法 が

か ん た ん で 、 標 準 部 品 を 使 っ て 、 個 々 の 要 求 に 合 う よ う

設 置 で き ま す か ら 、 材 料費 や 設 備 費 が 安 く で き 、 消 費 電

S ANDVI K 

力もベノレ 卜を動 か す だ け で す か ら わ ず か で す 。

地 下 街 、 高 層 駐 車 場 、展 示 場 、 競 技 場 、 空 港 、 デ パ ー ト 、

ビ ル の 連 絡 路 、 ホ テ ノ レ 、 病 院 な ど 、 ど ん な 建 設 計 画 に も 、

近 代 的 な サ ン ド ピ ッ ク ・ム ー ベ ー タ は 欠 か せ ま せ ん。

今 す ぐ 下 記 の サ ン ド ピ ッ ク 営 業所 に 詳細 を お 問 合 せ く だ

さ い 。 カ タ ロ グ 、 技 術 資 料 な ど も お 送 り い た し ま す。

サ ン ド ピ ックは 、スウェーデン ・サンドピケン市に本社をおき、

自社の鉱 山か ら産 出 さ れ る 鉱 石 か ら、 数 多 く の 特 殊 鋼 製 品 を 製 造

しており、その製品の優秀性は、- t l t 界の専 門家の聞に定評があり

ます。 また、世界各国に41の子会社、 13の工場、 100 以 上 の 代 理

屈 を も っ 世 界 有 数の特 殊 鋼 メ ー カ ー で す。

写 真 は 大阪 の 阪 急事jI 戸線梅田( 新) 駅 に あ る 日

本最大の〈動く歩道〉サ ン ド ビ y ク ・ムーベ ー

タの u 走のうちのひとつです。 ホームか らホ

ー ム へ お客 さまを 快 適 で 安全に 運 ん で い ま す。

サ ン ド ピ ッ ク ・ フ ァ ー ・ イ ー ス ト ・ リ ミ テ ッ ド ・ エ ー ビ 一 日 本 支 社

神戸市: a 合区小野柄通 8 丁目 l 三宮ビノレ ( 郵便番号651) 屯 諮 神 戸 (078) 23- 3001 

東 京 都 治 区 赤 坂 2 丁目 4 白亜ビル ( 郵便番号107) 電 話 東 京 (03) 582- 3881 

名古屋市中村区鷹羽町 2 丁目 26 兼霊ビ J レ ( 鄭便番号453) 屯諮 名古屋 ( 052) 541- 7154 

広 島 市 皆 笑 町 2 丁 目 8 3 0 - 9 (郵便番号734) 電 話 広 品 (0822) 53- 0098 

7  



- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

- 木品は特に各部品の材料を l吟I床し 、表面が錆

びないようボンデライジング加l工を施した上

に防錆塗装 をしております。

. 焼付塗装仕上製品の他に、他の持出し吊の腕

告/1 ( 吊込後扉から湾出する告/1分) に s U  S  27 

( 18. 8) ステン レス製ヘア ーライ ン仕上の化

紛. カノ f ーを付けであります。

・ 回!l i三官/1分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングを i伝入しであります。

回 目 ｉｊｾ の設言ｼ製作をも歓迎主主します 。

- 弊 社 製 立 枠付

ピポ y トヒン ジ

は; ー。

実 用 新 案 登 録

第 517316号 の

立 枠 に はf可んら

抵 触 致 し て お り

ませ ん 。

う 住 友 の 永 久 磁 石 を 使 っ た く新 し い ド ア ー ・ ホ ル ダ ー〉

宅，ニピr .-r ・・ ・・

K

 

•• 
〉

R

M

 

K
υ
 

* 軽快なワンタッチ

従来 のゴム戸当りと違 って 、ワンタ γ チ

で軽〈接触するだけで、ホールドします。

本強い磁気力

磁気力が強力なため、 風力などであふら

れて 離れるようなことは全然あり ません0

. 設備場所を床にお求めの場合、 床用デ

ザイン のものも用意しております。

三 後 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 五 一 番 地

大 阪 (75 1) 3 6 5 3 - 5  

8  



似間後自国sLふらふら 提携 汽車製造術玄畜1 ni

米国市場の 8 0 %を独占する/

100年の歴史を誇る世界最大のメーカー

アメリカン ・スタンダードネ土の

害兼用 A ・3 ポ イ ヲ

御 批 評 /

〔北 海 道 大 学 教 授 工 学 博 士 斉 藤 武 殿〕

今 迄 家 庭 用 の 小 型 温 水 、 蒸 気 ポ イ ラ で 決 定 的 な も の が 見 当

ら な か っ たが、 A - 3 の 出 現 は ヒ ァ ト で あ り 、 我 々 の 嬰 望

を 充 た し て く れ る も の と 思 う 。

〔慶 応 義 塾 大 学 教 授 工 学 博 士 谷 下 市 松 殿〕

A - 3 ポ イ ラ は 鋳 鉄製 で あ る か ら 水 や ガ ス に よ る J(if; 食 が な

く 、 そ の 他 数 多 く の 特 長 を も っ す ぐ れ た 製 品 で あ っ て 、 小

形 ポ イ ラ と し て は こ れ 以 上 の も の は 望 め な い で あ ろ う 。

76機 種 常 時 在 庫

P T 形 (温水暖房および給湯併用形)

|惇515

本 社 東 主 都 千 代 田 区 大 手 町 2 丁目 8 番地 ( 日本ビル 5 陪) 電 話 東 京 (03) 270- 655 1  (大代) 干 100

大 阪 営 業 所 大 阪 市 此 花 区 島 屋 町 4 0  6 番 地 電 話 大 飯 (06) 461- 8∞ I (大代) 干554

札 根 営 業 所 札 幌 市 北 1 条 西 4 丁目 2 番地( 東邦生命 ピル 5 階) 電 話 札 帳 (0122) 23- 3076( 代 ) 干060

名古屋営業所 名古屋市中村区広井町3 T 目98番地 (名古屋ピル5陪) 電話名古屋 (052) 581- 7506( 代 ) 干450

福 岡 営 業 所 領 岡 市 天 神 2 丁目 1 4 番 2 号 (橘岡鉦券ピル 5 階) 電 話 福 岡 (092) 7 6 - 5431 ( 代 ) 干81 0

三 井 生 命 本 社 ビ ル 殿

日 本 生 命 ビ ル ( 日生劇場) 殿

昧の素( 株) 殿

東 洋 紡 績 ( 株 ) 殿

帝人( 株) 殿

川 島織物( 株) 殿

京 都 国 際 ホ テ ル 殿

神 戸 ・ ニ ュ ー ポ ー ト ホ テ ル 殿

日 本 大 学 付 属 病 院 殿

京 都 大 学 付 属 病 院 殿

京 都 第 一 赤+ 字病 院 殿

大 阪 回 生病 院 殿

徳 島 大 学 付 属 病 院 殿

小 西 六 写 真 工 業 ( 株 ) 殿

資 生 堂 (株) 殿

武 田 薬品 工業( 株) 殿

松 島 炭 鉱 池 島 鉱 業 所 殿

キ ン グ レ コ ード( 林，) 庭生

京 都 銀 行 殿

山 口 銀 行 殿

松下電工( 株) 殿

東洋ゴム( 株) 殿

大 韓 民 国 調 達庁 殿

関 西 電 力 ( 株) 殿

この実績をご覧下さい

K S K 吸収式冷凍機のおもな納入先の一部です。現在業界最大のシェアを占め

200台余が活躍 中です。

K S K吸 収 式 冷 凍 機

本 祉東京都千代田区大手町 2 (日本ビル5踏) 干! ∞ 電話 (03) 27ト 6551 (大代) テレ ッ? A 車京222- 3581

大阪営 難所大阪市此花区島屋町 4 0  6  (大阪製作所内) 干554 電話 (06) 461- 8∞I( 大代) テレ ッヲス大阪524- 2785

札帽営車所札幌市北! 条西 4丁目 (東邦生命ビル 5脳) 干060 電話 (0122)2ト 3076 ( 代 )

名古屋営難所名古屋市中村区広井町 3 (名古屋ピル 5陪) 干4印 電話 (052)581- 7日6( 代 }

福岡営 揮所福岡市天神 2 丁目 同番 (福岡陸時ピル 5階) 干810 電路 (092) 76ー臼31 ( 代 )

-

詳

細

は

下

記

ヘ

↓
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都市計画は ，全国総合開発計画，首都圏整

備計画，近徽圏整備計画，中部圏開発整備

計画，北海道総合開発計画，地方総合開発

計画，都府県総合開発計画等の計画に適合

し，かっ ，道路，河川， 鉄道，港湾，空港

等の施設に関する国の計画 K 適合するとと

もに ，当該都市の特質を考慮 して ，次の各

号に掲げると乙ろ κ 従って ，第四に掲げる

事項で当該都市の健全な発展と秩序あ る整

備を図るため必要と認められるものを ，一

体的，かっ ，総合的に定めなければならな

いものとする。乙の場合において ，当該都

市について公害防止計画が定められている

ときは ， ｾ ｉ 該 公 害防 止 計画に適合 し たもの

でなければならないものとする。

(→ 市街化区域と市街化調整区域との 区分

は， 当該都市の発展の動向 ，当該都市に

おける人口及び産業の将来の見通し等を

勘案 して，産業活動の利便と居住環境の

保全との調和を図りつつ ，国土の合理的

利用を確保し ，効率的な公共投資を行な

う乙とができるように定める乙 と。

都市計画基準第五都市計画の内容

市街化区域及び市街化調整区域

都市計画には無秩序な市街化を防止し ，計

画的な市街化を図/ るため ，都市計画区域を区

分して ，市街化区域及び市街化調整区域を定

めるものとするの

(寸 "l li 街化区域は ，市街地を形成している区

域及びおおむぬ 10年以内に優先的かつ計画

的K 市街化を図るベさ区域とする 。

(ゴ r! i街化調護区域は ，市街化を抑制すべき

区成とする。

第四

-・圃・・ナ

日本建築協会法規委員会

質疑などの投稿を お待 ちしております。

-コ

.A.， 

T l  法

地域地区

同

国

同

回

同

国

川

凶

相

凶

白

3  

2. く〉都市計画法要旨( その 1 )  

今般新らしい都市計画法が制定されたので以

下都市計画協会発行の建設省都市局都市計画課

編「都市計画法関係資料」からその要旨を紹介

する。

第 的

ζ の法律は ，都市計画の内容及びその決定手

続，都市計画制限，都市計画事業その他都市計

画に関し必要な事項を定めるととにより ，都市

の健全な発展と秩序ある整備を図り ，もって国

土の均衡ある発展と公共の福祉の増進に寄与す

るζ とを目的とするものとする 。

目

地域地区は ，土地の自然的条件及び土地

利用の動向を勘案 して ，住居，商業，工

業その他の用途を適正に配分する乙とに

より ，都市機能を維持増進し ，かつ ，住

居の環境を保護し ，商業，工業等の利便

を増進し ，美観風致を維持し ，公害を防

止する等適正な都市環境を保持するよう

に定める乙と。乙の湯合において ，市街

化区域については ，少なくとも用途地域

を定めるものとし ，市街化調整区域につ

いては ，原則 として用途地域を定めない

ものとする ζ と。

口

都市計画には ，次の各号 IC掲げる 施設で必

要なものを定めるものとする。

(→ 道路，都市高速鉄道，駐車場，自動車タ

ー ミナノレその他の交通施設

公園 ，緑地，広場，墓園その他の公共空

地

水道， -Ji気供給方面設，ガス供給施設，下

水道，汚物処理場，ζ み焼却場その他の

供給施設又は処理施設

河川 ，運河その他の水路

学校，図書館，研究施設その他の教育文

化施設

病院，保育所その他の医療施設又は社会

福祉施設

市場，と音場又は火葬場

一団地の住宅施設

一団地の官公庁施設

流通業務団地

その他政令で定める 施設

都市施設

都市計画の基本理念等

l  都市計画は，農林漁業との健全な調和を図

りつつ ，健康で文化的な都市生活及び機能的

な都市活動を確保すべきこと並びに乙のため

には適正な制限のもとに土地の合理的な利用

が図られるべき乙とを基本理念と して定める

ものとする 。

2. 国及び地方公共団体は，都市の整備 ，開発

その他都市計画の適切な遂行に努めなければ

ならないものとする。

都市計画には ，都市計画区域について ，次

の各号に掲げる賀h成，地区又は街区で必要

なものを定めるものとするの

(→ 住居地域，商業地域，準工業地場又は工

業地域

住居専用地区又は工業専用地区

特別工業地区，文教地区その他政令で定

める特別用途地区

空地地区，高度地区，容積地区又は特定

街区

防火地域又は準防火地成

美観地区

風致地区

駐車場整備地区

臨港地区

歴史的風土特別保存地区

近郊緑地特別保全地区

流通業務地区

第二

都市施設は，土地利用， 交通等の現状及

び将来の見通しを勘案して，適切な規模

で必要な位置に配置する ζ とにより ，円

滑な都市活動を確保し ，良好な都市環境

を保持するように定める乙と。乙の場合

において ，市街化区波については，少な

くとも道路，公園及び下水道を定めるも

のとし ，住居地域については ，義務教育

施設をも定めるものとする。

市街地開発事業は ，市街化区域内におい

て，一体的 lζ 開発し ，又は整備する必要

がある土地の区域について定める乙と。

前各号の基準を適用するについては，都

市計画に関する基礎調査の結果にままづき

かっ ，政府が法律 lζ 基っき行なう人口 ，

産業，住宅，建築，交通，工場立地その

他の調査について配慮する乙と。

都市計画は ，当該都市の住民が健康で文化

的な都市計画を享受する乙とができ るよう

に，住宅の建設及び居住環境の整備に関す

る計画を定めなければな らないものとす

日

同

国

同

(ヨ

岡

国

同

同

川

刷

刷

出

3. 都市の住民は ，国及び地方公共団体が乙の

法律の目的を達成するため行なう措置に協力

し，良好な都市原境の形成f C 努めなければな

らないものとする。

都市計画区域

1. 市若しくは人口 ，就業者数その他の事項が

政令で定める要件に該当する町 村の市街地を

含み ，かつ ，自然的条件及び社会的条件等を

勘案して，一体の都市 とし て総合的に整備し

開発し ，及び保全する必要がある区成または

新た に住居都市，工業都市その他の都市とし

て開発する 等の必要がある区域を ，都市計画

区域とするもの とする。

第 三

( 以下次号につづく )

11 

る。

2. 

市街地開発事業

都市計画には ，次の各号に掲げる事業で必

要なものを定めるもの とする。

(→ 土地区画整理事業

同 新住宅市街地開発事業

日 工 業団地造成事業

岡 市街地再開発事業

4. 
2  都市計闘区域の指定は ，二以上の都府県の

l孟域にわたる場合は建設大臣があらかじめ関

係都府県知事の意見をきいて ，その他の場合

は都道府県知事が建設大臣の認可を受けて行

なうものとする。

3. 前項の指定は ，関係市町村及び都市計画地

方審議会の定、見をきいて行なうものとする。



V 佐 伯 第 2 コ ー ポ ラ ス (佐 伯建 設) で も

可 ント ラJ レ給 湯 時代 " が始まった! P  

設 備 を き そ い あ っ て 、 ア チ コ チ に姐Eつ宣告

主W7 ンシ ョ ン、 デ ラ ァ ク ス 住 宅 。

そ こ で始 まっ た 新 しい生活のノマターンは 、

す べ て 、 セ ン ト ラ J レ給 J易を 中 心とした、

も っ と も 進 ん だ 、I D; 米 な み の モ ダ ン リ ビ

ン グ で す 。 カ ラ ン を ま わ す だ け で、 家 中

どこでもあ、揚 が 出 る一一一大 阪 ガ ス で も セ

ン トラ J レ給 湯 の f!i.!和l さ、 快 適 さを 、 京 阪

.fi l' 各 所 の マ ン シ ョ ノ 住 宅 で ど ん ど ん ' A

iJ，l.中。

ごらんの: 写山ーの ほ か に も 、 コ ー プ1・'.')ti、

，'" lli 山手コ ー 7 、 ニ ュ ー 宝7 ンション、

次 栄 ? ン シ ョ ン ーな ど に 、 大 阪 ガ ス の が

スセム〆トラノレ給湯昔話を完制iJ。 そ の ほ か 、

，((1，山年コーポ ( 伸I i  ､､ｬ ｾ 巴供給公社 Ｉ 、御所の ｬ λ ｬ

印 ｉ 也 Ｈ ＮＭＢＱＮＮＩ 阪 Ｚｾ Ｎ ｦｪ じ Ｉ 、 ｨ 正由世コーホラス Ｈ ｕＧｉ ，

不動刷 、戸厄， < レスハイツ (抑 制 決) ー で、

続々と Zit iE が iffi め ら れ て い ま す。

な ぜ 大 阪 ガ ス のガスセ ン トラル

給 湯器 が採用されるか ?

まず、 お湯のキャリア がちがし、ます 。 ｊ ｾ ｴ

阪神のご家信のうち、 2 軒 に l 事l が 、 大

阪 ガ ス の ガ ス 瞬11:1湯i 91:m; を ご 愛 )11い た だ l' 

いている 'Wk 。 そ し て ま た 、 ガ ス セ ン ト

ラ ｊ レ給湯 Ｑ Ｚ 史仰をいちはやく ｬｩ ｦ ｬ ｾ￪ し、 ｾｕＺ I  

業 |掲げ品のお符さまに古くから 「いつでも、 I  . 1.， 

I  ， i  

どこてもも、 ぉ"rJ./} 0コある fil!ヰ11さ」 をご李主馬主

いただいている' 九紛。 … こ れ ら 、 大 阪

ガスのお ｩｍ にかける 主主 ｾ￭ Ｚ Ａ ［ な車王 ｌ 除カヘ多く

のイゴ中見をJ I . ¥めたのでしょうか。

つ ぎ に 、 器 種 の 豊 富 さ 。 つ ま り 、 ど ん な

ケ ー ス 、 ど ん な ご 袋 盟 に も お こ た え で き

る 13組 の ガ ス 七 ン ト ラ ル 給 泌 総 を 備 え て

い る の も 、 大 き 寺 ポ イ ン ト 。

それからさらに、 器 具 の優 秀 性・ ' 1.<:令広

が ，fTs < 、 依1伴の耐久力をもち、j ) 詩 作 もき

わ め て カ ン タ ン 、 燃 料補 給 の テ マ も か か

らな L 、。

こ れ ら 、 あ ら ゆ る 点 か ら 、 大 阪 ガ ス の ガ

スセントラル昨日ゆ，} y ，:l が、正: ; <  ，1'I'l dli されて

し、る σコて写 -1-。

-圃・

企 桃 山 団 地 (近 畿 土 地) で も

耐叉セントラゾレ給湯器

カ

ス

の

炎

は

青

く

短

く

勢

い

よ

く

* お 求 め 、 お 問 い 合 わ せ は お 近 く の 大 阪 ガ ス サ ー ビ ス シ ョ ッ プ ・営 業 用 器 具 シ ョ y プ ・風 呂 シ ョ ッ プ ま で

貯 湯 式 5 5，0 0 0円 か ら ・瞬 間 式 2 6，0 0 0円 か ら ・高 温 瞬 間 式 13 9，0 0 0円 か ら

グ

ガ

ス

セ

ン

ト

ラ

ル

給

湯

器

っ

き

4

の

家

が

話

題

を

集

め

て

い

ま

す
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"  

二金

員宛 者 の頁

投稿をおまちしております。掲載の

分には規定の稿料を差上げます。

口 建築物の安全基準試案に

関西から意見をだす動き 口

さきに発表された「建築物安全基準試案J Iζ 

対して ，関西では ，意見蓄をだす動きがある。

乙の安全基準試案は，建築基準法ならびに同施

行令などの改正の骨子をなすものだけに ，広く

各界から注目されていたが，乙のほど近畿府県

の主管者会議でも ，総造安全基準試案 lζ 対して，

現実の行政実態から検討された意見をまとめて

建設省に説明された由。また ，在阪の建築六団

体も ，乙の試案 lζ 対する統一的な意見蓄をまと

めて関係、方面へ提出しよう とする動きがある。

口 実用的な新しい住まい

づくり全書 口

乙のほど，松下電工創業50周年記念出版 とし

て，新しい住まいづくり全蓄が刊行された。

( 主婦の友社 . B  4 版. 232頁. 1. 500円)

本書の特長は ，従来の住宅図書K. 不足してい

た個所( 例えば，具体的にどういう建材がそ乙

にふさわしく ，経費はいくらかかるのか) を埋

めて，しかも実例写真をフンダンに使用し ，非

常に見易く した点にある。

建築にズブのシ ロウ トでも 材料の選択が，適

格K 行なえるよう ，細部にわたって懇切に編集

されており ，住まいに対する長新の知識が気軽

K 読むうちに得られるようになっている。

住ま いに関する総合図書 とし て，新築 ・増改

築する人はもちろん ，住まいの施工にたずさわ

る人，材料を販売する人にも ，好都合な百科辞典

的水先案内といえるであろう。価格も乙の種の

図書と しては ，格段に実用向に配慮されてい る。

口 「大 阪 城 公 園 内 に 建 つ 休 憩 所」 お 目 見 え 口

大阪城を前景に展望できる森之宮の大

阪城公園の一角に ，乙のほと ，ユニーク

な休憩所が出現した。緑したたる木立の

なかK あって ，そのコンクリー トの白い

肌と ，その屋根の流れるような線がひと

きわめだち . 緑を求めて訪れる市民の足

は乙乙でいったん歩みをとめ ，ひととき

の安らぎを覚えている。

乙の休憩所は ，日本建築協会創立50周

年記念事業のひとつとして，大阪市の協

賛をえて実施された「大阪城公園内に建つテ・ザ

インコンクーノレJ の当選作κ もとづく設計図蛮

一式を大阪市に寄贈し ，大阪市がその設計図書

によって，施工されたものである 。乙れは日本

建築協会が創立以来，半世紀にわたってとりつ

つ‘ けてきた「建築を通じて社会に貢献する」とい

う精神を顕現したものであり ，かっ「広く市民

lζ 愛される記念物を」という希いが，大阪市当

局の意向とタイアップして，見事，官民一致の

実を結んだという乙とがいえよう 。乙の間，日

本建築協会の関係者，コンク ーノレの応募者，審

社団法人日本 建築也全は昭和42年3 月3 0自主主ヲて

創立 Ｕ Ｐ 周 年の 知念 円ま 到克 Ｕ れ ｾＲ 念 ｬｊｾ の ｕ と つ とし
τ 大 阪滅鉛 悶 内 ｉ Ｍ ￭ｦｾ てるみｦｧＱ所のデ Ｔｦ ｊ ン コ ン ク ール在
実施 芭れ たＮごの休 息筋立マのｾ塑作 品 に も と っ ・い た

実施設計図 白正日本感染協会か S 口監1" オl て建資 した

ものであ る.

昭和 4 3 年3 月31 日

大 阪 市

当 湿 察

竣 工

、

a  

se  
泊自 主 Ｓ 望号障制 ￟ｾ 昔 前Ｇｬ｢ｬ｜ｬ

ｾ＠ 懸 5己 主長

昭和 4; -) j手3 月31 日

休置l所にはめられた銘鑑

査委員会，大阪市当局の関係者，設計者 ・施工

者の並々ならぬ努力と理解があった乙とを付記

しておきたい。なおデザインコンクール ，大阪

市への設計図書寄贈にいたるまでの経過は本誌

本年 3 月号 lζ 既述されている。

設 計 ' 安藤忠雄

( デザインコンク ーノレ当選者)

実施設計 : 池亀建築設計事務所

施 工 者 株 式 会 社 今 西 組

構造規模鉄筋コンクリー ト造

平家建 148. 75m 

工 期 昭 和43年 2 月 2 日- 3 月31日

01111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111U' 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111““。11I111111111111111111111111111111111Ul l llll l ll 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111

口 明治建築土木史年表・関西篇 ( その19) ( 明治11年 8 月26日- 29日)

明治

11年 8 月26日

11 11  27日

11 11 11 

ノ/ 11 28日

11 11 29日

11 11 
ε， 

内務卿伊藤博文。戸長( 後の村長〕をなるべく公擦とし ，必らず府知事，県令より

公援戸長 lζ 辞令書を渡すよう，各府県へ令達。

たかじよう 乙う ず か

「有喜t社新聞J K 市ヶ谷鷹匠町の好事家加藤金阿弥の死亡記事あり。かつて幕末の

俳人狸々翁の京都滝本坊の住居松花堂が取壊されたの を惜しんで ，自宅圏中にそっ

くり同じ物を作らせ，松花堂の額面などを燐い入れて飾っていたという。

つ 合 C め

同紙。 27. 29両日にかけて ，大阪府下日本橋 2 丁目矯米渡世( 精米商) 木田家の家

族の話あり。月並な封建孝行美談で取立てて言う乙ともないが，最後に . ['殊K 比

辺は 、堺の街道筋にて ，住民は下等社会の者多ければ，風俗議弘裏長屋には紙屑

拾いや物質ぃ誌の者立りにて教育届かぬ所なるに . J とある。

大ｾ視Ｈ後の東京笹視総監Ｉ川路利良。通行妨害罪以外は私道 ｉｃ 道路取締規 則 を適

用すべからずと ，管内各分署( 後の笹察署) へ布達。

前号大限大蔵卿 K 邸を売った華族牧野氏。 小石川|箪笥町の九条公の邸宅を代り に購

う。代価 9 千円。更に「大庖な営絡をする」予定という。

流( 琉) 球那磁浴の近況記事。戸数二万軒。日本人戸数八百戸。娼妓屋二百戸。 日

本からは郵便船東竜丸がe J J 日に 1 回往復するのみ。それでも内務省出張所と日本人

を管轄する轡察がある。道路狭隣。人民は銑足で，上層階級の者は外出の時多く 篭

lζ 乗 っ て い る と い う 。 ( 東 京 都 北 区 神 谷2- 22-13 須藤欣二)

11111111111111111111111111111:11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I lI IIJ  
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衛生設備器具は

すまい設計での大切なポイントです

「明る く清潔 な住い」をテーマに 50年、東洋陶器は 、

洗 面 所 ・お 台 所 ・トイレ ・浴 室 な ど 、 毎 日 た く さ ん の 水

を使い、 「明 るく 、清潔」なことが最も 強 〈要求される

衛生設備器具について 、数 多 く の 優 れ た 製 品 を生み 出 し

てまいりました 。

※ さわやかな朝に・

洗 面 器 ・メディシンキャビネ ッ ト化粧 鏡

※ 快 適 な 「 水 洗 式 ド イ レ 」 に ・・

腰 掛 便 器 ・和 風 便器 ・小便 器 ・手 洗 器

※ 一日の疲れをいやすお風自に. .. .. .

トートライトパス ・ホー ローパス ・外焚用 ・内焚用

ガス釜

など、暮しを豊かにする「住いの衛生設備器具」のこと

なら 、すべて東洋陶器におまかせください。

衛生設備器具総合メーカ一

三ノ0 グ

洗 面 所/ ト イ レ / 浴 室 用 の 衛 生設 備 器 具 に つ い て

詳 し く は お 近 く の 営 業所 ・取 扱 屈 で ご 相 談 下 さ い 。

東洋陶器|

14  

本 社 北 九 州 市 小 倉 区 篠 111奇IHT 4 5 8

営 業 所 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋

札 幌 ・ 1111 内 ・ 富 山

T E L 大 代 ( 53)  5  1  5  1  

北 九 州 ・ 広 島 ・ 高 松



建 築 と 社 会

-・圃.

ス-圃・回・・・ ユ
-・・田圃・

ニュース原稿をお送りください。

圃 日 本 建築綜 合試験所紹介

( その4 )

試験施設一覧表 0"印準備中 〕

1  耐火 ・防火位殿股備

1  ) 柱用耐火炉

炉体有効H 3 mφ 1. 2 m 熱間放荷可能，温度制御自動

2  ) 製 ・床用耐火炉

炉体有効 L 7 m- 3 . 5 mW2 m

熱間載荷可能，温度制御自動

3  ) 小型壁剤耐火炉

炉体有効 l mx 1 m損度制御自動，耐火試験の他防火猷

験，銀燃性訟験K 使用

4  ) 小型加熱炉

内装討料の難燃性試験に使用 a 怯験体30cmx  30cm 

5  ) 防炎性試験加熱炉

薄物材料の防炎性低験 iζ 使用 t式験体30cmx  20cm 

6 ) 大型蛍用耐火炉※

炉体有効 3 m x 2. 4m温度制御自動

2  大型構造物民験段備

1  ) 載 荷 床

床面額 8 mx 16m 

2  ) 曲 げ試験台

会長20 m. 許容 i曲げモーメント 1000 t  • m 

3  ) ストロングフレーム

フレーム 4  m x  6 m  

4  ) センターホールジャ y キー各積のポンプ

10 t  • 3日t. 60 t.  1∞t  

5  ) 各種計力器，記録計額

静的電気低抗線m計，コンタクトス トレンゲージ，共振

周波数測定装ほ

3.  構造材料強度斌駿機

1  )  2∞t 油圧式万能試験機

プログラム制御装置 . X - y レコーダー付

2 )  100 t 油圧式耐圧試験機

コンクリー卜用. I曲げ，引張装置付

3 )  30 t 油圧式万能試験機

脈動発生装凶付

4 )  20 t 油圧式耐圧! ; { 験機

モルタ J レ用 4 段切替

5  ) ミハエリス抗折!;{ 験機

モルタル用

4  骨材，セメント ，コンクリート及び一般建材用鼠厳段備

1  ) 骨材，セメント ，コンクリート用試験機器類

・骨材一般試験用， ・セメン卜物理試験，収縮試験用そ

の他，・コンクリー卜関係，ミキサー ，エヤ メーター他

2  ) ウェザーメーター

サンシ 4 イン型. i ¥l 皮剥節装世付

3  ) カラ ーメータ - 3H

自動式酌l色色差計 . 40' _  0 方式変角グロス付

4  ) 恒温恒温低温情

温度- 30' C - + 60' C . 温度20%- 95%

5  ) 床用タイル試験機頬

L'i! 粍試験機，滑 り衝曜!;{ 験織他

6 ) モルタ J レ透水試験機

電動式日ケ掛誌験水圧3 kg/  ｣ ｾ＠

7  ) 接着力試験談也※

建研式セメンターホールジャッキ 3 t  

モルタイルな ど接行力低験用

8 ) ボード類猷験梅毒自

落鈍衝寧試験機，硬度計他

9  ) 木材万能試験段

4  t  

10) コーキング類試験装置※

11) 高張カボルト 試験機

5  建物診断用機械

1  ) コンクリートコアドリル{也

コンクリートカッター，研府機. P Hメーター ，シュミ

ットテストハンマーなど

6.  一般共通機器類

1  ) 電気定温乾線機

大型および小型

2  ) 温湿度計類

由紀式，維状各種

3  ) 天秤類そ の他

2OOkg- 200g r各積試験用ガラスi l ' ; l 具類

7  工作用機械

1  ) 横型フライス盤

堅型アタ γ テメント付

2  ) 旋 盤

3  ) 工作用工具額

各 積

8  運組機披

1  ) 天井走行クレーン

10 t .  5  t 各11占試験体述搬用

2  ) ホイス卜

3  t  11正

- 吹田市の北部ゴミ焼却場着工か

吹田市は千里ニュ ータウン高野台κ 建設を予

定されていた北部ゴミ処理場を同市大字山田別

所の万国博会場東側 K 建設することを決めた模

棟。 乙の処理場は ，府企業局が千里ニュータウ

ン高野台五丁目に工数 4 億50∞万円をもって建

設に着工したが，公害なとを問題とする住民の

反対で . 41年 4 月に工事が取りやめとなってい

たもの。新建設地は面積 19. 800平方m で，ζ 乙

lζ 電気集じん装置などを備えた30 t  ( 1 日8 時

間操業) 焼却炉 2 基を建設するもので，工費は

約 6 億円。着工は 9 月 ，完成は44年 12月を予定

している。

- 大阪府の高層住宅建設計画

大阪府の今年度府関係、の住宅建設計画によ る

と，総戸数は 14. 175戸。内訳は賃貸用が府営住

宅8.∞0戸。 府住宅供給公社住宅 1. 4∞戸 など計

10. 889 戸 ，分譲用は同公社関係で 1. ω 6戸なと

計 1. 286戸。今年度計画の特色は ，公社が千里

ニュータウン IC初めて 12- 14階建，府営住宅で

も大阪市東淀川区に 11階建と高屈の賃貸住宅が

お目見えす る乙とにある 。

. 教育青少年ギンターの計画

録近全国各地で青少年センタ ー建設の動きが

急速に高まってきたので，大阪市においても長

年懸案の セ ンタ ー建設が乙 ζ に具体化 され，市

の中心部東区法円坂町 K 来年秋竣工の予定でい

よいよ工事着工のは 乙びとな った。乙の建物j は

勤労青少年の社会教育施設と して次の目的を持

っている 。

l  青少年の健全育成のため有能な指導者を数

多く育成する乙と ，そのため lζ 青少年教育K

必要な研修事業を行なう。

2  市内の青少年団体に活動の場を健供すると

ともに ，団体相互間の述けいを密にする 。

以上の他 lζ 乙の建物内 lζ 教育研究所，各種団体

事務室が設けられている。

建築概要はつぎの とおり である 。

A 棟一一地下 l 階，地上 8 階，塔屋 3 階，鉄骨

鉄筋コンクリ ート 造，延8017m' 。

B 棟ー一一地上 4 階， 鉄筋コンクリート造， 延

2024 m'。

. 大 阪 市 の 豊 野 浄 水 場 通 水 開 始

大阪市では，今年の夏には水の需要が昨年よ

り10万m' / 日多い 227 万r r I / 日になると予想され

ているが，今般，寝屋川に新設された豊野浄水場

の通水で，それがまかなわれ る乙とにな った。

大阪市の第 8 回水道拡張事業は ，405億円をかけ

て，守口市の庭窪浄水場を32万 rrU 日拡張( 既設

48万 rrU 日を80万 m' / 日) し， 新たに寝屋川市K

豊野浄水場を建設して40万 m' / 日 合 計72m' / 日

の水を確保 しよ うとしたもので ，今回乙の豊野

系の40万 rrI / 日のうち ，20万 rrI / 日ぐらいが初通

水する乙とにな った。 枚方市楠葉の取水場か ら

淀川の71 < . を取り入れ，導水管を通じて ，約 15キ

ロはなれた寝屋川市太秦( うずまさ) に新設され

た乙の豊野浄水場 lζ 送る。こ ζ できれいな飲み

水にして ，送水管を通じて 11 キ ロはなれた城東

区 lζ 新設の城東配水場に送り ，乙乙から市内一

円に送る仕組である 。豊野浄水場本館の建築概

要については ，スケッチブック欄参照の乙と 。
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

言 Ｂ，， Ｑ［ レ ＱＱＱ ＧＷｾ

軽

断

量 (比重 0.5コンク リート %の重量)

熱 ( コンク リー卜の 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

. シポ レy クスは工場、住宅から超高層ビノレまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には持に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

16 

京 橋 高 層 分 譲 住 宅

設 計 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社

施 工 佐 藤 工 業 株 式 会 社

使 用 場 所 外 壁 、 間 仕 切

唖至亘亘P

5' ポレn/ TJ 叉 販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16( 森 川 ビ ル )

電 話 東 京 ( 86 1) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 j苫 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125( 東 洋 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 443 ) 代 表 7 7 4 1  

名 古 屋 支 席 名 古 屋 市 中 村 区広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ビ ル )

電 話 名 古 屋 ( 58 1) 代 表 7 4  2  1  
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設I!I 地 工 株式会社竹中工務底

a  姫 路 市 新 イE 家 西 新 夜 家

b.  l78 .6  m'  

c .  307 .6 m'  

d .  R C ， 2 F ( 一 書113 F )  

e.  II{{ 有142.11' 3  JI - I昭和142 .11' 8 月

345 .  道 幸 邸

設正| 施工 株式会社竹中工務庖

a 芦 屋 市 山 手 町 l

b.  230 .9  m'  

C  • 244 .7 m'  

d.  S ， 2  F  

e  昭和42年 9 月- IIRf 1l 43年 4 月

344 .  園 竹 友 寮

設 計 施 工 練式会社竹中工務庖

a  西 宮 市 甲 子 園 3 番 町 l 4  0  

b.  908 .l 6 m'  

c.  2，22l. 32 m'  

d .  R C ，3 F  

e.  1昭和142.11' 9 月- 1昭和43王手 4 月

子甲343. 

場

設，1I 側 日本水道コンサル タン ト

株 式 会 社 昭 和設計事務所

施工 株式会社 大 林 組

株式会社 鴻 池 組

斑 L11 川 市 大 宇 太 奏

2. 941. 47 m
2  

13.537 .22 m'  

B 2 . 4 F . P 2  

11円相140"1三9 月 - II{{ 制142! 1'- 6 月

水j争野

a

b

e

d

e

 

J!!l 

Sヨ乙348 .  武 田 染 織 株 式 会 社 京 都 支 庖

設計 施工 株式会社竹中工務底

a  京都市中京区三 条i t ! i 烏丸丙入

御合町82

273 .98 m'  

l ，656 .38 m'  

R  C ， 6  F 及び R ，1  F  

II{{ 手D42年 9 月~昭和43年 3 月

347 .  株 式 会 社 社 屋

; 設計 。脇工 株式会社竹中工務l苫

a. 大阪市東区淡路町4丁目8 需地

b.  448. 47 m'  

c.  2 ，078 .05  m'  

b .  R C ， 5 F 及 び R ， 1  F  

e.  1昭和42年 7 }j - 11日制143年 3 月

岡鷹346 .  

一:...r- ' 7'  

- " : : . . 画r

花 下 水 処 理 場 本 館

設JI 伊 東 建 築 設 計 事 務 所

地 工 三 和 建 設 株 式 会 社

｡ 大阪市此花区内 ｊ ，Ｍ，ｾ 町 Ｙ

b.  419 m'  

C .  986 m'  

d.  S R C ，3 F ， 1 持12 F  

lI !l 手114l$l ' 3 月- 1昭和143
1
1' 3 月

此351 .  下 水 処 理 場 本 館

設，li 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

脇 工 大 成 建 設 株 式 会 社

a  . 大阪市住吉区南加賀屋町 336

b.  l ，582 m'  

c.  3，87l  m'  

d .  S R C ， 3 F ， 1 告112 F  

e.  1昭和39.1" 7 月- 11円相141 .11' 6 月

士

ロ住350 .  下 水 処 理 場 本 館

設計 。伊 東 建 築 設 計 事 務 所

地工 株式会社 奥 村 組

a 大 阪 市 城 東 区 氷 聞 東 2

b.  804 m'  

C  • 2. か14 m
2  

d .  S R C ， 5 F ， 1 苦112 F  

e.  11円割140.1" 8  n  - 1111手114l
1
1' .12 FJ 

出放349 .  
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トラブルに対す

る保全

停電事故を防止す

るための設備、た

とえば接地継電器

漏電響報器など 、

単に事故を防ぐた

めではなしに、 イ乍

業能率上でも重要

なことです。

向上する照度へ

の考慮

現在事務所の照度

基準は 500; レクス

ですが、将来 は、

1，500;レクスにも

なるでしょう 。

目的、用途別に変

化をもたせ効率の

よい照明を 。

み な さ ま の

。

関 西 電 力

将来に備えた配

線を

電気設備は現在の

負荷計算 に約2 0 %

をフ。ラスすること

が必要です。 しか

しそれも将来どん

な機器が登場する

か、そのためにも、

あるいは 30% - 5 0

% が必要になる可

能性があることを

考慮、しましょう 。



クラスメー卜

39 ( 旧兵 庫 県立 工業 ( 現 兵 庫 高工 ) 昭 和 10年卒 〕

南 i畢 七 郎 (j" fht ｊｉￎｬｬｩ［ｾｴｭｬｬｩｬｵｴ 総務，［Ｇ，ｈ ｫＩ
( 大六)

上 東 俊 一 ( 上京住吉1! ; ，1J i JI 事務所長 )

黒 田 勝 也 ( K K .tif Jl 組}，J.ft'1ft1ILと)

松 村 志 津 雄 ( K K 大阪ill 築・l場所制作部)

大阪中之島公園にて( 昭和43年 7 月 1 日)

卒 業 後 の 291うはそれ ぞ れ の 道 を 歩 ん だ が 、 な かんずく 日行和 12年 の 日 華 事 変 か ら 昭 和 20

年の λ Ｚｾ ｉ ｌ 洋戦争終戦 ｩ 与の ＲＰ オ代を戦時で｜過したので、仲間の少ない戦中派の代表のよ

うるものである 。 Ｈｬｪ ｾｾＵＰ ｾー の今 日、ｴｉミま っ て話す Ｇｊ ｾ は仕・ ｊ ＼［ の 近況、家族の機子から来て

は 学 校11.千代 の )jぬ ( 1物 Jf l とな っ て尽きるところを知らなし、。

南 還は 11<1際 文 化 計11"; で あ る 芦j五TI1の 建 築 謀 長 と し て 建 築 行 政 を や っ て 来 た 。 彼 は 市 の

発以の米米{ 象を l 訴す。 今 も テ ニ ス を 続 け て い る 休 力 か ら 、 ま だ 余 る エ ネ ル ギ ー を も て

余 し て い る よ う に と れ た 。

上 東 は大材、組、公 J 1・ill 築' )'; 務 所 勤 務 を 経 て 、 自 前 の ビ ル で 設 計 事 務 所 を 闘 し、て い る 。

ユ ニ ー ク な デ ザ イ ンと 、.Il 皇確な {'Nt泣 計 算 は 、 絶 え ず 後 進 に 「こ の 係 に や れ 」 と 指 導 す

る 手 先 屯 純 Y1リ。

黒 田 は;IfJi-J  1必[l にあ っ て干計算一 途 に 取 組 ん で き た 。 活 実 に 実 行 す る 性 格 は 、 弟 と 2 人 で

自 分の家を大工から/ 行n・迄、自分の 手 で 建 て た こ と で も 分 る 様 に 、 今 や 年 来 の 成 果 を

集 約 し て 、 槻っ た も の と す る べ く 計 画 し て い る 。

松 村 は 大 |仮処築。F務 所 に あ っ て 設 計 を し て い る 。 事 業主 と の 打 令 せ 、 設 計 、 現 場 説 明、

現場ー の いく つかを Ｑ Ｑ ｾ び処 Ａ っ ている 中 に 、 区 ｬ Ｍｴ 反に 貼 られた図 面 が 何 日かそのま 、 にな っ

ているこの匂:i である 。

今回は念、に! ねまることにな っ たの で、電話j ] I 絡 のと れ た 人 だ け と な り 、 来 会 を 予 定 し

スグル

て い た H 挫 設 計 工 務 株 式 会 社 の益 原 安 生 、 係 l発 工 業 所の藤 尾 メ 、神 戸 市 役 所 の 三 木 勝 、

遠 藤 孝 司 、 l期間fE ブJ の 蓮 井 力 等 の 顔 が 見 え な か っ たが、「会いたかった」との声がシキ

リであ っ た。
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メ ガ ロ ポ リ ス と 自 然 の 破 壊

近 年 、 メ ガ ロ ポ リス が都 市 問題 の 中 心 に お ど り出 た観 が す る 。 ゴッ トマ ン が ア メ リカ束 北 海 岸 の都 市

化 の 現 状 を メ ガ ロ ポ リ ス と 名 づ け た の は も う 7 年 ば か り 前 で あ る 。 東 海 道 メ ガ ロ ポ リス と い わ れ 出 し

て か ら で も 、もう 2 - 3 年 に な る だ ろ う 。 最 近 で は 瀬 戸 内 メ ガ ロ ポ リ ス 、 北陸 メ ガ ロ ポ リス が 話題 にな

っ て き た 。 な か で も 北 陸 で は 、 す で に 政 治 運 動 が は じ ま っ た と 新聞 は 報 じ て い る 。

メ ガ ロ ポ リ ス と は 一 休 何 な の か。 都 市 が 連 続 し て い る 帯 状 連 続都 市 で あ る な ら ば 、 大 阪 湾 沿 岸 メ ガ ロ

ポ リス は す で に 普 か ら 存 在 す る 。 ほ か に い ろ い ろ 条 件 を い う 人 も あ る が、 そ れ は 東 海 道 メ ガ ロ ポ リス

を 呼 称 し た い 人 の 勝 手 な コ ジ ツ ケ と 批判 さ れ そ う な 定 義 で あ る。 来 し て そ れ は よ い も の な の か。 わる

い も の な の か。

若 し 無 批 判 に 、 新 し が り屋 を 刺 戟 し て い る と 、 そ う で な く て も 、 自 然 の 不 幸 な 破 壊 が 流 行 し て い る 今

日の 事態 を さ ら に 激化 さ せ る の で は な い か を お そ れ る の で あ る 。 新 ら し い 都 市計 画 法 の 市 街 化 調整 区

域 制 も で き た の だ か ら 、 全 国 総 合 開 発 計 画 で は 、 自 然 の 保 訟 に 一 層 留 意 し て ほ し い。 ( A  )  

公 共 建 築 と デ ザ イ ナ ー の 良 識

京 阪 屯率 で 大 阪 か ら 京都 に行 くと 、 八 l幡 と山 崎 の 山 の 聞 を ぬ け 、 木 涼川・ 宇 治川 の 欽怖 を 波 る あ た り

が 視 界 が ひ ら け 気 持 の よ い 眺 め に な る ( こ れ は 故 恒 藤 恭 先 生 も 指 摘 さ れ て い た )。 そ れ が 淀 の 競 馬 場 を

すぎ、 旧 式 な 京 都 市 塵 芥焼 却場 の そ ば を 通 る 頃 に な る と 、 眺 めた' けでなくガスのにおいまで加 わ っ て 不

快 に な る こ と が 多 い。そ れ に 今 年 か ら もう 一 つ 不 愉 快 な も の が 加 わ っ た。そ れ は 京 都 市 水 道 局 の 伏 見 下

水 処理 場 の 建物 である。

建 物 は; 焼 却 し た 塵 芥 の 山 に 隣 りあ っ て 建 ち 、 コノレビジェ ー 前 川 ば り の デ ザ イ ンで あ る 。 造 形 的 に は 非

常 に面 白 い が 、無 駄 に 費 用 が か か っ て い る マ ッ シプで、デコラチ ー ブ な 代 物 で あ る の い う ま で も な く 下

水 処理 場 の 建物 は そ の 機 械的 な 機 能 を 充 た し 、 か っ最 大 の経 済 性 を ね ら う べ き も の で あ る 。 そ れ を デ

ザ イ ナ ー の 自 慰 行 為 と お も わ れ る よ う な 遊 び で ぬ り つ ぶ し た こ と は 、一 つ の 社 会問 題 で あ ろ う 。 恐 ら

く 若 い デ ザ イ ナ ー が 設計 した も の で あ ろ う が、公 民 精神 ( あ る い は 欧 米的 な 意 味 の 市 民 粕神 ) の 欠 |徐

を 端 的 に あ ら わ し て い る。 あ え て 、 こ の よ う な 設 計 を 容 認 し た 京 都 市 の 関 係 者 の責 任 を 追 求 し た い 。

( B )  

パ レ ッ 卜 運 搬

一 般 産 業界 に お い て は 、 フ オ ー ク リフ トによるパレ ッ ト 運 搬 が 早 く か ら 普 及 し て い る が 、 そ の 現 状 は

場 内 小 運搬 か 荷 さ ば き の範 囲 内 の 程 度 で あ っ て 、 配 送 先 へ ま で パ レ y 卜 運 搬 を 適 用 し て 効 果 を あ げ て

い る も の は 少 な い。 パ レ ッ ト運搬の真髄は、 出荷 以 前 の 段 階 か ら パ レ ッ トを使用して取りあっかい、

そ れ を 目 的 地 に ト ラ ック運 送 し て フ オ ー ク リフト に よ っ て お ろ し 、 そ の ま ま 小 運 搬 ・荷 さ ば き を す る

ところ に ある 。 しかし こ の よ う な 巾広 い 利 用 法 の 利 点 が 迎j砕 き れ な が ら 、 な か な か 普 及 し な い の は 、

同 じ 運 送 系 統 内 にお い て も 多 種 多 様 の 形 状 の パ レ ッ 卜が出 廻 っていて、 パ レ y 卜 に 互 換 性 の な い こ と

が 障 害 に な っ て い る 。 し か し 最 近 に な っ て よ う や く 全 産 業 に お け る パ レ y ト の 種 類 の 統ー をはかり、

そ の 共 同 利用 ( プー ル制 ) の 制 度 を 進 め よ う と す る 気 速 が あ ら わ れ て き た 。

建 設 業界 においても、 最 近 は荷 さ ば き な ど の補 助 的手 段 と し て 、 現 場 に お い て も 少 し づ つ フ オ ー ク リ

フ ト が使 わ れ る よ う に な っ て き た が 、 こ れ も や が て は 運搬 の 合 理化 の た め に 、 パ レ ッ ト 運 送 へ と 発 展

してくる もの と 考 え ら れ る が そ う な っ た と き に は 、 他産 業 に お け る パ レ ッ トの無統制 を 再 び く り か

え す こ と の な い よ う に 、 今 か ら 業 界 と し て 統ー を は か る こ と が 望 ま れ る 。 ( C )

タ イ ル の 規 格 寸 法

わ が 国 で 使 用 の タ イ ル ( 主 と し て 内 装 用) は、初期には、 一 部 輸 入 品 も あ っ て 規 格 寸 法 は 吋 を 採 用 し 、

6 吋 角 、 3 吋 角 と 併 せ て 、 尺: l ' t 法による 、 5 寸角、 2 寸 5 分角等と呼称、していた 。 そ の 後メ - [ -ル

法 が 公布 され 、猶 予 期 間 も過 ぎ、 昭 和 41年 1 月 よ り 全 国 に 完 全 実 施 さ れ 現 在 に 至 っ ている 。

し か る に タ イ ル 業 界 で は メ ー ト ル 法 に よ る も の は 、 ごく最近まで、 外 装 用 の 5 糎 角 、 内 装 用 の 10糎 角

( いづれ も目 地 込 み ) 等 の わ ず か に 数 種 あ る の み で 、 そ の ほ と ん ど が 、 従 来 の 寸 法 を メ ー トルに 換 算

せ し も の で 、 ミ リ 迄 の 端 数 が あ り 、設 計 、 施 工 而 等 で 煩 雑 で 、 相 当 の 手 数 と 苦 労 を 繰 返 し て い る 現

況 である 。現 時 点 に お い て 、 設計、建設、 メー カ一 、 施 工 の 各 業 者 が協 力 し 、 研 究 審 議 を し 、 従 来

の イ メ ー ジ と 金 〈 異 な る 目 地 込 み に よ る タ イ ル の 規 格 寸 ー 法 を 早 急 に 決 定 す る こ と が 要 望 さ れ て い る 。

特 に 旋 工面 で 、 もっと も重 要 な る ポ イ ン ト と な る 白 地 巾 に つ い て は 、慎 重 に 検 討 の 上 保 用 す る こ と は

当 然 で あ る 。 と り あ え ず 外 装 用 の 小 口 平 、二 丁 掛 に 対 し て は 、一 日 も 早 〈 笑 現 に 踏 切 る べ き と 切 望 し

ている 。

いる 。

また J 1  S 規 格 の制 定 に は 通 産 省 の 指 導 の も と に 数 回 の 改 正 を 経 て 昭 和42年 9 月 公 布 さ れ て

(  D)  
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断 面
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建築面積 888.47 m'  

延床面積 4229 .58 m'  
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車干 高 15m 027 
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関 口 部 アルミ及銅製建具 ペン キ
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兵 庫 県 保 健 衛 生 セ ン タ ー

設 計 監 理 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課

構 造 設 計 双星社竹腰建築事務所

設 備 設 計 K K 桜井建築設備研究所

大阪支所

施 工 業 者 山問、坂田、矯磨建設共同企

業 体。 三機工業K K大 阪 支 底。

浅 海 電 気 K K 。

撞築位置 神戸市兵庫区荒図町 2 丁目 1 ( 住居地域)

敷地面積 2，198 耐

建築面積及び延面積 502 m'  4. 195 m'  

事陣造規模 B l - 3 F までS R C、上部 R C 地 下 1

階地上 Ｗ 階 、 塔屋 Ｒｾ 皆最高高さ ＳＳＮＵｭ

工 期 昭 和42年 4 月1 日- 43年 3 月31 日

行政機関 兵庫県衛生研究所 ( 4 階 - 7指)

兵庫県公害研究所 ( 2 階 1 部及3 階)

兵庫県精神衛生センター (1階及2階 1部)

建物仕上 合板型枠打放コンクリート 、色付メタラッ

クC 吹 付 、 1部モルタル塗スキン吹付

サッシ 、スチールセミタイト型オーダーメ

イド度線、アスフアルト防水、防水モルタ

ル目地切

設計に当って

(  1  ) 市街地のなかでの公共建物は、建ぺい率

を25%以下として、空1也を緑とし市民の

ameni  t yの広場とする

(  2  ) 四隅に健康を象徴する H型の壁を配置し

て、排気、排水のパイプスペースとした。

(  3  ) 公共建物として、気軽に安心して使用で

きるものとするため重厚な感じのするも

のとした。住民の健康を守るという内部

施設の使命J惑がにじみでてくるような、

ani mat i on( こ満ちたものをつくろうとした。

( 田中 )
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ドライブウェイ
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電
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ス
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タ

. 甥宣

3 階

大阪市北区鍋笠町

213 m'  

893 m'  

RC.  B  1 .  5  F .  P  1  

昭和41年11 月- 42年 9 月

コンクリート打放し

シリコン樹脂塗

所 在 地

建銭面積

極 面 積

構造規模

工 期

柱・梁，_

松 村 石 油 株 式 会 社 本 社 ビ ル

設計事務所ゲンプラン

戸田建設株式会社

設計

錨 エ

1 階

北 立 面 図西 立 菌 図

設 計 要 旨

ニの建物は、松村石油

株 式 会 社 が 創 難 60周 年

を記念して彊践したも .

のである 。 建 築 主 の 要

求は、 H皆を慶内給油

所 と し な が ら も 、 本 社

ピルとしてのイメージ

を煩わないように、と

の ニ と だ っ た。

隅 切 り の あ る 狭 〈 、 不

に 組 込 みia形 化 す る 事

を 主 題 と し て 設 計 し た 。

( 吉田明夫)

聖E形 な 敷 地 、 斜 交 し た

巾 員 の 異 な る 三 方 道 路

よ り 起 る 斜 線 、 高 さ の

制限、本社ビルであり

ながら敷地の大部分を

鎗 油 所 の 為 に 開 放 す る

という構成上の要筒、

等 に よ る 制 約 を 積 極 的



都 市 供 給 処 理 施 設 特 集

回総論

都市供給エネルギーと政策の方向 / 1嶋田勝弘

都市における供給と処理施設/ 土井幸平

回現状と将来

都市における電力供給について/ 並木博

大阪ガスの現状と将来/ 井筒邦雄

都市における上水供給の現状と将来/ 鈴木秀夫

下水処理の現状と将来/ 栗林春日子

ごみ処理の現状と将来/ 東清治

団計画実例( トピックス)

団地における電気供給設備の美化/ 長岡寿一郎

都市の地域冷暖房一千里中央地区センターの計画に関連して/ 保 田尚

大阪市大野下水処理場/ 生野斌

大阪市清掃局森之宮工場/ 佐 々木保

都市における上下水道，電気，ガスとい

った供給処理施設，および清掃施設は，

人聞にたとえれば血管であり，排j世器管

のごときもので，都市生命を左右する根

幹的施設といえよう 。

都市の構成因子である建築物へ供給さ

れ，それから排出される 「もの」はすべ

てこの供給処理施設の一部をなしている

が，それだけに建築にたずさわるわれわ

れにとっても，また建築を使用する人々

にとっても，常に身近かな，不可欠なも

のとして認識されている 。

ところが，このような供結処理施設の実

体とか，またどのようなシステムで計画

し，建設し，運営管理されているのかは

案外一般に知られていないのではない

か。また建築物に到達するまでの各供給

施設 (電気，ガス，水道) および建築物

から排出され末端処理に至る下水施設，

または塵芥処理施設などの現状がどうな

っているのか，当面している問題点は何

にか，これらは今日的問題として建築側

へ直接影響をおよぼすものであろう 。ま

たこれらの施設が将来計画として，都市

圏域ではどのような長期構想をもってい

るのか，都市計画との関連性はどうなっ

ているのかといった具体的構想をこの機

会に探り，建築側でもそれにどう対拠す

べきかを考えることも意義あることであ

ろう 。

本号は，このような都市の諸機能を円滑

に運営して行くための都市供給処理施設

の現状と将来の問題点について，各分野

の専門家をわずらわして執筆をお願いし

た。まず都市供給エネルギー政策という

大局的視野から供給エネルギー全般につ

いて論ずると共に ，都市における処理施

設について総論的まとめをし，つぎに各

供給処理サービス体ごとに問題点をまと

め，そして計画実例をトピック風に紹介

してもらった 。 ( 福原編集幹事記〉

次号は，都市シリーズの第 81単として. r群としての住居特

集」 を送る予定です。

本特集編集幹事 . 保科真ー ・繊山秀夫 ・生野斌 ・伊藤俊一

( 以上特別〕 ・福原裕治 ・河野元昭
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都 市 供 給 エ ネ ル ギ ー と 政 策 の 方 向

向島 田 勝 弘

1. 都 市 開 発 と エ ネ ル ギ 一 政 策

O E C Dエネ J レギー委員会の一般報告 ( 1966) によると ，将

来の望ま しいエネルギ一政策の原則に関し，つぎのような趣旨

を述べている。

すなわち，①エネJ レギーに要する費用を社会全体として最低

とするよう配慮しつつ，合理的かつ安定した価格でエネノレギー

を供給する，②安定的かっ規則的なエネルギー供給を確保する

@ エネルギ一市場の自由競争状態を確保する。とのため ，関係

者が完全な情報を持ちうるようにする，@ 供給 コストを反映し

た適正価格により，消費者の選択の自由を確保する ，@ 公衆衛

生等を保護する ， という 5 つの原則であ。乙れらのことに興味

のない向もあるであろうが，乙乙でいわんとすることは，わが

国の経済社会発展の原動力を預るエネルギ一政策 lとは独自の目

標があり，他の政策目標を配慮しつつ，上述の原則を追求する

という立場にある という乙とである。

乙の点を了解してもらって，次lζ ，都市へのエネルギー供給

とエネルギ一政策の調和について考えてみよ う。まづ，わが国

の都市開発についてみると， I爆発する都市」という言葉で単的

に象徴されるように ，人間も投資もあらゆる資源が集積の利益

をもとめて大都市に集中し ，著しい過密からあふれる資源は，

大都市周辺に無計画に集積して，新たな過密をつくる ，という

弊害を各処にもたらしている。

都市開発政策については，過去に多くの変遷をへてきたが，現

状ではも早や単なる計画ベ ースでは無意味である。総合的広域

的な視野からの長期ビジョンの確立と ，きびしい規律を通じて，

可能性を踏まえた段階的な都市開発政策の実施が必要である。

乙うした意味で，現在のと ζ ろまだパラパラではあるが，都市開

発政策に関する各省の指向は一致しており ，全国総合開発計画

改定等の場において，総力を結集してもらいたいものである。

実際のと乙ろ ，エ ネJ レギ一政策を石油，電力，都市ガス等の

個別政策の段階におろ して推進する際には ，その超大量生産，

分配，供給の面で，都市開発政策の確たるビジョンと計画性の

厳格な担保が不可欠であり，真 iζ 望まれると乙ろである。

ひるがえって，エ ネルギ一政策に目を転じよう。わが国の エ

ネルギー経済は ，近年，規模 と構造において，他 lζ 類例をみな
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い程の急激な変化を遂げつつある。乙のため，わが国のエネル

ギ一政策は ，ようやく最近になって エネルギー調達面における

政策の大筋が固まってきたという感じである。したがって，当

初述べたエネルギ一 政策本来の守備範囲という面から ， 今後

は，上述③④⑤の原則を中心に ，いい変えれば，末端を含む圏

内エネノレギ一市場の整備，価格形成および物的流通面での ，政

策審議のつめが活発化する方向にあるということが出来る。

以上を要約すると ，都市へのエネノレギー供給は，問題が今後

iζ 残されている都市開発政策の動向に強い影響をうける。とく

に，エネ J レギー産業の立地，および物的流通面ではむしろ ，そ

の政策の一環として従属する立場にあるといえるだろう。そし

て，エ ネルギ一政策については都市開発政策のビジョンの上に

のって，段階的に流動するその過程の中で，エネノレギ一政策固

有の目標を追求していかねばならない責務を有する，という乙

とができるであろう。

上述の諸点については，必ずしも意をつくせていないとおそ

れる面がある。以下に， エネルギーの最終消費の動向 ，都市開

発ビジョンと エネJ レギー産業の関係について述べ，最後に ，石

油，電力，都市ガスに関する個別政策の当面の政策方向を述べ

るので，その際に補完させて頂きたい。

2. エ ネ ル ギ ー の 需 要 動 向

(1)  従来の動向

わが国のエネルギー最終需要は ，30年度の 5，100万ks ( 石油

換算〉から 41年度の 1 億 6，600万ks へと ， 乙の 11年間に約 3. 3

倍に増大した。との間，実質国民総生産は ， 9 兆9，000億円か

ら27兆3，000億円へと，約2. 8倍の増であったので，対国民総生

産エネj レギー弾性値は， 1 をかなり上回って推移したと とにな

る。 ζ のような需要ノf ターンを示したのは，第 2 次産業，とり

わけエネ J レギー多消費産業で・ある鉄鋼，石油化学，石油精製，

電力等が飛躍的に発展したためで，乙の傾向は諸外国に対する

わが国の大きな特色となっている。

一方， このような エネルギー需要の急増に対する一次 エネル

ギー供給の動向は ，石油の圧倒的な増大と圏内炭の低下という

著しい構造変化を遂げている。すなわち ，30年度の一次エネノレ

ギー供給総量 5，600万ke ( 石油換算) のうち ，20. Ｒｾ ぢを占める
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kc al )  

3  0 年 度 ( 実 績 ) 3  5 年 度 ( 実績) 4  1 年 度 ( 実 績 ) 5  0 年 度 ( 予測) 6  0 年 度 ( 予 測 )

鉱工業 |運輸民生|農林水産| 計 鉱工業 |運輸民生|段林水産| 計 鉱工業 |運輸民生|段林水産| 計 鉱 工業 |迩輸民生|農林水産| 計 鉱工業 |運輸民生|農林水産| 計

電力( 除自家発火力) 9，130 3，086 76 12，292 18，375 5，031 106 23，512 31. 598 11. 820  159 43，577 63，800  26，300 200 90，300 131，000 55，200 200 186，400 

石 炭 10，856 4，926 15，782 11，369 4，387 15，756 5，621 3，424 9，045 1，500 2，300  3，800 1. 200 1. 500 2，700 

亜 炭 423 152 575 328 248 576 69 108  177  100 100 

煉 炭 1. 641 1. 641  2，344 2，344 23 2，608 2，631 1. 400 1. 400 

コ ク ス 3，178 102  3，280  5，748 143 5，891 10，527 124  10，651 14，800 14，800 

i局炉

1，927 1. 927 3，515 3，515  6，590 6，590 12，300 12，300 
コ ー ク ス 炉 ガ ス

石 油 4，750 4，059 1. 275 10，084 14，187 10，283 2，004 26，474 51. 381  30，773  3，852 86，006  104，700 66，300 5，800 176，800 183，000 126，200 8，100 317，300 

ガ ソ ン 52 2，238 2，290 90 4，950  5，040 202 10，426 - 1  10，628 - 1  22，100 - 1  22，100 - 1  41. 900 - 1  41，900 

灯 油 74  272 136 482 435 938 328 1. 701 1. 063  4，276 727 6，066 

3，300 21，600 1. 600 26，500 5，200 47，200 2，300 54，700 

軽 油 97 556 118  771 187 1，678 94 1. 959 537 5，385 229  6，151 

重 池 3，782 991 1. 021 5，794 10，429 2，185 1. 582 14，196 33，572 6，929 2，896 43，397 65，600 14，100 4，200 83，900 109，000 24，100 5，800 138，900 

L  P  G  166 361  527 851  3，153  4，004 

35，800 8，500 - 1  44，300 68，800 13，000 - 1  81，800 

そ の 他 石 油 製 品 . 745 2  747 2，880  171  3，051 15，156 604 - 1  15，760 

天 然 ガ「 ス 139  21 160 749 30 779 1. 578  25 1，603  2，400 2，400 
その他の エネJ レギー

ー、

都 市 すま ス 333 721  1. 054 588 1， 322 1，910 753 2，618 3，371 900 4，200 5，100 31. 300 12，400 43，70C  

薪 炭 4，459 4，459 3，625 3，625 2，515  2，515 2，200 2，200 

s- 計 30，736 19，167 1. 351 51，25 41  54，859 27，413 2，110 84，382  108，140  54，015 4，011 166，16  61  200，400 102，800 6，00 01  309，20 01  346，500 195，300 8，300 550，10C 

( 単位エネルギー種別，消費部門別最終消費構造

資料の出所は、実績は通産省、予測は、総合エネルギー調査会

鉱工業は 、ナフサ等の非エネ ルギー消費、エネルギー産業部内消費を含む

注 1

2  

むa

0 )  



れら部門の消費合計を拾うと ，35年， 1，140万k s，41年，1，67 

0万ke ( 石油換算〉と年率 6. 696で増大している乙とがわかる。

そ乙で，極めて大胆であるが， ζ れらの数量の半分が郡部で消

費されると考えよ う。ついで，運輸，民生その他部門について

は，市部，郡部の人 口比で区分するとととしよう。国勢調査に

よる市部人口は ，35年，6，090万人，41年，6，690万人，総人口 lζ

対する 比率は，それぞれ，65. 2労，68. Hぢであった。したがっ

て， 郡部の消費は ，35年度，1， 028万ke， 41年度1，725万k s と

予想される 。さらに ，農林水産部門につい ては ，その 9 割が郡

部で使用される と仮定すると ，35年度で 190万ke，41年度で36

1万k sとなる。

以上の結果を とりま とめると下表の結ー果を得るが， 乙れでみ

ると， 都市における エネJ レギー消費は ，35年度の約 6，700万ks

( 単位石油換算万kt )

3  5 年度 4  1 年度 伸 び 率

都 市 6，650(  78. 8)  13， 696(  82. 4)  12. 85ぢ

郡 部 L  788(  21. 2)  2，921(  17. 6) 8. 5 

メ』入S  計 8，438( 100. 0)  16，617( 100. 0)  12. 0  

から 41年度の約 1 億3，700万ksへと ，年率12. 896程度で増大し ，

全エ ネノレ ギー消費の 8 割を若干越える水準 lζ 達する乙とがわか

る。

(2)  将来の需要見通し

別表の 50年度および 60年度のエネルギー 最終需要の見通し

は，42年 2 月の総合エネルギー調査会答申による予測結果であ

る。 予測時点以降の伸びの実績を考える と，現在の と乙ろ ，量

的にはやや控い自の予測であるというととができるだろうが，

しか し，それでもなお ，50年度，3 億900万ks，60年度，5 億5，

000万ks ( 石油換算〉と いう 膨大な畳に達すると見込んでいる。

また ，乙れに対する 50，60年度の一次エネノレギー供給は，総量

において，それぞれ， 3 億4，000万ks， 5 億9，800万ke 1乙達し ，

ＶＰ 年度の構成比は ， 石油 ＷＴＮＸ ｾ ぢ ， 石炭 Ｙ Ｎ ＵＹＶ ， 水力 ＴＮＴ ｾ ぢ ， 原 子

力10.0労 となりその輸入依存度は89. 496にまで上昇すると見込

まれている。

先きをいそぎ，60年度の市部エネ J レギー消費について再び試

算を行なっ てみよ う。鉱工業部門の郡部にお けるエネルギー使

用は，45年度以降の本格的人手不足，経済，資源の海外開発輸

入などの将来を考える と， 41年度対比， 2 - 3 必程度の伸び率

をとるに過ぎないだろう。一方， 60年度の市部人口について

は， 経済審議会地域部会資料によると 9，100万人， 対全圏構成

比で ＷＸ Ｎ Ｒ ｾ ぢ と 見込まれでいる。その他の前提は ， 前 節 と同じと

する と， 60年度の エネル ギー最終消費は ，都市で 4 億8，900万k s

( 石油換算)， 郡部で 6，100万ke となり ，対4 年度伸び率は ，都

市 で Ｖ Ｎ Ｙ 必 ， 郡部で ＳＮＹ ｾ ぢ程度の増大が予想される。乙の結果 ，

都市での エネ J レギー消費は ，41年度の約 8 割から 60年度 iζ は約

9 割に増大する 。と乙 ろで，将来，全 エネノレ ギー消費の 9 苦手j ま

36 

でが都市で消費されるだろうといった場合，都市供給エネJ レギ

ーを論ずる際 1[ ，制度上の都市，すなわち回や畑まであるいわ

ゆる市部を持出すからだと指摘する向もあるだろう。乙の疑問

lζ 答えるためにも ，次節 Iζ 急ぐ乙ととしよう 。

3. 都市開発のビジョンとエネルギー産業

(1)  都市開発のビジョン

国土地理院の発表によると ，全国土面積37万k m
2

のうち ，平

野部は 8. 7万k m
2

1ζ 過ぎないという。一方，40年度の人口集中

地区面積は 0.46万k m
2
，その収用人口は 4，700万人であり ， も

ちろん，乙の中には工業用地も多少は含まれている。

さらに ，将来の姿についてみてみる と， 建設省の 「国土建設

の長期構想案」は ，将来の市街地の面積を ，1. 25万k m
2

1ζ 達す

ると想定し ，その収用人口を 9，300 万人と見込んでいる。さら

に，地域部会資料によると ，製造工業の生産( 指数〉は ，60年

度には40年度の約 5. 5 倍，乙れに要する工業用地は少なくとも

2. 7倍，約0. 25万k m
2
以上になると見込んでいる。

上記の将来展望によって明らかなように ，将来の都市は ，市

街地および工業用地等を合せると ， 1. 5万k m
2

1ζ 及ぶ 乙ととな

り，おそらく ，現在の制度上の市部面積 と大差はなくなるだろ

つ。

とζ ろで，将来の市街地については，現在の人口集中地区人

口密度の約 1 万人/k m
2
から約 o. 75万人/k m

2

1[ 移り ，約1. 3倍

の増大となるに過ぎない。また ，工業用地に ついても ，用地確

保にあたり各企業が計画的な節度のある行動を前提としての最

小限の所要畳である。

一方，前記の平野部面積には，北海道の原野も各地の高原を

含むのであるから ，将来の高度化する食生活を確保し ，快適な

レジャ ー用地等も確保したいと考える なら ，都市について，そ

れ以上の土地を望むのは無理と考えるべきである。

したがって，将来の都市開発のビジョンは都市の中味が問題

となる。地域部会の報告によれば，将来，都市の工業生産機能

のうち ，臨海装置産業等の分野では，地価の上昇，公害防止，

流通費用の上昇等，大都市の有利性が失なわれる反面，社会資

本の整備によ って遠隔地の不利性がしだいに解決されるに従 っ

て， その立地は大巾に変るだろうとし ，また ，一般的 lとは，立

地は労働力の得やすい大都市周辺へ指向するだろうといってい

る。運輸省調査による 37年時点の運輸機関別 コス トをみると ，

自動車の 23. 4円/ トン . kmに対し， 鉄道2. 7，海運は 1. 5となっ

ており ，確かに ，将来のエネノレギー多消費産業等がより遠隔地

に立地を移す乙 とは，十分考えられる乙 とである。

一方，都市の居住機能につ いても ，豊かで快適な都市居住生

活を送るためには ，都市再開発を通じての特化が必要であり ，

中枢機能，商業機能についても同様，都心部への機能的特化が

必要となるだろ う。



(2)  エネルギー産業の動向

将来の都市開発のビジョンが各機能の特化にあるとすれば，

生産と物的流通の両側面をもっ ，エネノレ ギー産業の将来の動向

はどうなるであろうか。

まづ，物畳の イメー ジをうるため，前節の続きとして，エ ネ

ルギーの投入密度の推移を作ってみよう。都市のエネ J レギー最

終需要試算値を上述の都市面積約 1. 5万k m
2

で割る と，35年度

0.44万kOj k m
2

となる ，すなわち ，60年度の都市 エネノレギー 消

費は41年度の約 3. 7 倍，一次エネ J レギー供給量に換算すると ，

都市面積， 1  k m
2

につき ，10kO積大型タンク ローリ， 3. 610台/

年相当を要する とい う膨大な畳に達する。

さて， 本論にもどって，将来， 都市の機能別特 化 が ＱＰＰ ｾ ぢ完

成されたと仮定すると，エネ J レギー供給の事態は大いに異なっ

て くるのである。再び別表にもどり ，エネルギ一種別内訳が細

分されている 50年度の表をみてもらいたい。乙とで計算を簡便

にす るため，都市の消費構成を，農林水産で 0 ，運輸民生につい

て は ， 市部人口比 ＷＳＮＴ ｾ ちから Ｗ 割 ， 鉱工業で ＱＰ 割と仮定 しよう。

さて50年度に都市機能別が特化完了されたと仮定の上，各種

別エネ ルギーについて，機能的特化地帯毎の消費畳配分に関す

る大胆な試算を行なってみよう。

電力 lζ ついては ， 鉱工業向 6，380万kO ( 石油換算) のうち半

分が臨海 ( 装置系産業〉地帯に直結 して供給され，また ，残り

の 4 割が都市周辺の 工業地帯 lζ ， 最後の 1 割は ， 運輸民生の

2，630ks の 7 割と ともに市街地内部に供給される。 コー クス ，

高炉ガス等につい ては，全量が臨海地帯で内部消費される。石

炭， 豆炭，および練炭に ついては，一応，鉱工業向の全部が臨

海地帯で，運輸民生向の 7 割が市街地内部に供給される。灯油

軽油については ，鉱工業向の殆んど全部が，都市周辺の工業地

帯へ， また ，重油については ，鉱工業向の 半分が臨海地帯 1<:: ，

残りの 半分が都市周辺工業地帯へ，さらに L P G，その他製品

(ナ フサ ，および自家消費を含む〉については ，鉱工業向の 8

割が臨海地帯 lζ ， 2 割が都市周辺工業地帯へ，一方運輸民生向

石油の全畳の 7 割が市街地内部に供給される。最後に ，天然ガ

スおよび都市ガスの鉱工業向は ， 全量臨海地籍; で消費される

とし， また民生向都市ガスは ，と くに全量を市街地内部で，薪

炭は郡部で消費されるものとする。

以上の試算の結果をとりまとめると ，都市エネノレギー消費の

全畳， 2億7，000万kO ( 石油換算〉中 1<:: ， 臨海装置系産業地帯

で は約 ＴＶ ｾ ぢが消費される乙とになる。石油および電力産業 が乙

の地帯の中 lζ コンビナー卜として組み込まれる と，外部 lとは ，

主としてガソリン ，灯軽油 ，および電力が供給されるだろう。

但し， 電力の広域運営等の内容によっては重油の一部が交錯す

る乙とになる。一方，都市周辺工業地帯では約27% ，市街地内

部では同じく ，27;ぢづつが消費される乙とになる。乙の両地帯

では， 多少の交錯輸送は止むを得ないだろうが， 中間拠点上

IC，エネ J レギー産業あるいは ，大規模中間供給所を配置する と

とで，市街地内部での物的流通を最小限にとめる乙とができる

だろう。

以上，と れまた前固に劣らず大ざっぱな試算ではあるが，少

なくとも ，都市の機能別特化の重要性 と特化による エネノレギー

産業への大きな波及効果をくみとって頂きたいものである。

4. 個 別 エ ネ ル ギ 一 政策 の 当 面 の 政策 方 向

最後に ，石油，電力および都市ガスについて，都市へのエネ

J レギー供給に関する当面の政策方向を述べてみよ う。

①石油政策については ，今後のエネノレギー供給の大部分を負

胆する 乙と になり ，低廉かっ安定供給の確保の責務もいよいよ

重大なもの となる。乙のため ，石油供給の大量化に即応した生

産，流通，販売の全段階における体制の整備を図るとともに ，と

くに ，物的流通における革新的な合理化および大量集中消賀に

よる公害の徹底的な防除施策と取り組む必要にせまれている。

物的流通の合理化と して は，共同石油基地 (C T  S) の建設，

パイプライン建設等の企業化調査の推進，ならびに ，内航タン

カーおよびタ ンクローリ ーについて大量輸送に即応した合理化

と，石油製品共同油槽基地の建設を促進するととになる。一方

公害の防除につい ては ，製油所等石油産業自体の公害防除は勿

論であるが， とくに ，重油 lζ 含まれる硫黄分の除去については

急速な体制整備が必要であり ，大巾な コス トアップは避けられ

ないと とろである。とのため ，消費者，石油産業および，国が

それぞれの立場で， ζ れを適正に分担するためにはどのように

したらよいかが，本年度における大きな政策課題のーっとなっ

てい る。

②電力政策については ，消費者に対する長期低廉安定供給の

観点から ，電源開発とくに将来のエネノレギー供給の大宗を占る

可能性もある原子力発電の促進とその体制整備が第 1 1ζ 上げら

れる。つい で，原子力発電，大容量火力発電等，今後の電源開

発のあり方とも関連しての広域運営の強化， さらに ，原子力を

含む保安，公害防止体制，サービス体制の強化，および，技術

開発の推進等があげられる。 とくに ，送配電分野においては ，

超高圧大容量送電および送配電線の地中化等があり ， との面の

技術開発 と相{ 突って， 今後の政策の方向となっ ている。

@ 都市ガス政策については，本年度から発足する都市ガス事

業新 5 ヶ年計画の実施とも関連し ，従来のガス事業法を実体 lζ

促して抜本的な改正を行なうとと ，を前提として，都市ガスの

保安と サー ビスの抜本的，制度的改善，中小ガス事業の強化 を

徹底的に推進することとなっている。とくに ，サービスの改善

については ，大規模経済圏等にお ける共同化，広域運営の推進

をはじめ，全国的 lζ ，価格を含む供給条件の規格化を進めると

とが，今後の基本的政策の方向のーっとなっている。

( しまだかつひろ . 通産省大臣官房総合エネルギ一政策線長補佐)
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都 市 に お け る 供 給 と 処 理 施 設

土 井 幸 平

1.  都市 における投入 ( 供給) と産出 ( 処理)

都市を一個の有機体に擬すれば，その有機体は間断なき活動

を続け新陳代謝を行う過程で，供給をうけその供給物を燃焼さ

せあるいはまた都市の肉体を形成する。一方その過程で産み出

される不用物は療薬処分されるわけである。乙の全過程が スム

ースに進行 していない と， その都市は健全な状態にあるとはい

えない。都市活動に支障をきたしたり ，住民の利便や生活環境

を害ったりするのである。

都市の新陳代謝すなわち供給一燃焼と加工ー処理の全過程を

把握し分析するととはきわめて困難である。都市への供給( あ

イ ンプッ ，

るいは投入〉とは当然あらゆる物資とエネ J レギーを含み，すな

わち食料，燃料，建設財，消費財，エネノレギーなどのすべての

投入を含み ，それぞれがまた無限に多様な様態と して現象する

からである。

乙ζ で取り扱おうとしているのは ，以上の都市の供給処理の

全過程ではなく ，いわゆる供給処理施設の対象として従来から

扱われてきた ，上下水，電気，ガスなどのエネ ノレギー， 塵芥処

理などであるが，これらを個別に独立に考えるのではなく ，都

市の新陳代謝の一環として把握する視点が成り立つ 。次表は あ

らゆる都市 lζ 共通な 3 つの投入物 ，7.1<，食料，燃料 と3 つの産

出物である下水，固形疲物，大気汚染という形式に整理して，

都市の新陳代謝の乙の側面を畳的 lζ 把握したもの である 。

表一 1 アメリカの人口100万の仮想都市における 1 日分の投入と産出

投 入( 供給) 産 出( 処理)

7Jく 下 水 500. 000 トン 下水処理

食 料 2. 000 トン 疫 物 2. 000 トン 塵芥処理

石 炭 3. 000 トン 燃料供給 粒 子 150 トン
燃料消費大

石 油 2. 800 トン 9. 500 トン 亜硫酸ガス 150 トン

による

気汚染

天然ガス 2. 700 トン 酸 化 窒 素 100 トン

950 トン

暴動車窓 川 0 トン
炭 化 水 素 100 トン

一酸化炭素 450 トン

( 註) rサイエンティフィック ・アメリカン」 誌1965年 9月号収絞首文 アルベ ・ウオ ルマン

〈都市の新陳代鮒〉邦釈「都市の科学」紀伊国屋書庖刊 ・187ページ多照。

乙れによ れば， ζ のアメ リカの仮想都市の住民は 1 人 1 日あ

たり ，625eの給水を受け ， 2 キロ の食料と 9.5 キロ の燃料を消

費する。そして乙れが500eの下水と 2 キロの癒物 ( 食物のくず

の他に雑多なごみを含む) と約 1 キロの空気汚染物 に変化する
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ζ とになる。

乙れをたとえ ば現時点の東京都区部での投入産出と比較して

みよう( 人口は約 900万) 。都民は 1 人 1 日あたり 370eの給水

をうけ 1. 4キロの食料を消費する。そして乙れが 740&の下水と

O. 7 キロの援物に変化しているととになる。 下水畳が上水置を

上まわっているのは ，下水処理方式が合流式である ため雨水が

混入するからである。下水普及率 3096 ( 排水面積/ 下水道必要

面積) で実際の下水処理畳は年間 2，000，000 トンである。残り

の 4，700，000 トン は，一部は私設の浄化槽に送り乙まれ，残り

は処理されずに直接河川に放流され， 汚染の原因となってい

る。乙のような衛生の危険と悪臭による公害にさらされた地域

を適格な市街地と呼ぶ ととができるであろうか。

表- 2  1966年東京都区部における 1 日分の投入産出

投 入( 供給) 産 出( 処理)

下水 6. 700. 000 トン 下水処理

疫物 4. 400 トン 堕芥処理

71< 3. 600. 000 トン

食料 12. 000 トン

Ｈ 註Ｉ 各数字 ｉｃ 上水普及率 Ｙ Ｑ ｾ 百 ，下水普及 ｾＳＰ Ｅ Ｎ 践者 Ｚ 処理率 Ｑ ＰＰ Ｅ ( 仮定) を乗じれば実際

の供給処理置が得られ る。

大気汚染の主因である燃料消貨に関しては ，確実な資料が聞

に合わなかったが， 東京における石油消費， 都市ガス消貨は

1966年にそれぞれ12，000 トン，46，000 トンであった。石炭，煉豆

炭 ，木炭 ，L. P. G . などの消費を今後キャッチできれば，燃

量消費に よる大気汚染畳の実態を一応しる乙とができる。亜硫

酸ガス ，降下媒塵( スモッグ) ，排気 ガス( 一酸化炭素) の公

害に対する一般の関心は高まりつつあり ，大気汚染 lζ 関わる供

給処理の問題は今後ますます注目をあびるととになるだろう。

大気汚染に対する対策は ，公害一般として処理するのでなく ，

発生源の個別的な処理が第一原則で あるし ，都市計画的には ，

緩衡緑地帯の設定や用途の専用化などの手法がある。

大気汚染問題のクロ ーズアップは都市の今後の供給処理活動

に新しい課題を投げかけているよ うである。エネルギーの供給

系統，水の供給処理系統につ いては ，需要量の飛躍的増大に対

する施設的対処と原子力利用や海水利用などの技術革新が既存

の施設系統の拡大という形式で進むだろ う。し かし ，空気を媒

体 とする 供給処理活動は都市の全く新ら しい局面である。そ れ

は地区的な気温の調節の ようなテ ーマから ，地域的な気候調節



へと進行するであろう。地域冷暖房や地下街全体の空気調節と

いった問題は既に随所で起ってきているのである。

2. 供給処理施設の諸問題

次i乙，都市計画とくに物的計画の立場からみた供給処理施設

の問題について述べよう。供給処理施設は，建築物的な施設

(Ac ommodations) に対して，都市設備的な施設 (Faci l i ti es)

として都市にサ ービスするものである。 その内容は ，上下水道.

電力ガス，麗芥処理 lと加えて電話電信設備などである。

施設計画の側からみて，供給処理施設の現在抱えている問題

は次の諸点である。

イ〉根本的に不整備な施設( た とえ ば下水道) がある。

ロ〉市街地の 急激な拡大に対 して，施設建設が追いつかない。

あるいは市街地造成と併行 lとではなく，いつも後手にまわ

って無計画的である。

ハ〉供給処理の単位あたりの需要量の伸びが消費文化の進行に

伴い，著しく施設の増設改良の問題がでできている。

ニ) 無秩序な市街地拡散 ( スプロ ーJ レ) が明らかに施設の効率

を低め不必要に コストを増大させている。

ホ〉ピ ーク率の増大。

へ〉負荷密度の地区別格差と施設系統のアンバラ ンス。

乙れらは各供給処理施設について，普及率，供給処理施設量，

施設置，施設効率( 単位サ ービスあたりの施設量) 建設投入費用

と運営費用などの傾向分析を通じて明らかに される であろう。

乙の聞の事情を私たちが以前に試みた東京都区部を対象とした

調査分析や最近の施設計画上の原単位を参照しながら更に詳し

く述べてみる。

、

イ) 普及率については，乙の 10年聞に急速に改善されたが下水

道 (2096から 3096) については問題がある。最も激しい伸びを示

したのは電話で， ζ の10年聞に開通電話数は約 4 倍となった。

また住宅用電話の普及の程度は都市生活における都市化のバロ

メーターを与えるが，東京では1955年普及率12$ぢ，1961年2196

1966年317ちとなった。しかし，まだ欧米の水準K 較べて程遠い

のである。

ロ〉普及率の増加に伴って供給処理量が増えるのは当然の成り

行きで あるから ， ととでは単位対象あた りの供給処理量 ( いわ

ば，供給処理施設の原単位〉について調べる。 1人 1 日計画最

大給水畳は，従来の計画基準では300- 350&であっ たが，現状で

すでに乙れを突破し ，最近では計画数値として 490- 900&を採

用している。欧米では 600- 800&という計画数値がある。下水

処理量の計画数値もほぼ上水の計画数値 iζ 準ずるものである。

塵芥は1955年 1 人 1 日380グラムに対して1966年700グラムに伸

びブこ。電話 と電力の伸びは更に著しい。 1955年通話数170回/ 人

・年が1966年1， 2∞回/ 人 ・年となり ，1955年電灯使用電力畳は

1 7 0 KWH/人 ・年が1966年930 K WH/人 ・年となった。

ハ) 施設効率として， A : 供給処理量/ 施設量，B : 施設量/ 施

設対象件数をとると ，各供給処理施設とも，との 10年間A は増

加傾向にあり ，B は減少傾向にあったが，その伸び率は鈍化し

てき ている。市街地の規模の大きさと 高密化とは，当然施設効

率の上昇の結びつき ，f71Jえば，!ガス管総延長/ 需要家戸数をと

れば東京などの大都市で平均10- 15m，人口 5 万ぐらいの都市

では20 mで・ある。

ニ) 1952- 1961の10年聞に東京都区部に投入された総建設投資

は，建築物的施設 7 / 10，交通的施設( 鉄道，道路，港湾) 1 /

10，供給処理施設( 電力，ガス ，上下水道，電話) 2 / 10 のお

およその割合になる。総建設費用は大幅 lと伸びたが( 10年聞に

9 倍) ，その構成比は建築施設が約70%でかわらず，交通施設

が10必- 1 5% K伸びた。供給処理施設のウエイ 卜は20% から 15

% へ と相対的に低下し たわけである。供給処理施設内部では相

対的に下水道建設投資の伸びが大きい。乙の 10年間の総投資額

は各年時価の合計で，電力2，186億，電話1， 290億，ガス 545億 ，

上水道684億，下水道327億であっ た。

3. 供給処理施設計画の組み立て

とかく市街地発展に先行されがちな現状に対し て， 施設の計

画的建設を先行させるととができな いか。考えてみれば，供給

処理施設の未整備な市街地というのは自己矛盾的である。また

健全な市街地造成の立場から各施設聞のバランスを回復し ，将

来の需要増加を考慮した上で各施設の均衡のとれた投資プログ

ラムを実行できないか。供給処理施設計画のテ ーマは第 1 1c ，

各施設系統毎に今後の需要増大に対していかに効果的，合理的

に計画 ・建設 ・経営を追究するかにあるのはいうまでもない
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が，都市計画からみた施設計画の組み立てと い う立場からは ，

上記の 2 つの現在特 lζ 重要である。

乙の方面 lζ 関する都市計画的な スタディは十分進んでいると

はいえない 。今後の施設計画の組み立ての方法として次の 2 点

に関するスタディを発展させる必要がある。

イ) 土地利用と施設系統の合理化

乙乙で土地利用を土地の上で営まれる ，活動の質，畳，位置

と考えると ， 乙の土地利用のあり方と施設の普及率，サー ビス

需要Q ，施設置，建 設・経営費の相関を量的にとらえる。たとえ

ば，ある施設の需要増加に対して供給策をたてる場合は ，既存施

設に依存できる地区とそうでない地区とで‘ は ，必要な施設置や

コス トが兵ってくる。とれは位置のファクタ ーの問題である。

また同じ人口 1 万人の住宅地でも木造密集地と公団団地では ，

施設の漏要誌や形態が臭ってくる。乙れは人口と建築の密度と

形態のファクタ ーの問題である。また同位置にあっても業務地

区，娯楽商業地区，住宅地区，工業地区などのちがいによって

もまたそれらの規模によっても施設のあり方が異4 る。 乙れは用

途と規模のファクタ ーの問題である。乙のようにして新開発と

表- 3 各 施 設 の 段 階 構 成

| 電 力 施 設

R egional  Wi de  プラン ト施設 発電所 ガス製造工場

再開発の比較，都市規模による比較，地区別 な土地利用特性に

よる比較を得る乙とができ ，施設計画からみた土地利用計画の

合理的なたて方，土地利用計画からみた施設体系のあり方と計

画基準の確立に向うととができる。

ロ) 施設系統の段階構成の把握

表 - 3 に示すように各施設系統を段階的に構成して考える。

イ〉直接個人または家庭サ ービ スする施設。

ロ) 比較的狭い地区に対応する施設。

ハ〉中 ・小都市，または都市圏のセクタ ーに対応する施設。

ニ〉 都市圏 lζ 対応する施設。

ホ) 大都市圏 ，都市述担地域 l乙対応する施設。

乙のように段階的に考えたい主な理由は ，施設の需要がどの段

階で起 ζ っており ，また施設の供給がどの段階に及ぶのかを知

るためであり ，都市整備のコスト計算やプログ ラム作成上重要

となる。また土地利用の地域区分の段階構成の考え方とタイア

ップさせる乙とができる。

〔どい ι うへい . 都市計画設計研究所)

設 | 上 水 道 | 下 水 道 | 清 掃 施 設

貯水池 ・水源、林

S erv ices ネットワーク施設 14万V 送電線 天然ガスパイプライン原水管

経営管理施設 本社活力所 本社 水道局 ・工事事務所下水道局 清掃局

Metr opolit an  プラン ト施設 一次変色所 ホJ レダー 浄水 ・給水場 清掃工場

Wi de  Ser v i ces  ネットワ ーク施設 6 万V 送電線 需要本管 配水本管

経営管理施設 支社 営業所 支所 ・配水事務所

Ci ty Wi de プラント施設 二次変電所 ポンプ所

Ser v ices ネットワーク施設 6，000- 3，000 V  需要本管 配水本管 下水幹線

経営管理施設 サービスステ ーション 営業所 事務所 清掃事務所

Neighbor hood  プラン ト施設 変圧器 ガパナ ー ポンプ所 7 ンホ ーノレ

Wi de  Ser v ices ネッ トワーク施設 100- 200V 需主芸枝管 配水管 主要校線

経営管理施設

F ami l y  or  プラン ト施設 積算電力計 メー ター 給水栓 ・メーター 浄水7 ス パケット

Per sona l  ネットワ ーク施設 屋内配電工線 末端管 給水末端管 末端管

Wi de  Ser v i ces  経営管理施設
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都 市 に お け る 電 力 供 給 に つ い て

経済の発展に伴なって，その活動の中枢として都市は急速に過密化の

傾向にある。乙れを解消 し， 産業 ・経済活動の円滑化，生活環境の向上等

をはかるため，各市にお いては都市の再開発がIVr 次推進されつつある。

乙れに伴ない，都市の電力需用が今後更に伸長する とと もに電力供給

の高度化への要求がますます高まっ てくるとと必至と考えられる。電気

事業としては，乙れに応えるため積極的に電源の開発を進め ，また，各需

用家IC送るための送電，変電，配電の電力輸送設備を拡充し，供給力を確

保するとともに，社会情勢lζ 適応 した設備近代化を推進する必要がある。

1. 都市の電 力需用

(1) 需用の原単位増加

機能的な都市活動を確保するため，環境の整備，土地利用の合理化が

叫ばれ，昨今ビ〉レ，住宅等はますます高居化 され，数十階程度の建築が

計画実現されつつあるが，このような近代化 ビ〉レでは; 事務機器の大巾な

利用が行なわれるとともに快適で能率的な内部環境を保つため，照明 ・

空調 ・給排水設備 ・エレベータ一等がいっそう完備されて，ピJ レの床面

積 1 rrf 当り篭力負荷設備は，現在 1∞w程度のものが将来 140W- 2∞w

(C増加するものと恩われ 8 階程度の ビ〉レでt は契約包力が 1. 4∞K W -

2.∞OK W  (現在1. ∞OK W程度) となろう。一方標準住宅は現在では 2

D Kであるが，将来は 3 L D K程度となるとともに，クーラー ，電子 レ

ンジ ，暖房設備等の大型電気機器が一般化され，一戸あたり 電気機器の

総設備容量は 3 K Wから 8 K W程度に増加する乙とが予怨される。

(2)  需用内容の変化

都市域が機能別 I C 例えば業務地区，商業地区 ，住宅地区等 lζ 分化さ

れるに従い'i'U力需用もそれぞれの地区で特色をもつが，とれらに共通 し

て既述の如き単位床面積当り電力使用量の増加及び高居化がみられ，よ

って各地区とも大規模 ビソレ，高層住宅等の供給単位の大きな需用が増加

し，将来乙れが都市需用の大きな部分を占めると ととなる 。特! と都心部

では乙の傾向が顕著となる。

第 1図は上記の考えによって想定した大阪市の宙力需用の置と内容の

将来の推移を示したもので，大阪市全域( 将来220 m' ) の昭和65年におけ

る電力需用は8. 9∞M W (現在の約4.7倍) と予想される。乙の内大規模

ヒツレを中心とした22K V需用( 契約電力 1. ∞OK W以上) の占める比率が

現在よりも高く ，特に都心部においては全需用の9096を占めることにな

第 1図 大阪市の電力関用想定

て ｾＷ Ｚ［ｦＺＺ主活
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る，またその他の地域もその度合は少ないが，同様の傾向が出ている 。

2. 供給力の確保と供給信頼度の向上

乙の発展する都市に対する電力の供給としては必要供給力を確保する

ととはもちろん，更に都市機能の高度化に対応して供給信頼度の向上に

ついても配慮 しなければならない。

(1) 供給力の確保

電源、については，将来大型の火力 ・原子力発電所及びピ ーク時の電力

供給に備える揚水式発電所が主として開発されよう。次lζ 電力輸送設備

についてみると ，市内の地価高騰や ，適正位置の変電所用地の取得が将

来更に困難となるととが予想されるので，需要の動向を見極めた上適正

用地の早期手配が必要である。また都市の外延化のため送電l レー トの確

保が非常に難か し し 社会環境の変化と相倹って，送配電ノレー トの地中

化の要請がいっそう強くなる。さらに市内道路の整備が最近活発化して

いる ので，その工事K 合せ将来の需用 K 備える地中送配電用の管路を先

行 して建設しなければならない。

(2)  供給信頼度の向上

産業のオ ート メーション 化，交通機関の発達等に伴な い，1{t 力 IC対す

る依存度が増加するので事故による供給停止は国家的に見ても大きな損

失を招くとともに都市機能の円滑化を阻害するおそれがある。従って通

常の電気事故では無停電供給する乙 とはもちろん，極めて稀れな多重事

故が発生しでも ，停電範囲や時間を極限するとともに，復旧 IC容易な供

給体制を整える乙とと している 。

3. 電 力施設と美化

都市の再開発が推進されるにつれて，社会的要求と して環境の美化が

一路注目されつつある。

電力施設についても設備

を地下に埋設し地上から

いんぺいする地中化への

要請が年を追って強まり

つつあるが，とれには道

路が整備されていること

がまず必要であるので，

再開発指定地域を中心 と

し，都市計画と協調して

段階的に実施し ，また周

辺地域では経済面も勘深

して形，色彩を工夫 し街

灯と共用した鋼管柱とし

地下に収めた変圧器，保

安開閉器等を総合した半

地下式の美化架空配電方

式が採用されよう。 美化装柱の一例
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なお，変色所については用地の取得困難及び狭い用地面積から抑え ら

れる制限を緩和するために小型化した変電所を開発し，またピJ レの地下

室等に設置する ζ とも考えられる。

4. 当社の電力施設の将来構 想

電気事業は膨大な設備投資を必要とし，今後，公害問題から電源はま

すます負荷地点から遠ざかる乙と による電力輸送距離の増大，用地の高

騰，送配宿線の地中化率増大等コストアッフ。を招く要因が多々ある。そ

乙で，色気料金の長期安定化をはかるには設備の近代化，新技術の開発と

導入を積極的に行なうとともに，都市計画等地域開発計画との協調もは

かりながら ，効率的に設備投資をしてゆかねばならない。大阪市lζ つい

ては次のような方法でとの各設備の近代化をすすめる乙ととしている。

(1) 一次電圧の市内導入と配電電庄の格上げ

現在は大阪市外周 1O- 20kml 習に275K Vの超高圧又は 154KV の特別高

圧変m所を設け，乙乙から 77K Vの特別電圧に降圧の上市内へ導入し配

電用変匂所を通じ22 K Vまたは 6 K Vの電圧で各需用家に供給 している

が，将来は供給力の増強，経済性および信頼度の向上をはかるため，外

周20km- 30km図lζ 5∞K Vの超高圧の外輪線を構成し ，乙の外輪系から

275KV- 15 4 K Vの電圧で直接市内へ電力を導入し市内変電所で降圧の

上，配電するとととした。特 IC都市の中心部では殆んど大部分を22KV

で配包する乙とを計画している。乙の場合都心部には，もちろん地中ケ

ーフツレで、供給するが，一部の地域，例えば中高層住宅地域等では，美化

装柱を考慮した架空線で送る乙とになる。大阪市の現状と将来を示した

のが第 2図である。

第 2 図 大 阪市の電力供給

大

阪

市

内

(2)  設備の大容量化

供給単位の増大に伴なって，設備が大型化するととは当然であるが，

特に都市内では主と して用地事↑青からも変電所を集中大容量化 し， ケー

フ勺レも大サイズのものを採用 して送配電線の幅核化を解消，整備する方

針である。

(3)  信頼度の向上

無停電供給をはかるため，各道路に 2 - 4 回線の配電線を配置し ，一

回線の事故があっても，需用家は他の健全な配電線から無停電で受包で

きるスポットネットワ ークが普及するだろう。

5. ビルデイングの電 気 設 備

(1) 受 電 設 備

22K V配電の採用に伴って中小ピノレも漸次2 2 K V受包が望まれる乙 と

lとなるが，現段階では2 2 K V受電は 6 K V受t立に比し設備費が高く ，乙

れを打開するため高信頼度の2 2 K V簡易受屯設備を開発しつつある。す

なわち設備践の中で大きなウェイ 卜を占める遮断器の簡略化，スポット

ネットワ ー夕方式の採用，隣接するビル数軒の共用の受電設備等につい

て検討中である。いづれも経済面，信頼度等を充分考慮して，との設備

によると現在の 6 K V受電と同等の設備費で賄えると ととなろ う。

一方，次々と超高層のピJ レが実現されつつある現在，受電電気設備の

設置か所は，地下室のみでは技術的，経済的及び保守面において不都合

な点が生ずるので，例えば，霞ヶ関ピJ レでは地下，13階，36陽の 3 か所

に変m室が配置されており ，また諸外国でも数カ所1C" ' 7 ーティリティ ー

スペースを配置するのが一般化しており ，建築設計にとれらの考慮をお

願い したい。

(2)  屋内配線の400V 級採用

最近の大規模 ピJ レでは， 経済函および技術上の有利性から従来の2∞v

/ 1∞V Iζ 代って 4∞v 級配線の採用が漸次広まりつつあるが，乙の配線

方式は 3 階- 9 階程度の中ノj、ビJ レにも一般化してゆくものと恩われる。

( 下表参照)

一般にヒツレ負荷の内，約7596は冷凍機，空調用動力，給排水動力等の

勤力負荷で占められているが，乙れに使用されるモ ーターは3∞K W程

度まででは， 6 KV モーターより 400V級モーターの方が安価である。

乙のようなピノレに使用される最大容量の冷凍機は 2∞K W程度以下であ

るから ，当然 400V 級の方が有利であり ，また 6 K Vモー ターより安価

な 3 K Vモーターを使用するに しても ， 6 K V/ 3 K V Iζ 降圧する変圧

器を要 し，やはり 4∞V モーターが有利である。また，配線についても

同一太さでは4∞V 級は2∞vハ∞V の約 2 倍の電力を送れるので，それ

だけ電線を細くする乙とができ ， 中小ピJ レについても屋内配線IC 必OV

級が採用されて行くものと思われる。

(3)  ピルおよび団地住宅等の電気配線の強化

既設のオフ ィスでは各種電気事務機械の設置に際し ，屋内配線容量不

足のため変電室の分離や配管部分の改造などを行なったり ，また団地住

宅では，冷暖房機器設置が屋内配線に制限されて設置できず，配線を増

罰するにも配管 IC余裕がなく困難を生じている例がはなはだ多くなって

いる。

面積当りの使用電力は ，ビジネスピルでは照明や事務機械の進歩IC伴

い50- 10096程度，また住宅では数倍lζ 増加するもの と予想されており ，

乙れらの電気使用の増加を近代建築設計のー要素として，加味して頂く

乙とが，しいては建築物そのものの美観と寿命を保つ乙とになると考え

る 次 第 で あ る 。 ( な み き ひ ろ し ・ 関 西 電 力K K系統計画関査室主査〉

一¥之土どとI 100 K W  Iい3∞00 K附W Iい5∞K附W Iい1. 0∞0川 w

受
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大 阪 ガ ス の 現 状 と 将 来 井 筒 邦 雄

1. 都市ガス普及の促進

当社は，京阪神のすべての主要都市を含む約 3，0∞平方キロメートル

に及ぶ広大な供給区域を有しており，近畿圏における都市カo ス供給者と

しての重責を担っている。

近年，人口の都市集中化に伴う住宅建設の伸びは，目覚しいものがあ

るが，当社は，乙れに伴う旺盛なヵース需用に対処するとともに，未普及

地域 lζ 対し積極的 lζ 都市ガスの普及促進をはかるため，あらゆる企業努

力を重ねてきた。

その結果，顧客数は，昭和37年度末の 158万戸から昭和42年度末には，

234万戸と 1. 5倍に増加し，供給区域の都市ガス普及率は， 42年度末におい

て， 695ぢとほぼ欧米諸国に匹敵する水準に達している。昭和47年度末に

は，さらにこれを顧客数341万戸，普及率81%!ζ 上昇させる計画である。

2. 広域的供給体制の確立

住宅建設は，従来は，既成市街地を核として，そとから徐々に広がっ

て住宅が建設されて行くのが通常の形態であった。近年，都市の過密化

lζ 伴なって，例えば，千里ニュータウンに見られるように，従来の市街

地から離れて大規模団地の形成が，盛んになってきている。

現在建設あるいは，計函中の団地を挙げて見ても ，堺市の泉北ニュー

タウン( 総戸数47千戸) ，金剛ニュータウン ( 8 千戸) ，奈良方面では，

平城団地 ( 15千戸) ，西大和ニュータウン ( 8 千戸) ，大和団地 ( 8 千

戸) ，京都の大原野ニュ ータウン ( 25千戸) ，神戸では，北須磨，有野，

丸山各団地というふうに，数千数万戸級の大規模団地が目白押しに並ん

でいるという現状である。

乙れら大団地は，文字通り山を削り谷を埋めて，建設されるため，住

宅建設地帯も，次第に遠隔地に移行しつつあり，乙れに対応するガス供給

体制も，乙のような都市圏の拡大傾向にマッチしたものが要求される。

当社は，従来も乙うした傾向を予測し，数年あるいは，十年後のガス

需用に対応しうるよう ，製造供給設備の拡充! c 努めてきたが，今後も，

さらに，充実した設備計画を推し進めて，都市ガス供給体制に万全を期

し，公益事業の使命を果す計画である。

乙の目的達成のための計画の一環として，当社は，積極的に供給圏を

拡大するとともに ，年々百数十億円の資金を投入して，パイプライン網

の拡充強化! c 努めている。地域発展 !r伴う目下の計画としては，図! c 見

られるように，西は，相生， j苔州赤穂，東は， 琵琶湖東岸，南は，和歌

山，海南，北は，中国縦貫道路 Ir 至る広大な区域を供給圏 とする乙とを

当面の目標と定め，乙の中 lζ 含まれる区域を，主要パイプラインで11賢次

有機的に結んで行乙うとするものである。

まず，現在鋭意建設中の近畿幹線東部ラインについていうと，乙のパ

イプラインは， 泉北臨海埋立地 !r 建設を 予定 している新工場に源を発

し，大阪府下藤井寺方面から東へ延びて奈良盆地! c 入り ，乙れを縦断し

て，大和郡山市，奈良市を経て，再び大阪府下に入り，枚方市北部で既

設パイプラインに連絡するまで，延々 104 キロメート J レに及ぶマンモス

幹線で，25kg/cnl の超高圧輸送により， そのガス輸送能力は，現在の当

社の主要パイプラインの総輸送力に匹敵するものである。

乙のパイプラインの完成によって，沿線付近の需用を賄うのは， もと

より，京阪神のベッドタウンとして，目下急激に発展中の奈良方面のガ

ス需用 lζ 対処し ，さらに京都方面の供給能力をも飛躍的に増大させる 乙

とがで きる。当社は，昨年奈良社区とのパイプ連絡を行ない，奈良市，

大和郡山市のカe ス料金の 14%値下げを実施しているが，本幹線の完成

後，奈良工場を閉鎖する予定であ る。

琵琶湖東南部は，奈良盆地同様住宅地と して，また工業地帯として，

今後の発展が約束されている地域である。

当社は，昨年草津市! c 独立の製造設備によ る都市ガス供給を開始 して

いるが，湖南湖東方面の発展に伴い ，京都方面からパイプラインを延長

して，乙れを連絡するとと もに，近江八幡，八日市等湖東方面への都市

カゃス普及をはかつて行く計画である。また湖西地区への都市ガス供給の

早期実現をも併せてはかりたい。

六甲 山系の哀側，三回盆地を中心とする地域一帯も ，住宅建設が盛ん

に行なわれている。当社は，本年秋tζ 神戸の鈴蘭台地区へのパイプライ

ン連絡を行なうが，乙のパイプラインは，さらに北上して ，JR六甲を経

て，有馬から宝塚lζ 連絡し ，哀六甲をJ レープlζ 取りまく導管網となり ，

付近一帯の都市ガス普及を可能と する。

矯磨工業地帯の重要性は今さらいうまでもない。当社は，この方面に

ついても神戸姫路聞に近畿幹線西部ラインの建設を予定しているが，取

りあえず，姫路から高砂，加古川，明石を連絡する神姫連絡線の工事を

行なっている。また播州平野の最西端，相生，播州赤穂、方面への都市ガ

ス普及を計国中て、ある。

供給圏の南部については ，太子町，河南町，富田林から堺市南部，泉

佐野へのループを完成させるとともに，和歌山方面についても ，泉佐野

方面から南下 して京阪神と直結させる計画である。

上記のようなノ f イプライン計画に対応 して，ガス製造商では，ガス生

産の集中化によ る生産性の向上をはかる。

すなわち ，堺市! c 最新鋭の製造設備を持つ，新工場を建設する他，既

存の主力工場である北港，堺工場等の設備の近代化 により ，将来の需用

増 lζ 十分対拠しうる製造能力を持つ一方，奈良，姫路，高砂等における製

造設備については，幹線連絡の達成に従って順次乙れを廃止して行き ，

製造コストの低減，供給の安定ガス品質の均一化，向上をはかる。

乙のように製造，供給両面 lζ 亘り ，長期的に一貫した設備計画を進め

る乙とにより ，広域供給の効果を高め，もっ て，良質豊富なガスを安価

に供給するための捷径と信じ ，当社は，広域供給体制の確立に努めてい

るのである。

ガス事業は ，設備産業であ り，巨額の資金投下を必要とするものであ

るため，その事業規模が小さければ，いわゆるスケ ーノレメリッ トの追求

が思うにまかせず，また合理的，計画的な投資計画がむつかしい場合が

ある。

当社は，供給圏の拡大lζ つれ昭和40年には，大阪府美原町，昭和42年

には，大阪府羽曳野市というふうに隣接地ガス事業の譲渡を受けてきた

が，乙れは，単一の区域で独立 してガス事業を営むより ，広域的に一貫

した製造供給体制に基づいた供給を行なった方が，国家経済的な見地か

ら望ま しいという判断による ものである。
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3. ガス販売の促進

都市圏の拡大に伴う地域的な発展，顧客数増加の状況は，以上の通り

である。当社は，また家庭用ヵース器具の普及促進，業務用ガス使用促進

等を通 じ積極的にガスの販売をはかつてきた。その結果，カ。ス販売量は，

年々約 11%の伸びを続け，昭和42年度には . 22億立方メ ート J レのカ前スを

販売 した。

家庭用では，近年の生活水準の高度化を反映して. 1戸当使用量は，

年々 5 96以上の伸びを示し ，昭和42年度の 1戸当月平均使用E は. 57立

方メート J レとなっている。乙の数字は， フランスや，西ド イツを凌駕

し， イギリスを逐っているという状態であり ，京阪神地区の生活水準の

高さを物語っている。乙のような急激な上昇の原因 とし ては，グラ フに

見られるように，家庭用ガス器具が急速に普及しつつあるためである。

乙のグラフによって判るように，特lζ 温水，暖房器具の普及が高度化し

てきており ，用途別使用量では，従来の主流であった調理用に完全にと

って替った形である。

乙の温水給湯需用の伸びIC拍車をかけるかのように，最近，新築家屋

では，セ ントラル給湯，セン トラルヒ ーテイング設備の取付けを希望す

る傾向が著しい。

乙の新しい形のヵース需用は，将来の家庭用ガス需用の形態を，根本的

lζ 変えてしまう エネルギーを秘めた魅力的な需用で、ある。

例えば，イギ リスでは . 1956年 ( 昭和31年〉に主として煤煙規制を目

的とする大気清浄法が制定されたが，ノーステムズ，ガスボー ドでは，

乙れと相前後して，セ ントラ J レヒーテイ ングの普及が本格化 し始め，乙

れに伴って同社の販売量も飛躍的に増加し ，現在も上昇中である。

各国のガスセント ラノレ ヒーティ ング設備の普及状況は，アメリ カ1， 5∞

万台，イギリス60万台，フランス40万台，西ドイツ20万台となっており ，

現在も増加中である。

わが国におけるセントラノレ ヒーティングの普及速度は，未知数とはい

え，将来の進歩 した使用形態であるととは論を倹たない。当社は本年か

らセントラ J レヒーテイング器具を発売するが，引き続き ，大いに普及促

進に努めたい。

業務用ガス需用については，特に工業用用途においてはラジアン ト，

チュ ーブ，ラジアントカップの利用による新用途の開発等の技術上の成

果を，各顧客{ζ 密着した技術サービスによって一周の効果を上げ，その

販売品の伸びは，順調に移行している。

また，夏季の需用を促進する ，冷房機器の開発には，特 lζ 力を注いで

開発中であり ，千里ニュ ータウンにおけるガス集中冷房システムの実施

を決める等の成果を納めている。

4. サービスの向上

当社は，都市ガスの普及促進，ガス信用の開発K積極的に努めるとと

もに，サービス第ーをモット ーとして，顧客サービスの向上に努めてい

る。特に社内合理化の推進による生産性の向上は ，何よりのサービスで

あると信じ ，常に社内の各部門 IC亘って合理化を推進している。

製造部門では，設備の近代化，自動化を推進するのはいうまでもない

が，公害対策K 窓を用い ，すべてのコ ークス炉に，一酸化炭索変成装置

を取付ける他， 排水， 煤煙対策K . 年々数億円の投資を行なって行く

等，品質の向上にも努めている。

また将来のガ、ス源と しての液化天然ガ. スの輸入 も検討 している 。

工事琢門におけるサービスは，カやス工事を適期 lζ 施工するのが第一で
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主要ガス器具の普及率の推移

ある。従来，当社の工事体制は，最近の目覚ましい建築様式の進歩 K 立

ち遅れの感があった。

乙の認識のもとにたって当社はガス工事は設備工事の一環であり ，建

築を除いては考えられぬものであるとの明確な意識のもと K . 施主と施

工者との緊密な連絡をはかるほか，建築工程にあわせるための内管先行

工事，さらには工事の流通経路の合理化をはかつている。また近年の工

事長の増大，地域的K集中する工事置の消化をはかるために，地域を超

え，京阪神を一体とした工程管理や機械化による能率の向上に努めてい

る。 一方工事技術も建築様式の変化に適応し得るよう高居建築への供給

方式および工法の検討，美観を要求される工事 lζ 対応する メー ター，材

料の改良，建築工程の短縮に対応するために現場一品生産方式から ，規

格寸法を工場で多畳生産 し， 現場で組立てる組立工法の開発と，種々の

改革を行なっている。

カ。ス工事が近代的な建築K は不可欠の設備工事のーっとなった現在，

ガス工事を進歩する建築様式にー居よく適応させる乙とがわれわれの課

題である と考え，今後さらに改良の努力を続けていく考えである。

供給部門では，年々多額の資金を投じて，経年管の入替えによる保安

面の強化をはかつている。

また昭和39年 IC実施 したカロリ ーアップによって，導管の投資効率の

上昇，供給の安定をもたらした。

一方，電子計算機やシミュレ ィターによる若手管網解析手法の開発K よ

り，導管投資効率の向上 lζ 努めてきた。 ζ れは大規模団地内の配管計画

K 特に有効であり ，工事貨の節減 IC役立っている。

その他各部門を通じて，事業規模の拡大に伴う人員の増加を，合理化，

機械化の実施や，社内教育によるレベルアップ等により ，最少の人員で

最大の効果を発揮するよう努めてきた。乙の結果，過去 5 年聞に顧客数

は505ぢ，ガス販売量は60% の伸びを見たにもかかわらず，従業員数の増

加は ，5 5ぢlζ とまっている。

5. お わ り に

以上述べてきたように，当社は，広域的な返営によるスケ ーノレメ リッ

卜の追求，カd ス需用の開発等積極的経営を行なう一方社内的には，種々

の合理化K よって， 生産性の向上をはかるという企業努力を重ねてお

り，乙 れによって，年々の物価上昇を吸収し ，料金の安定を達成してき

7こ。

近畿経済圏の今後の発展は期して待つべきものがある。当社は今後一

層の努力を続け，ガス エネルギーの供給を通じて，その発展に貢献 して

行 く 乙 と を 念 願 し て い る 。 ( い ず つ く ICお : 大阪瓦新 旧{ 営業部開発課長)
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都市における上水供給の現状と将来

1. 都 市 上 水道 の範 ち ゅう

都市における水の供給と一言に総称しても ，その対象となる上水道の

規模は大小さまざま，その施設内容も多岐にわたっている。都市上水道

とは「中央給水すなわち公共に給水する目的をもって，造られた施設設

備である」と定義する ζ とができるとしても ，個人が共同で水を得る施

設を造 ると すれば，中央給水との区別はあま り明確でない。水道法にそ

の定義を求める と， 第 3 条 !C r導管およびその他の工作物に より水を人

の飲用に適する水として供給する施設の総体をいう。」と ある。さらに給

水人口5.∞0人以下である場合は簡易水道といい，寄宿舎，社宅などにお

ける自家用の水道を専用水道と定められている。乙のように法律的!Cは

明らかに されているが，技術的には必ず しも明確な区分がむずかしい。

参考のために圏内における水道の実態を理解いただくために，昭和41年

度末における全国普及状況を表記すると表ー し 2 のとおりであ る。

表 - 1 給水人口の推移 ( 万人)

ｾと 竺 ｼ 36 37 38 39 40 41 

総 人 口 仏)

1  ｾぺ Ｙ ぺ Ｙ 「 Ｙ＿ っ ＹＸＲＸ Ｑ Ｙ 蜘給 水 人 口 (B)
5. 395 I  5. 749 I  6. 121 I  6. 488 I  6. 824 I  7. 152 

普 及 率 B! A 57. 2%  I  60. 4%  I  63. 7%  I  66. 7%  I  69. 4%  I  72. 2%  

〈注) 1回総人 口は総理府羽ベで各年10月 1 日現在

2. 給水人口は各年度末現在

表 - 2 水道普及状況 ( 昭和41年度末) ( 人口 . 万人〉

| 上 水 道 | 簡易水道 | 専用水道 |

事 業 数

計 閤 給 水 人 口

給 水 区 場 内 現 在 人 口

現 在 給 水 人 口

乙のような上水道の実態に照して，その現状と将来をとらえる ととは

難題であるが，越本的な事柄についての問題点は規模の大小を問わず共

通 した要紫をもっていると考えられるので，そのような観点から表題を

みつめてみたい。

2. 都 市上 水 道の 3要件

およ そ水が人類の生活lζ l 日も欠く乙とができない乙と はいうま でも

ない。すなわちその目的は飲料，洗たく …・・なと.の生活用水として個人

および社会の環境衛生の改善に より文化生活の向上をはかり ，社会の進

歩，工業の発展に伴う産業用水の需要に対応し，さらに火災の際一時に

大置の水を必要とする防火用水など上水道の目的，必要性は社会の分化

lζ 従っ て，ますますその意義は大きなものがあろう。とのような目的を

遂行するために上水道と して備えねばな らぬ要件は，水質，7.1<畳，7.1<圧

であり ，その具体的施設が取水，浄水，配水，給水の 4 つで，乙れらを

具備 しなければ近代式上水道とは称し がたいのである。

(1 ) 水 質

飲料水の水質はどんなもので、よいか，常識的 IC考えられる乙とは第 l

にわれわれの感覚の上に不快な感じを与えない乙と。すなわち，異状な

臭味のない乙と。

第 2 !ζ は防疫上の見地から ，病原性の汚染が皆無であること。 第 3 に

は防毒上の立場ーから有毒物質を含まない乙との 3 大標準 IC帰する。水道

水の水質基準につ いては ，水道法にあげられた要件について，厚生省令

をもって公布 された水質基準の定めると乙ろによるととになっている。

その内容について，代表的な試験項目について解説を加えながら ，都市

における水源水質の現況と問題点にふれ，将来の課題としてその解消策

を望みたい。

病原体物による汚染の疑いを推知す る項目 として，直接的には大腸菌
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群数，アンモニア性窒素，! ! p: 硝駿性窒紫，間接的には一般細菌数，過マ

ンガン酸カリ消費量，硝酸性窒素等が水質判定上重要である。元来動物

体や動物の排地物中の窒素化合物の腐敗過程は，酸化作用によって次第

Iζ 分解し，アンモニア性窒素，! ! p: 硝酸性窒素とな り，さらに最終酸化成

績体として硝酸性窒素となる。また，過7 ンガン酸カリは酸化力の強い

もので，しか も比較的分解され易い状態にある有機物に限って酸化する

もので， 従っ て水が多量の硝駿性窒系を含むと とは ，かつての汚染また

は汚染地域通過の証左を意味 し，さらに! ! p: 硝酸性窒素，ア ンモニ ア性窒

索を伴い，かっ過7 ンガン酸カ リ消史tui- の多い7 . k は比較的最近の汚染に

基因するとみられるのである。 乙のように水中の溶存酸素および水の要

求する酸索起を測定する ととになって，その汚染度を決定するととがで

きる。互の潟水期 IC ，新聞紙上に報ぜられる B. O.  D  (Bi ochemi cal  

Oxygen  Demand 生物化学的酸素要求fむ とは，乙のような意味で数

値が高いほど汚染度の高い乙 とを示すのであ る。

さて解説的な乙とは以上の位に して， 現実 IC都市上水道の水源であ る

河川は ，どのよう な水質の推移をたと、ってきたか，淀川の例についてか

かげてみよう。

いうまでもなく阪神地区の水需要の大半は，上水道工業用水道とも淀

川水系に依存している。大阪市の浄水場も淀川の左右両岸に位置し，そ

の水質変遷は表- 3のとおりである。 ( 年平均)

表 - 3 淀川の水質変遅

地 項 目 お年度 I  39年度 41年度

庭 III 

B.  o. D  ( P . P . M)  2. 33 6. 41 2.70  

ア ン モ ニ ア 性 : a 紫 0. 066 0. 239 0. 198 

( 左岸)

大 腸 菌 群 ( l OOme中〉 26. ∞o  290. 000 250. 0∞ 

自在 .Q 

B .  O.  D  ( P.  P . M)  4.87 6. 95 4. 76 

ア ン モ ニ ア 性 : &紫 0. 316 0.735 0. 784 

( 右岸〕

大 腸 磁 群 (l OOm e中) 90.000  3卯 . 000 250.000 

乙のように，淀川左岸にある庭窪浄水場の水質は，右岸にある柴島浄

水場原水に比して比較的良好であったが，近年右岸流の汚濁が増高した

乙とによる影響と ，左岸流域の開発による流入汚染物質の増加によって

最近汚濁が進み，昭和39年度の B. O. D は， 5 年前の約 2. 9 倍と なっ

た。また右岸にある柴島浄水場の水源水質は，昭和25年頃から悪化の一

途をたどり ，昭和39年度の成績を 5 年前の ものと比較すると ，年平均で

アンモニ ヤ性窒素は 2倍以上，大腸菌群は約 4 倍， B . O. Dは約 1. 4倍

lζ 増加している。このような原水水質の悪化に対処するため，昭和38年

1月「公共用水域の水質の保全に関する法律」に基づく水域の指定を受

け，水質の基準が定められ，工場排水については同年 7 月から適用 さ

れ，排水量 l 日250rd 以上の工場が規制さ れ，また，都市下水について

も昭和42年 3月から適用される乙ととなった。しか し， その後も流域の

開発は急テンポに進み，水質汚染化の傾向は今後も楽観は許されず，そ

の緊急な対策が要請される現況である。具体的には，淀川水系 IC関係の

ある諸都市の下水道整備計画の促進であり ，現在すでに広域下水の計画

が実施 されている。

また ，現行の指定水域の拡大つまり宇治川も含めた水質規制で‘ ある。

さらに水質の規制基準そのも のも再検討 し，改訂も考慮する乙となど今

後に残された課題である。乙のように都市水道水源の水質は，経年的に

ある程度の変動は免れない。河川の機能は，都市構造からみて水道水源

の外にいろいろの目的があるからである。 したがって水源保護について

は，従前の水質確保というような ，水道独普ー的な考え方』ζ 終始せずに，

汚濁化原水水質lζ 対応する浄化方式の改善にも最全の努力をつくす責務

を忘れてはならない。



(2) 水 量

新規に上水道管を建設する場合，あるいは既存の施設をさら に拡張す

る場合，いずれにしてもその計画の基本となるのは計画年次における需

要水量で、あることはいうまでもない。しかもその想定の精度をできるだ

け高めたいと望むのは，計画当事者 とし ては当然の 乙とである 。そのた

めには， 計画年次，計画給水区域，計画給水人口，計画 1人 l 日当り最

大給水量の各要素について慎重 し細に分析，推計せねばならない。その

根底は一貫 した地域開発計画のもと ，将来あるべ きその都市の未来像，

具体的な都市計画を基盤としてそれらの一環として考慮せねばならない

ととは申すにおよばない。特 IC，最近における社会機造の分化傾向，多

面性を考える とき，ますますその意義は深い。以下現状も含めて将来の

課題として ，2 ， 3 の問題点に触れてみた い。

a ) 技術と経営の調和による計画年次

従来上水道においては ，計画年次の考え方とし て，計画時から 10- 15

年後を目標として将来を見通 した新設拡張工事が実施されてきた。また

過去の歩みをみても ，どちらかとい うと技術がウエイトを占め，事業の迩

営が技術を中心として経過し ，今日その施設内容は長足な進歩を遂け‘ ，充

実 した ものになり成果をあげ得た と思う 。乙の乙とはその必要があり ，

またそれが可能な社会環境におかれていたからであろう。しか し， 最近

の事業運営は，技術lζ 加えて経営の要素がクロ ーズアッ プされ，従来よ

り比重が増し ，両者の調和点をど乙 IC置くかが運営の焦点であ り，経営

を圧迫する資本質，いいかえると拡張事業の計画年次の決定は，従来にも

増 して慎重な配慮が必要になっ てきた。相当長期を見通 した多額の先行

投資を必要とする新設拡張計画は，将来上水道計画の決め方としては，

慎 しまざるを得なくなるであろ う。反面水道事業は公共性の強い生活用

水の供給事業でt あり ，需要に応 じて先行的に拡張を進めねばならぬこと

は申すまで もない。

b ) 給水区域の広域化

わが国の水道普及率は，最近めざま しく過去10年間の伸び率をみると，

昭和30年度末における総人口に対する普及率32.29ぢが，昭和40年度末に

は69. 496と2 倍以上になり ，図- 1 1ζ 示すように， 諸外国の水準をみて

もほぼ中位を占めるに いたっ ている。 しかし， 今後さらに普及率を高め

るには，従来にも増 して困難な問題に 当面するであろう。そ の一つに，

計画給水区域の考え方がある。 従来給水区域は，それぞれ市町村を単位

とする行政区域内に限られてきた。

図ー 1 各国水道普及率

1 7t ラ ン 51. I  

l イ キ リ ス i

i イ タ リ ア l

l  . . . ド イ ツ 1

1 ア 〆 リ アコ |

区室工二ご二二亙コ L斗

1  2 工 ー ナ : . - 1

i τ フ 竺ラ ニノ 玉ζ l

l Z イ ス l

| 手国ン マ ー ヲ i

l チェコ z 口 八 平7 J [  

l オ ー ス ト つ リ ア 1

呈豆J

47  

1  ヲヲ J レ t さ ニノ ヲL ニノ I  I  4 b l  

l 台 温 J C二二二二二E

l 7 イ リ ヴ 巴・ン i 亡=二二m

ｬ ユーコスラヒ ア ｬ 仁ご］二 三ｾ

: Lb: 訂

工旦

ヱ且

皇旦

皇旦

8 0  

旦Z

9 6  

2♀ 

一方，最近都

市への人口集中

化傾向はいちじ

るしく ，大都市

周辺の上水道建

設が遅れがちな

状況である 。そ

の原因の大きな

要因 としては水

源問題である。

水道水源が，行

政区域内あるい

は近郊で取得で

きる場合は問題

は軽減されると

しても ，遠隔地

点に求めざるを

100% 得ない場合，ま

たはそれぞれの市町村の給水区域が接している よう な場合，各市町村が

それぞれ水道事業を速営する乙とは，技術的に も経営的 ICも非合理的で

あり ，必然的に行政区を越た運営の形，つまり水道事業の広域化が要請さ

れる。ひとり水道事業だけでなく，すべての行政の広域化が今後の課題で

あろうが，特に上水道の水源問題は，当面緊急を要するものである。従来

。
50% 

求められたよう な形での表流水によ る水利権の取得はむずか しく，相当

遠隔地点、でダムなどによる新規の水資源開発に よらなければならな い。

しか もその開発費の負担は大きく ，水道施設そのものも二重の投資 とな

る。乙れらの問題は，広域化することによって施設は整理統合され，建設

費は割安となり，施設の維持管理も技術者の合理的配置によって軽減さ

れ， 事業の合理的な運営が可能となる であろう。 乙のように広域化による

メリットは理解できるとして も，現実にはそれぞれの市町村営の上水道

もそれな りに生い立ち，歴史沿革があるので，行政的な問題もあり 一挙に

実現するととはかえって混乱を招くおそれもあ るので，漸進的 lζ 歩一歩

進める 配慮を しつつ，将来K 向って広域化の方向をたどるととであろ う。

(3) 水 圧

圏内 ICおける大規模上水道は，それぞれ給水区域内における水需要の

急激な増大に追われて，絶対置の不足のため，まづもって水量対策，つま

り浄水場の拡張に専念して量の確保K 努めてきたのが今日までの実態で

あろう。今後とも需要の伸びに応じ た生産施設の拡充は当然であるが，

さらに重要な要素は給水区域内におけ る配水管網の充実である 。区域内

の均等な水量配分乙そ本来の使命であるからである。乙の両面が充実さ

れて，初めて区域内におけ る所要水圧が確保できるのである。資金面そ

の他から従来配水管の布設は必らず しも十分とはいえなかったのが実情

であろう。

最近 2 ， 3 年前から各都市大規模上水道とも配水管容髭の拡充に力点

をおいて現在集中的な投資を行ない，過去の遅れをとり戻すべく努力 し

ている現状である。水圧に関連して将来の技術的な問題点の 1 つに，旧

い配水管の更生の課題があ る。各都市とも旧配水管の 占め る率は相当高

く，内面腐蝕による水のにどりは共通のなやみであろう。代替と しての

新営布設は，資金的に一挙には解決できるものではない。そ乙で更生法

として，内面更新の方法が従来いろいろと考案され試用されてき たが決

定打がなく今日にいたっている。布設道路条件の如何にかかわらず，翌

日の使用 iζ 支障のない更生方法の開発は今後の努力に待ちたい。

阪神地区の水需要と水資源開発

近年わが国産業構造は，第 2 次産業を主体として急激IC成長 し， 臨海

工業地帯の造成に伴う新設工場，工業の大規模化，重化学工場の用水型

工業の発展に伴う工業用水の新規需要が著 しい。また ，産業構成が近代

化さ れるにしたがって，人口の都市集中化も激しくなり ，都市周辺の人

口は急激に増加し，大都市においては生活水準の向上に伴い， 著 しく上水

道用水の需要が増加している。さらに前記のとおり工場廃水や，都市下

水K 原因して河川水質汚濁が問題となってきた。とれら新規用水の需要

は，阪神地区においては一部を除いてすべて淀川水系に依存 している。

現在の淀川の水配分は ，第 1期河水統制事業( 昭和18年~昭和27年〉に

よって決められた量で，すでに満度 IC達 しているので，びわ湖総合開発

計画を含めて淀川水系の水資源開発は緊急を要する のである。 具体的に

は表- 4 1ζ 示すように，淀川に依存する大阪府および兵庫県の現在水利

権 と将来新規必要量は上水道，工業用水道の都市用水が，昭和45年には

約{: j J rr1/ s ，昭和50年には約80rr1/ s の不足量が見込まれている。

表 - 4 大阪府および兵庫県の需要水量 ( nf / s)  

I El「 一 ーと よ| 現在水利権 |

新規必要量 ( 不足水量)

昭和45年 昭和50年

上 水 道 23.25 25. 22 31. 83 

工 業 用 水 道 8. 12 35. 58 45. 80 

計 31. 幻 60. 80 80. 63 

JJ:l 2藍 用 水 16. 80 6.01  5. 43 

河 川 静 化 用 水 88.50 
。 。

メ日弘、

針 136. 67 66. 81 86. 06 

乙れに対する水資源の開発は，現在昭和50年を目標に経企庁を中心に

検討中であり ，現在その対象になっているものは，目下建設中の高山ダ

ム，青蓮寺ダム，正蓮寺川利水およ び、調査が進めら れているびわ湖総合

開発計画そ の他のダム群があるが，何んとい っても主体をなすものはび

わ湖の開発であり ，早期実現が切望されている。

〔すずきひでお : 大阪市水道局工務部長〉
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下 水 処 理 の 現 状 と 将 来
栗 林 春 日 子

1 . は し が き

都市の生活や生産活動 le必要な エ才、 J レギ ーの供給は凡て需要家の要求

に応じて適当な代価によって企業と して行われているの に反して，生活

や生産活動の用をたして後，無用なものとして排出されるじんあい ，汚

水，し尿等の廃棄物の処理は手数料や使用料の料金の有無は別として都

市の環境術生施設として行なわれて いるのが普通である。都市の健全な

発展lζ は供給と処理の施設が均衡しているのが当然の理であるが，わが

国の都市においては ，それが著しい敏行状態を示して種々の公害問題を

ひき起しているのが現状である。

下水処理については ，戦前処理場を有していたのは東京， j立橋，名古

屋，岐阜，京都，大阪の 6 市にしか過ぎず，それも l 部の処理能力を持

っていたに過ぎない。戦前の下水施設への投資が僅かであるのに対し

て，戦後の工業近代化に伴う生産性の向上と ，それに伴う都市への急激

な人口の集中と市街地面積の増加によりますます都市の基本的施設であ

る下水道の立ち遅れが，河川等の公共水域の汚濁を増し ，都市の上水源

を危険にし ，都市河川は真黒によどんで，環境衛生上放置しがたい状態

にまでなっている。下水道の目的も単に都市内の環境衛生を良くすると

いう ζ とより，河川| の水質保全の広域的な対策として考えるべき l剛 ζ 至

っているが，一方では供給と処理という概念を離れて，自然の降雨によ

る浸水被害を防ぐべき防災事業でもある。良耕地が急速に市街地化して

ゆくにつれ浸水被害も増大しその対策もまた急を要する問題である。

その他わが国の特殊性として，下水道の普及κ よってし尿処理対策を

講じている乙とである。現在の汲取便所をすべて水洗便所に切りかえて

し尿処理の問題を解決することである。以上の他下水施設は多くの目的

を有しているが，都市の基本的施設として最もその普及が遅れているた

めに，またその多目的のために，財政上，技術上，制度上，種々の問題

を内含している。

2. 下 水 道 の 普 及 状 況

下水道とは一般に下水を排除するために設け られる排水管等の排水施

設と ，乙れに接続して下水を処理するために設けられる処理施設等を総

称していっているが，乙れは必ずしも生活や生産 le必要なものでなく，

汚濁E が僅かで自然の浄化作用に委ねて支障がない聞は ，総から川へと

流出して何ら問題は無いが，人口の集中化が進み都市を形成するように

なると ，その汚濁品は増大して自然の浄化作用を待つ限なく腐敗醗酵し

て汚臭を発し ，環境衛生上問題となってくる。日常生活や生産活動に必

要な上水やヵース，' f f i カ等の熱動力源，あるいはその代替物が安易に定常

的に得られないときは都市の発展は抑制されるが，下水処理は都市の発

展とともに後に問題が大きくなってくる面ももっている。始めから計画

された市街地の造成では ，計画的lζ 最初に下水施設 も整備 しておく施策

もとれるが，現在の都市の膨張は無秩序で= あり ，旧市街地においてさえ

十分でない下水施設の遅れに更に拍車をかける乙ととなっている。下水

施設の建設が進まない主な原因として，戦前戦後，道路港湾などの産業

基盤の整備に公共投資の重点がおかれて，国力 ，産業の向上が重要な施

策であり ，生活環境施設に対する公共投資が十分でなかったととや， 国
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民の生活慣習の衛生面の欠如のため ，関心が少かった点にもあると恩わ

れるが，その建設に多額の費用を要すととが大きな原因である。

先 lζ 述べた如く ，戦前下水処理場を有していたのは僅かに 6 市である

が，その後下水道の整備が，河川の水質の悪化とともに強く叫ばれて下

水道投資が行なわれてきたが，昭和43年度末においても ，下水処理場を

運転しているものは ，85都市lζ 過ぎない。その都市においても都市の市

街地全域を処理できるのではなく ，大阪市においても43年 7 月 1 日現在

において市面積の5096(e過ぎな い。

少し資料は古いが諸外国 と比較すると，表 l の通りである。

表 1 各国の下水道普及率( 利用人口 )

総 人 口

国 名 総 人 口 普 及 率 ( 1961- 1964)  

オランター 12，040千人 80. 096 

イスラエノレ 1. 510 78. 8 

イ ギ リ ス 53. 441 98.0  

西 ド イツ 54. 897 70. 0 

ス イ ス 6.930 67. 0 

フ ラ ン ス 46.998 40.4  

スエ ーデン 7.ω o  71. 0  

ノJ レウエ ー 3.ω o  66. 7 

米 国 181， 672 67.9  

日 本 95. 6ω 11. 0  

下水道の緊急かつ計画的なまさ備を促進するため ，昨年 6 月，下水道整

備緊急措置法を定めて昭和46年までの 5 カ年間に実施する計画案を建設

省で作成したがその整備見込みは表- 2 の如くである c

表- 2 新下水道整備 5 カ年計画によ る整備見込み

(1) 全 都 市

項 目 昭和41年度末 昭和46年度末

市街地面積 ( k m
2

) 5. 025 6.974 

排 水 面 積 ( k m
2

) 886 2. 059 

市街地人口( 万人) 4. 900 6. 0ω 

排水人口( 万人) 1. 521  3. 253 

普 { 面 積 ( 必 )
19.9  32.5  

室排水人口( 必) 31. 0  53.7  

(2) 都市規模別

昭和41年度末 昭和46年度末

都 市 規 校

普面及率積 I  人普及率口 面普及率積 I  人普及率口

人口 100万人以上の都市 43. 796  52.35ぢ 67. 7% 75. 596 

/ /  30 f ノ
24.6  35.0  36. 6 54.7  

1/  10 / 1 17.4  30.7  28.2  44.9  

/ /  
10 万人未満の都市 8.7  9.3 21. 7 41. 2  

平 均 19. 9 31. 0  32. 5 53. 7 



3. 下水処理の方法

下水は雨水と汚水に分類されるが，汚水は更

に家庭汚水と工場廃水 IC分類される。家庭汚水

は日常生活の不用品で水洗便所からのし尿をも

含み種々の細菌を含有して衛生上扱いが安全で

なければならない し， 工場廃水は業種によって

水質が千差万別で，酸，アJ レカリやシアン等の

毒物も含み，その処分の如何によっては重大な

社会問題になりかねない。 ζ れに反して雨水はそれ自体は清浄な もので

あるので低地に侵水を起さないよ うに排除する乙とが根本問題である c

乙の性格の5臭毛つたた. 汚水と雨水を別 Iにζ 排除する方が合理的な場合と一絡

』にζ 排除するのが合理的な場合とがある。一般に分流式と合流式といっ て

いるが，地勢の条件で左右され，合流式によっている所が多い。分流式

の場合汚水は汚水管を通して処理場で処理 して放流し ，雨水は道路の側

溝から関渠か暗渠によって近くの河川へそのまま放流するので，土地が

高く河川の近い所では甚だ経済的であるが，大阪市の如く 9096以上の土

地がポンプ排水しなければならない所では不経済である。

合流式の場合，日平均汚水量の 2 - 3 倍を処理できるようにしている

が，乙 れは雨天の場合，初期の雨水は汚水と混合して汚染されているの

でそれを処理するためであるが，放流河川の水質の利用状況から高度の

汚染防止が必要な場合には十分でない。河川汚濁防止の点からは分流式

下水道の方が理想である。

下水排水管は雨水量より定まってくるので，非常に大きなものとなっ

てくる。遮集区域が大になると ，幹線は小河川の役目と変わらず，大阪

でも 7 m幅程の暗渠工事が必要となっている 。その点他の地下埋設管よ

り掘さくの深さも深く ，工事費も高価で工事も 困難な場合が多い。急速

に都市化し た市街地では道路も昔のままであるので，下水管敷設が著し

く困難である。

下水処理は下水を無害な状態 lとして後に累を残さない乙とがその 目的

で，周囲の環境衛生，放流先河川の利用状況によりどの程度に処理する

か定めらるべきものであると思われるが，現在経済上，技術上，また既

l ζ 述べた如く下水処理の普及の低さからそ ζ までに到っていない。

現在，下水処理の方法として，大別して機械的処理と生物学的処理が

あり，乙れを簡易処理と高級処理，あるいは l 次処理と 2 次処理と呼ん

でいる。機械的処理とは，単IC重力により沈澱分離 して下水中のi汚泥を

分離するもので，4096程除去しうるに過ぎない。生物学的処理とは，機

械的処理したものを更に微生物の酸化作用によって除去効率をあげるも

ので，現在活性汚泥法と散水i f ' 床法の二通 りが行なわれているが除去効

率は85- 95%位である。

現在簡易処理と高級処理の基準として B. O . D がそれそ

2却O以下と している。

最近わが国のみならず世界各国において公共水域の水質保全の問題が

きびしく取り上げられるようになったが，今まで欧州諸国では沈澱処理

が多く ，新 ・増設に対して最近高級処理を行なっている状況である。ド

イツにおいても 1961年から新設の下水処理場はすべて高級処理するよう

に法定しており ，イギリスのテ ームズ川下流も簡易処理場の放流水がテ

ームズ川の汚濁の大半の原因であるとされ，その高級処理化をはかつて

いる が，現在その混合水を放流して B . O. Dにして60程である。わが国

においても水質規制か ら重要な河川においては放流水を B . O.  D20以下

として高級処理が要求される方向にある。

一般に上水源と しての・河川水の水質は B . O.  D 5 以下，都市環境上の

河川の水質は ，B.  O .  D10以下とされているので，下水処理場からの放

流水はそれが河川の自然流水によって稀釈され自浄作用もされる前提に

たっているが，河川の自然流量の少い河川では今後も問題が残る乙とと

なる。

工場排水は種々雑多な成分を有しているが，公共下水処理で家庭汚水

とともに処理する乙とを原則としている。個々の企業が排水処理をすれ

ば，その建設費も高価につき ，その運転の維持管理費も多額で，良好な

運転が困難であると思われるので，公共下水道ができた場合には，それ

に接続 しなければならないと法定している 。家庭汚水と逢って酸やシ ア

ン，池等下水管を腐蝕し ，また下水処理場の運転に支障を来すものが含

まれる場合もあるので，除害施設を設置してそれらを除去して後公共下

水道に排水し処理する乙ととしている。

下水処理場によって処理された水は処理場から放流されるが，沈澱し

た下水汚泥の処理が後 fC残された厄介な問題である。普通消化槽によっ

て腐敗さし，その後脱水機K よって脱水 して処分 しているが，乙 の畳が

大阪市の場合であると ， 下水処理場が全部完成 したときには l 日 1，000

屯と推定され，現在大阪市で収集しているゴミ処理の日畳% に当るもの

である。汚泥の最終処理方法としては海中投棄，埋立，施肥，焼却等の

方法が行なわれているが，何らかの形で利用されて処分するのが望まし

いことは論をまたないが，今後 [ζ 残された問題である。

4. 流 域 下 水 道

元来，下水事業は，都市内の環境衛生の改善 lζ 資するもの として市町

村の仕事とされ，低率の国庫補助を受けて行なわれてきたものであるが，

他の公共施設と異り ，その維持管理も重要で，また費用のかさむもので

あり，都市によっては建設費の財務、に受益者負担金を徴収するなり ，維

持管理費には使用料を徴収して利用者に負担さ しているが，都市の財政

[ζ は過重な負担となっている。その上下水処理の目的が広域的な公共水

域の水質保全が第ーとなりつつある現在，隣接する都市が個々に下水処

理を行うより ，一つの河川流域に存在する多数の市町村が流域単位に共

同で下水処理を行う方が河川の水質保全上，財政上も得策である。

乙うした観点から最近流域下水道として広域的な下水処理を行う気運
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にあり ，本年度からは府県においてその建設事業を行なうととになっ

た。そ の詳細は未だ明確に定まっていないが，幹線と下水処理場を流域

下水道と して行ない ，国費1J2. 府県 't'l%. 市町村% の負担であるが支線

は在来週り市町村の下水事業とし て行なうものであ る。

欧米においても ，大都市を 中心と する広域的な下水処理や流域の市町

村と工場等が特別の組織を作 って流域下水処理を行なっていると 乙ろが

多い。なかでもシカコA 市を始めとして 115市町村の下水処理を行なって

いる シカゴ衛生区や ドイツ のJ レール地方の ，工場や市町村を組合員とし

た 7 つの流域下水組合は有名で・ある。

5. 水 洗 処 理

わが国の下水道の整備には都市における行きづまったし尿処理の問題

を，水洗便所の普及によって解決しようとする目的を含んでいる。 長い

年代にわたり肥料として使用されてきたし尿が，戦後の化学肥料の安価

普及によって 乙れを衛生的に他に処分 しなければならなくなり ，し尿処

理施設を急造する必要が生じたが，下水道の普及によってすべて水洗便

所に切りかえ，下水処理場において処理するのがもっ とも衛生的な根本

的解決である。特別清掃地域内のし尿処分の最終処分の分類は4 年度の

厚生白書によると次の如くである。

(:し下をホ尿全水ー処む道J レ理投マ施入ン設)  農 村

を含む 還 元

海 洋 水( し洗尿器便所)  

投 棄 等 糟 を 自家処分

35年 Ｑ ＷＮＲ ｾ ぢ 24.396 32. 996 12.  Ｑ ｾ ぢ 13.596 

40年 40.3 5.7 27. 5 14.8 11. 7  

大阪市におけるくみとりし尿の& 終処分の状況は下記の通りである。

下水流注 民地還元 海洋投棄 消化槽処理

35年 84. 1 8.6  7.3 0  

40年 83. 3 3.3 0  13.4 

大阪市内における水洗便所の普及は . 43年 4 月推定戸数約70万戸の内

水洗戸数は21万 7 千戸で3196である。乙乙で下水流注というのは汲取り

し尿を下水のマンホール IL投入して処理場で処理するもので，消化槽処

理とは下水処理場の汚泥消化槽lζ 直接投入するもので，水洗便所のし尿

が下水管を流出してくるかわりに ，バキュ ーム車によって運搬されてく

るものである。下水道が整備されて も水洗便所に切りかわらないと ，下

水道の投資効果 も薄くまたし尿収集作業も困難である ので，水洗便所に

切りかえる助成策として貸付金，助成金を交付していると ζ ろが多い。

6. 今 後 の 課 題

下水道の整備はすで1ζ 述べた如く ，甚だしく遅れているのでその普及

を促進するのが最大の急務である乙とは論をまたないが，都市の人口の

集中はますます増大し ，市街地面積が急増し，市民の生活水準の向上は

使用水誌の増大につながり ，快適な都市生活に適応する下水道の整備は

ー庖緊急を要するものとして続けられねばならない。

しかし都市の財政が甚だ苦しい今日 ，国政の大幅な投入や利用者であ

る市民の協力等によらねば円滑な事業の推進は困難でt ある。過去数年の

国の公共投資をみても治山治水に2096前後道路整備45- 48961ζ 対して下

水道に対する投資は 1 - 2 961(.過ぎない。道路投資の先行は後の下水工
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事による掘り起 しを招き ，交通事情等の要因もからんで下水事業を更に

高価なものと している。

大都市周辺の河川の汚濁についてはすでに述べた如くであるが，水資

源の確保とか，環境衛生思想の向上により更に都市の河川を清浄に保つ

ように要求されるのに対 し， 従来の沈澱処理が高級処理でなければなら

ないようになってきているのが現時点であるが，更に処理効率を高める

ため 3 次処理の必要も出てくると恩われる 。現在の処理法について迩転

方法とか構造等について研究され改造されて経済性，あるい は効率をあ

げているが，根本的な処理法の変革は望めそうもなく ，二次処理した処

理水を更に 3 次処理するという方向にあるが，アメリカのタホ ー湖でt小

規模の処理場であるが，湖水の水質を守るため活性炭素による 3 次処理

を行なっている。

合流式下水道では，雨天時の初期放流水に問題があるが，英国では現

在平均汚水量の 6 倍まで沈澱放流している 。雨水沈澱池も将来必要にな

ってくるもの と恩われる。下水処現場が完備 して都市内がすべて下水処

理区域に入る場合には都市生活の様式も異ったも のが出てくると思われ

る。

その l つは現在区域外で・は水洗便所にするにはし尿浄化槽を設けなけ

ればならないという規定や区域内では; 新築のもの は水洗便所にしなけれ

ばならないという規定があるが，全部処理区域となったときには ， くみ

とり便所を造つてはならないという乙とになるであろう。

その 2 は台所のごみの処分である。現在普通の ζ みとともに収集して

処分 しており，下水道とは関係ない ものであるが，市内に下水道が完成

したときには ，台所で粉砕機にかけて水とー絡に下水道に排出してしま

うととになるものと思われる。台所の水洗化と もいえるかも知れない。

現在では市内でまだ処理場ーまでつながっている家庭が少いため ，粉砕機

の使用を許可する と，処理場につながっていない家庭のどみはそのまま

河川へ流出してしまい，河川の汚染 1(. 拍車をかける乙ととなる。水洗便

所も同様であるが，水洗便所の場合は水洗工事人等の指導によって処理

区域外か内か区別 しうるが，粉砕機の場合は製品を各人が購入して取り

つければよいので，区域外の発見が困難であるので現在では使用を許し

ていない。アメリカでは下水処理が完全な所では粉砕機を使用している

が，ニュ ー ヨークのように不完全な所では許可 していない。

下水，し尿，台所のどみまでがすべて下水処理場に流れてきて処理す

るときには ，処理した後の汚泥の処分が先にも述べた如く ，ま乙とに厄

介な問題となる。 下水の処理効果をあげるのが時代の欲求であるが，放

流水が澄むというととは逆IL 分離した汚泥盃が増えるという乙と であ

る。下水の処理水が工業用水道等に利用されて転換されるように， 分離

した汚泥が肥料等に利用されるのが理想と思えるが，非常に大量である

ため，ニュ ー ヨーク ，ロ ンドン ，ハンフツレグ等の大都市では2. 0∞t ほど

の紛で 30- 1∞kmほどの海中に投棄している。わが国の都市では今後研

究して解決しなければならない重要な問題であ る。

( くりばやしかすがね : 大阪市下水道本部辿設部長〕
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すべての市民が快適で文化的な生活を営めるためには，家庭，地域社

会ひいては市全体の生活環境を清潔で健康的なものにし ，きれいで住み

よい都市の実現をはかる必要がある 。

どみ処理事業は市民の日常生活lζ 直結し清潔で住みよい生活環境の整

備と健康で文化的な生活の確保のために，一日もゆるがせにできない業

務であり ，都市行政の根幹として，きわめて重要な役割をもつものであ

る。にもかかわらず，従来と もすれば社会から忘れられがちで，日陰も

ののように取扱われてきた。乙れが著しい立ち遅れの原因となっていた

が，最近ようやく全国的 lζ 生活環境の整備が叫ばれるようになり，各都

市とも事業の改善に取り組むようになった。

本市では，技術面の改良と施設 ・機材の整備増強 lζ 努めてきたが，未

だ整備過程の段階で，今後いろいろな問題を解決していかなければなら

ない。一日も早く市民に満足していただけるよう ，さらに一層事業の改

善整備に努め，少くとも昭和45年の万国博までに，ごみの衛生的能率的

な処理体制の実現をはかる考えである。

以下lζ 現状の問題点と将来計画の概要について述べる乙とにする。

現 状

1.  排じん量の急増

近年日本の経済は目ざま しい成長発展を とげ，乙れにともなって市民

の生活水準も逐年着実に向上しつつあるが，その反面，経済活動や市民

生活の廃物が激増しており ，本市では昭和42年度のごみ処理日畳は2，8∞

トンにのぼり ，本年度は3，055 トン前後lζ 達する もの と見込まれる。

まず，どみの処理呈と人口の関係を分析してみると 図一 1のようにな
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る。戦前から i談後の昭和30年頃までは，両者はほぼ平行線を描きつつ増

減してきたが，神武以来の好景気の年といわれた31年頃を境にして上向

きの曲線に変わり ，35年以降は人口増加率の鈍化と相まって，はさみ状

を描きつつ，人口の変動傾向とますますかけ離れるにいたっている。

さらに，常住人口 l 人当り排出日畳の推移をみても，最近のごみの急

増ぶりが理解できる。( 表一 1)  

表- 1 市民 1人当りごみ排出量の推移

年 度 |排出日琵 | 指 数 年 度 |排出日置 | 指 数

昭 3 0  330 g /人 100 昭 3 7  488g /人 148 

11 3  1  338 102 /ノ 3 8  532 161  

ノノ 3  2  370  112 11 3  9  581  176 

11 3  3  372 113  ノノ 4  0  637 193 

11 3  4  383 116  グ 4 1  717 217 

11 3  5  385 117 

グ 4 2  

759 230  

( 実績見込)

11 3  6  466 141  

グ 4 3  

815  247 

(計 画)

2. ごみの組成の変化

上 lζ 見たように，どみの排出量は急激に増加しつつあるが，さらにど

みの組成 lζ も質的な変化が見られる。

表- 2からわかるように，野菜くずや残飯 ・魚の骨など台所のどみと

紙類などの燃えやすいどみが年々増加しつつある乙とは，録近の市民生

活における消費水準の向上を反映して，どみが良質化しつつある乙とを

示している。特ｾ｣，包装紙やダイ レ クトメ ー ノレ類が増加すると ， どみ は

燃えやすくなる反面，かさ高くなり( 比重の低下〉 自動車の積載量の低

下を招く原因 となる 。

また，上記の理由により 表- 3のζ とくどみ質の良化と相まって発熱

量も年々増加の傾向をたどっている 。

3. 終末処分の窮状

ごみを衛生的1 c 処分するには，焼却処分によらなければならない。本

市では，昭和34年 8 月に大正工場が完成したのを皮切り陀，焼却施設緊

急整備計画を立てて，焼却工場の開発 と建設に努めた結果，38年 1月に

わが国最初の国産後械炉工場である住吉工場がしゅん工し ，続いて40年

6 月にスイスのフォン ・ロール社から技術導入した西淀工場が， 9 月に

城東工場，さらに41年 6 月には八尾工場が相次いでa しゅん工した。なか

でも西淀工場は無煙，無臭の完全焼却を行ない，工場内作業はすべて機

械化され，かつ焼却の余熱で発電するという従来の焼却工場の概念を打

破する画期的な施設で，わが国の焼却技術の水準向上に重要な役目を果

した世界的にも高度な機械工場である。

とζ ろで，とのように次々と新鋭の機械炉工場がしゅん工稼動したに

もかかわらず，本市の焼却能力はどみの急激な伸びに追いつかず，各工

場とも 24時間作業( 大正工場のみ 2 交替作業) によってようやく 42年度

可燃じん芥 日置 2，565 トンの 707ぢ程度を焼却できるだけで，全畳焼却に

はおよ lぎない。

残余は表- 41r . 示すどとく ，埋立処分によっているが，現在では市域

の内外ともに埋立処分地の設が非常I L . 困難で，やむを得ず南港の臨海工

業地帯 [ζ 処分地を造成している。
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表- 2 ご み の 組 成 の 変 化

区 分

台 所 の ご み

植 物 性 の も の

パ ン く ず ・残 飯

動 物 性 の も の

貝

卵

カま

カ三

り

り

燃 え や す い ど み

わ り 類

草 ・落 葉 ・茶 が ら

紙 類

織 維 類

木 竹 類

燃 料 く ず

皮 草 類

プラスチック ・ビニー J レ

コ ム 類

不 燃 物

土 砂

金 !語

ガ ラ ス ・陶 器 ・石

雑 物

( 注〉 数字は ，風乾後の重量百分比を示す

表- 3 ごみの成分および発熱量の変化

区 分

水 分 ( 96)

灰分ＨタｾＩ

可 燃 分 ( % )

低 位 発 熱 量 (K cal/kg)

| 昭33 1  aB34 1 昭35 1 昭36 1 昭38 1 昭39 1 昭40 r品 川 昭42

1  8. 7利11 例 10. 1961 10. 3961  12. 0961  16. 2961  17 例 22 例 12 脳

6. 1  7. 8  I  6.7 6. 7  7. 8 I  3. 6 I  10. 8 I  11. 4  7.8 

0. 3  0. 7  I  0. 7 0. 7  0. 9 I  1. 7  2. 0  I  6. 4 I  0. 9 

0. 9 

0. 8 

!ti 

2. 5 

1. 2  

18. 9  

士山司王国司王f

f lf 14 1叫 す けlf l4 i

fl!?lt 11 E1i 昨日li |
0. 6 I  0.6 I  0. 8  1. 7  0.2 I  0. 3  0. 2 0. 2  0. 3 

0.4 I  0.5 I  0. 9 0. 3 0. 2  I  0. 1 0.2 0. 2 0. 7 

;; 日l f lf lf lf lf lf lf

24. 4 I  17. 1 I  13. 7  I  12.3 7.3 I  6. 7 5. 6 6. 4 I  4.7 

2. 2 I  2. 5  I  2. 3  3. 2 6. 5 I  5. 1  3. 1  3. 5 I  5.5 

14.1 1 16. 8 1 17. 6  1 16. 4 1 10. 0 1 16. 1 I  15. 5 I  10.1 1 25. 5 

16. 4  9. 5  I  5. 8 5. 6 I  4.2 

昭33 昭34 昭35 昭36 昭38

5. 3 3. 5  

昭39

7. 4  I  4. 3  

昭40 昭41

48. 0  

17. 6 

34. 4  

1. 372 

注 : 低位発熱量とは ，水分を含む生じん芥の発熱量を指す

表- 4 ごみ終末処理状況の推移

年 度 総 処 理 詰 : 焼 却 埋 立 払 下 げ

昭 2 5  225，954  t  100;; ぢ 45，036 t  19 例 日8，275 t  I 70 泌 払 ｾ Ｑ ＱＰ 悩

/ 1  3  0  306，963 100 44，640 14.5 227，223 75. 1  35， 100 I  11. 4  

11 3  5  423，586 100 217，422 51. 4  197，289 46.6 8，875  2. 0 

11 3  6  521. 594 100 203，954  39.1 315，478 60. 5 2，162 0. 4 

グ 3 7  555，418 100 199，600 36. 0  352，368 63. 4  3，450  0. 6 

11 3  8  609，909 100 259，724 42. 6 348，970 57. 2 1. 215 0. 2 

11 3  9  668，727 100 290，398 43.4  377， 198  56. 4  L  131  0. 2  

11 4  0  764，783 100 322，241  42. 2 442，301  57.8 241  

11  4  1  819，694 100 412，947 50. 4 406，454 49.6 293 

( 実績H 見4込2〉
862，053 100 512，070  59. 4  349，983 40. 6 

n ll1t1I1IIUtl1 l l1 l l1l1l l1 l l1l1l1l1 l llll ll l1l1 l t1t1l1 ll l lll l1l1l ll lll lltll l llllll11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I II II IIIII IIll 111111111111n 

52  



111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIII II IIII1111111111111111111111111111tl l l tl lllll l ll lll llll 1. 

表- 5 直営収集の自動車収集転換状況

年

自 勤 車 収 集

肩 引 車 収 集 メ」入a  
計

普 通 自 動 車 特 殊 架 装 車 計

昭 3 2  29，873 t  !  11. 696 1， 073 t  0. 496  30，946 t  12.0%  227，403 t  :  88. 096  258，349 t  1005ぢ

グ 3 3  34，744 13. 7  16，394  6. 4 51， 138 20. 1 202，831  79. 9 253，969  100 

μ 3  4  60，247  22. 9  22，199 8. 4 82，446 31. 3  180，553 68.  7  262，999 100 

11 3  5  77， 073 28. 3 23，972 8. 7 101， 045 37.0 171， 744 63. 0 272，789 100 

グ 3 6  91， 138 33.8  19，556 7. 3 110，694 41. 1  158，647  58. 9 269，341  100 

11 3  7  118，882 42. 3  20，230  7. 2 139，111 49.5  142，007 50. 5 281， 118 100 

グ 3 8  197，041  62. 4  21， 203  6. 7 218，244 69. 1 97，593 30. 9 315，837 100 

グ 3 9  224，050 68. 7 26，340  8.1 250，390  76. 8 75，441 23. 2  325，831  100 

グ 4 0  251，596 70.  7  35，373 10. 0  286，969 80.  7  68，696 19. 3  355，665  100 

が 4 1  195，799 53. 3 135，490  36.9  331， 289  90. 2 35，854 9. 8  367，143 100 

11 4  2  177， 551  44. 2 198，038 49. 3 375，589 93. 5 26，111  6. 5  401，700  100 

( 注) 昭和42年度は実績見込を示す

表- 6 ご み 終 末 処 分 計 画

じとと

43 45 47 

前 半 | 後 半

44 

前 半 | 後 半

ｾ Ｖ＠

前 半 | 後 半

要 処 理 日 量 3，055 3，290  3，535 3，760 3，970 

処分内

焼 1if J  1， 890  

(2， 790)  

2，790 3，390  

(3，590)  (3，990)  

2，780 3，200 3，580  3，580  

訳
埋 立 1， 165 275  500  545 I  335 370  390 390  

( 注 ) ( ) 門数字は焼却能力を示す

表- 7 焼 却 工 場 整 備 状 況

工 場 名 建 設 期 間 規 模 焼計 却 日 画量 備 考ー

大 正 工 場 昭和 33 - 34 年度 200t /  8h炉 340  t  34年 8 月完成

住 吉 工 場 昭和 36 - 37 年度 150t /24h炉 3 基 350 38年 1 月 μ

西 淀 工 場 昭和 37 - 40 年度 200t/24h炉 2 基 400 40年 6 月 グ

城 東 工 場 昭和 38 - 40 年度 150t /24h炉 4 基 450  40年 9 月 ρ

八 尾 工 場 昭和 39 - 41 年度 150t/24h炉 4 基 350  41年 6 月 H

森 之 宮 工 場 昭和 40 - 43 年度 300t / 24h炉 3 基 900 43年10月完成予定

東 住 吉 工 場 昭和 43 - 45 年度 200t/24h炉 3 基 600  

新 設 工 場 昭和 45 - 46 年度 200t/24h炉 3 基 600 

表- 8 埋 立 処 分 地 造 成 計 画

名 不令 埋 立 面 積 昭 4 2 日El 4 3 昭 4 4 昭 4 5 8El 4 6  

矢
居へ

田T 179，970m

2  

南 i巷 203，590m

2  

表 9 各 戸 収 集 機 材 整 備 計 画

エ 訂ト ー とJ 目 黒謀者25 1葉桜25 1頼者報 |果謀者25 l 果関誌 |票協議

大 型 ト ラ ッ ク

中 型 パ ッ カ ー 22 17 40  40  40  40  

中 型 四 輪 車 10 
。

小 型 パ ー ノ カ ー 200 269  481  537  593 639  

す 裂

f 輪 斗

200 181  

モ ー ト ラ ッ ク
。

5  140 140  140  140  

(注〉 昭和43年度末で大口受託用トラックを除き各戸収集車はすべてパ ッカー車 lζ 切換える計画である。
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4. 収集輸送作業

収集輸送作業の機械化は，肩引車収集を自動車収集に転換するととに

よって進めている。従来，一旦肩引車で収集したどみを自動車かじん芥

船に積み換えて処分地へ級入していたのを，昭和32年度以降表- 5 に示

すどとく ，直営収集分については中小型有蓋ダンプ車と特殊架装車( オ

ート パッカ ー) を購入して断次自動車! とよる直接収集K 切り換えてき

た。現在93. 596の直接収集率を達成しているが，都市構造上，一部地区

ではまだ周引車収集を余儀なくされている。機械化がある程度達成でき

た現在，パッカーを購入増車して収集作業の衛生化をはかる乙とが今後

の課題である。

将 来 計 画

1. 終末処分体制の確立

(1) 焼却炉の整備

昭和43年度末には不燃物を除く可燃性とみの全盃焼却ができる体制を

確立するため 表- 6 の終末処分計画を立て， 焼却工場の建設を促進す

る。 41年10月に着工した森之宮工場は43年10月から稼動する予定である

ので本格稼動の44年 l 月から全日焼却が可能になるが，その後の排じん

品の増加に対処するため，さらに4 3年度 lζ 東住吉工場の建設に着工 し，

引続き新設工場の建設を表- 7のどとく計画 してい る。なお，森之宮工

場を含め今後の焼却工場 [ζ は家具ーなどの大型可燃 ζ みを破砕する粉砕機

を設置して焼却体制の万全を期する計画である。

(2)  埋立処分地の確保

全沼焼却体制確立過程において，焼却] できないどみは埋立処分しなけ

ればならないし ，確立後も不燃物，焼却残さい，および瓦季大掃除 K 臨

時的 IC出される大訟の廃棄物，さらに非常災害どきにそなえて長期にわ

たって使用できる大規模な埋立処分地を確保しなければならない。

本市の場合表- 8にみるような埋立処分地を造成しておるが，あくま

でも漸定的措置であって，都市再開発lとともなって排出される廃棄物の

処理易もあわせて大規模な処分地を造成する必要がある。しかしながら

立地条件上海岸埋立以外 lζ 妙案がなく ，その造成工事{ζ 巨額の費用がか

さむので，その財源の調達が今後の課題である。

(3)  圧縮梱包装置

上記のと とく，埋立処分地の必要を述べたが，あわせて耐久消費材，

産業廃棄物などもそのままの形で埋立処分するとと は必 ず しも適当でな

い。かさばる乙とと ，] l l i 立による公害が問題である。

そ乙で，ガーベジ ・プロセス ・プラン トという名称で最近しきりと P

R されている圧縮刷包装置は ，発案者のいい分通りとすれば，公害のjij

からも経済的にも理想的な埋立法といわなければならない。

本市としても積極的にとり くむ考えであるが，圧縮後の組成の変化に

ついて科学的な狼拠がなく ，特 [ζ 水中での変化について，市立衛生研究

所に依頼をして調査研究中であり ，確信を得しだい実施したいと考えて

いる。

2. 収集輸送体制の整備

前述のとおり ，現在中小型有蓋車とバッカ ーにより 93. 596の直接収集

率を達成しているが，今後表- 9のごとくパッカ ーを大幅に購入増車す

るとともに，日引率 {ζ かわる超小型収集車の開発 lζ 努力して， 収集作業

の衛生化率を高めていく 。
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そ乙で本市としては，機材の整備! と努めつつ，可能な地区から，市民

の協力を得て道路脇までポリ容器を持ちだしてもらい，いわゆるステ ー

ション方式による定日定時収集の実現をはかる考えである。

3. 町の美化の推進

(1) 不法投棄対策

本市では，現在ダンプ車 9 台，小型自動車 9 台，シ ョベルローダ- 2

台，作業巡視車 3 台でどみの臨時搬出用 として清掃機動隊を編成し てい

るが，もっぱら心なき不法投棄の土砂 ・がれきの除去作業K 追われてい

る実情である。

乙れは市民や中小の土建業者は処分地を持たないのも原因の一つだが

越本的 [ζ は公衆道徳意識の向上によって当然減少するはずである。そ乙

で本市では南港処分地の一部に無料の専用処分地を設定しており，今後

も設置する考えであるが，さらに清掃機動隊はより投棄物の早期ー婦に

努める一方，不法投棄防止の P Rと欝察の協力を得て取締りの強化を計

る方針 である。

(2)  ごみ容器の整備

0 コンク リート どみ箱の撤去

いかに収集機材を整備し でも ，とみ容器，作業員，自動車が一体とな

って有機的な作業を行なうのでなければ能率はあがらない。その芯味で

は，コンクリ ー ト製のどみ箱は作業能率を阻害するのみならず，ま乙と

lζ 非衛生的で，適当でない。そ乙で本市では市民の協力を得て万国博開

催までにコンクリ ート 製とみ袋、lの撤去述動を展開する。

o街頭ごみ容量とすいがら入れの増設

道路のよどれを防止するために，万国博までに街頭ごみ容量12，∞0 コ

すいがら入れ3，0∞コ を設置して街路の美化K 努める方針である。

(3)  道路清掃作業の改善

日引車と人力 lζ たよ っている道路清掃作業を改善するため，ロード ・

スイ ーパーなどの機械カを導入しつつあるが，今後さらに全面的に増強

して，作業の能率化をはかる方針である。

(4)  P Rの強化

たとえば，定日定時収集実現のためには市民のポリ容器持出しが前提

となるし ，臨時的にでるとみについてはその都度収集する乙とによって

大掃除の作業難も解決するであろうし ，また市民の公衆道徳が向上すれ

ば不法投棄も減少 し街は美 しく なろう 。そのために ζ そ，市民の理解と

協力を得るための P Rが必要である。

そ乙で当局では，従来 lζ も増して，市民 lζ 対する啓蒙宣伝を強力に推

進するため ， 機会あるどとにテレビや新聞を利用し ， 宣伝ピラを配布

し，婦人団体や地元関係者との会合をもって，清掃事業 lζ 対する理解と

協力を求めるつもりである

む す び

新鋭の焼却場を建設し ，大規i伎な1. : 11立処分地を造成し ，さらに機械を

整備するには巨額の資金を必要とし，その財源をいかに して確保するか

は困難な問題である。

しかし ，万国博が目前に迫った現在，一刻の猶余もならない。清潔で

住みよい町づくり は，資金を投入するだけでは達成できない。市民の理

解と協力があって初めて清掃事業の円滑な運営が可能になる。そのため

のP Rにも一層力を入れていきたい。 ( あづませいじ大阪市消締局施投謀長)



団地における電気供給設備の美化 長 同 寿 一 郎

1 . ま え が き

わが国における配電方式は従来から架空配屯方式を主体に発展して き

た。とのことは，地中記電方式が架空方式IC比して，初期建設費で約10

倍を要すると いうととも あるが，問題は都市構造が半永久的なものとし

て完成された形に成り立っていなかったという乙とである。すなわち ，

流動する需要に速応していくためには，架空方式による電力供給設備と

するのがもっとも妥当と考えられるわけで，従って前記のとおり 架空主

体の配電方式を採用して きたのである。

一方，近年都市周辺地域において，住宅団地が次々と建設されている

ほか，繊維団地，金物団地とい ったいわゆる企業団地の建設も進められ

ている。乙れら団地は， すべて恒久的な都市形態と して 建設されてお

り，建設者側からはそ ζ における電力供給設備を地中化してほしいとい

う要求が出される場合が多くなって きた。

半永久的な美しい街づくりがなされる場合，電力供給設備に対しても

美観を要求されるのは非常にもっ ともな ζ とであるが，それが地中化と

いうかたちを とって，視界から電力施設を除いて しまおう とするのはき

わめて不経済であると同時に，逆説的な表現をするならば不合理でもあ

ろう。なぜならば，ある場所に立派な建造物や道路な どができたとき ，

人々はそれを美しいと感ずる ζ とができるが， それと同様に電力供給設

備にも美観という一つの積極的な使命をもたせようと考える乙と もでき

るであろうか ら。

そこまで泣力施設を美化する乙と が可能か否かは ともかくと して，地

中化lζ 伴う設備工事政の増大は，電力原価の上昇につながるので，諸物

価への影響，国家経済の安定のために ，できるだけ架空方式を堅持する

ζ とが望ましい。また，わが国のような地震国では欧米先進諸都市のよ

うに全面的に地中化する乙とは万ーの災害に対して非常に大きな問題を

惹き起す恐れもあり乙のため電気事業者は架空配電設備による美的で経

済的かっ信頼度の高い設備を開発し ，乙れらの社会的要求に応じるよう

努力 している。また今後とも ，より 美しいもの，より信頼度の高いもの

を求めて研究を続けなければならないが，乙乙では現在までに行なって

きた設備美化の実情を紹介 して，大方のご批評とど批判を期待するもの

である。

2. 電 力 供 給 設 備

ζ とで設備美化の対象として考えているも のは，配電用変電所を出た

普通高圧 (通常;6.6 KV ) 配屯線以下の 諸設備で，支持物，電線，変圧

器，開閉器，なと‘ か らなっており ，どく一般的な設備の- { 9 I jを挙げると

第 1 図，第 2 図のとおりである。

3. 設備美化に対する基本的な考え方

前図に見られるような現在の配電設備を，どのように美化していくの

が適当であ るのかを，とくに団地における場合について考えてみよう。

(1) 支 持 物

配m設備のなかでもっとも大きな要素は支持物である。

支持物の美化については次の 3点を考慮するべきであろう。

. 街灯との共用を含めた形状。

・アームの減少，できればなくする乙と 0

. 色彩。

団地，公園等では一般に街灯を必要とする場合が多く ，乙れを配電柱

と共用にする乙とによって，相互の美化をはかるべきであろう。また支

持物 IC取りつけられたア ームが外観を損なわせる大 きな要因とも考えら

れる( 第 1図参照) ので乙れをできればなく してしまいたい。さらに周

囲の環境と調和 した色彩を選ばなければならない。

その他技術的な問題としては，角度柱，引留柱における支線等の取付

けを行なわないために ，引張り荷量を負担する乙とのできる耐張形の支

持物を製作する必要がある。
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第 3 図 街灯共用柱 第 4 図 街 灯共 用柱 ( 引止め柱)
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第 1図 従来の一般的な例 第 2 図 一般的な例
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(2) 電 線

電線は支持物聞に架渉されるものと ， 同一支持物において立ち上が

り，立ち下がりするものとに分けられるが，乙れらについては次の 2 点

を配慮しなければなら ない。

・空間占用面積の縮少

- 色彩

包線は一般に視覚的Iζ も線として受けとられるが，さきに述べた架渉

線と立ち上がり線等とは. 直角方向 IC交文するため，空間を面的 lζ 占用

すると とになり ，美観上好ましくない。そのため立ち上がり線等を支持

物柱体内部を通す乙とによって，函的占用を排除しようと考えている。

さらに架渉線についても電線間隔をできる限り縮小するために，スペー

サ電線等の使用が望ま しい。また色彩については，空の色や周囲の木立

ち等と調和をとった，スカイブルーかソフトグリ ーン系統のものが適当

であろう。

(3)  変圧器，開閉器等

変圧器，開閉器等のいわゆる機器類の設置方法としては，

. 支持物柱上 lζ 装架する。

・支持物柱体内 IC収納する 0

. 地上に設置する。

・機器を半地下式とし ，支持物の下部に設置する。

というものが考えられるが，柱上』ζ 装架する場合は織器本体の小形化，

美化の他lζ 立ち上がり線などの関係も含めて考慮する必要があり ，柱体

内に収納するには機器本体の小型化を根本的なかたちで= 行なう必要があ

り，未だ実用化しうる形で製作されていない。したがって後二者の地上

設置または半地下方式が有力である。とくに変圧器，開閉器その他附属

装置を内蔵した地上設置配m箱をパッドマウント変圧器と称して広く用

いられている。

4. 住 宅 団 地 に おける美化設備の一 例

配m設備の美化を行なった一例として，千里ニュータウンにおける外

観改良工事を紹介する乙ととしたい。

千里ニュ ータウンは大阪府企業局が昭和36年から 6 カ年聞に面積約

430万坪の土地を造成し ，ζ 乙(ζ 戸数約 35，α) ( ) 戸のw- のニュ ータウンを

建設する乙とを回途 {ζ 工事が進められ，現在その大半を完了し人口 8 万

人を超える都市となっている 。

(1) 支 持 物

支持物は第 3 図，第 4 図のとおり ，街路灯との共用柱として鋼管柱を用

い，引留柱には支線をと らずに鋼管柱内部に弁型を補強した耐張引留柱

を用い，色は周囲の建物との調和を考え，明るいシルバーグレイとした。

(2) 電 線

電線には空の色との調和を考え，スカイブルーに着色したエチレンプ

ロピレンラパー ( E P R) 絶縁のアルミ線を用い ， 3 線中の 1線を鏑心

アルミ宿線( A C  S  R ) としてとれをメッセンジャーワイヤー兼用とし，

他の硬ア J レミ線 2 線には強力をかけないかたちでスペーサで吊架する方

式を用いた。( 第 5 図参照)

(3)  変圧器，開閉器等

変圧器はすべて柱上から 取り除き，柱の基礎 lζ 入れる半地下方式と ，

ノマッドマウント変圧器方式を採用した。

半地下方式は支持物の基礎を少し大きくして，乙れを変圧器室兼基礎

としたものである。( 第 6 図，第 7 図参照)

ノマッドマウント変圧器は第 B 図，第 9 図のとおりで，定引込用油入開

閉器 2 台と変圧器 2 台( 単相50K V Aと単相 1 0 K V A) ，および変圧器

の保護装置を内蔵している。

5. ま と め

以上千里ニュ ータウンで実施した外観改良工事を主体に団地における

配電設備の美化について述べてきたが，よく装備された，美しい環境の

もとで快適な日常生活を営みたいという欲求は，誰しも抱いているもの

であり，また常 lζ 白から努力 している乙とでもある。

そのため，都市周辺地域に造成されつつある団地，あるいは人々にう

るお いを与える公園等の地域に対する美的要求は，今後一屈強くなると

とであろう。

fE力供給に必要な配電設備は，見る人 K 異和観を与えるものであって

はならないととはもちろん，乙れら地域の環境 lζ 適合した美観的な設備

としなけ れば江らないうえに経済性の問題も看過する乙とはできない。

乙のためには機能美，単純美という大目的を前提に

・屯線や機器の空聞に占める面積を少なくする乙 と。

・支持物，電線，機器等の色を空の色や周囲の色 I C7 ツチさせる ζ と

. 形態を統一する乙と 。

等を検討していかなければな らないが，乙れからの問題についてはいま

だ試験，試行の段階にあり ，いずれにしても ，電気事業者のひとりよが

りに終る ζ とのないよう ，他によきアドパイサーを求め，とくに建設事

業{ζ 携わる 方々の深いど理解と暖かいご支援を得て，地域社会の発展 [ζ

寄与し ，住みよい環境づくりを進めていきたいと考えている。

〈ながおかじゅいちろう 関西電力練式会社営業部次長)
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第 5 図

スベーサ電線と高圧引下げ線

( 引下げ線は柱体内を通している)
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第 6 図半地下式変圧器上部 第 7 図半地下式変圧器内部
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第 9 図

パッドマウント変圧器

内部

第 8 図パッ ドマウント変圧器
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都市の地域冷暖房一千里中央地区センターの計画に関連

して-

1. 地域冷暖房

地域冷暖房については ，すでにど存じの方が多いとは恩われるが，整

理の意味で簡単にふれてみよう今

地域冷暖房というのは，ある地域lζ ーカ所または少数カ所の冷暖房プ

ラント ( 集中機械室〉をおき ，乙乙で冷熱エネノレギを集中的IC製造し ，

ガス や水道のように屋外配管を還 して冷水 ・温水( または蒸気) などの熱

媒を地域内の建物! と供給しようとするものであ るう各建物はノマイフ。から

受け入れる冷温水を使 って冷暖房を行ない，また，熱交換器を介して厨

房，洗面などに必要な湯も作るので，個々には冷凍機，冷却犠( ク ー リ

ングタワ ) ，ボイラ等を設置していない。

したがって地域冷暖房は次のような特長をもっている。

(1)  各建物 !Cはボイラや冷凍機が不要となるので，建設費が大巾に安く

なり ，また機械室 K 相当する面積が他の用途lζ 有効利用できるつ

(2)  地域冷暖房の供給者は， 通常連続して冷温水を送り出しているの

で，使用者( 各建物) はノカレブ一つで・必要な時に必要なだけ使用すれ

ばよく ，機械の補修手間とか技術者，運転者等の人科貨がほとんどい

らなくなり ，労務対策上からも極めて好ましい。

(3)  各建物の屋上に冷却培( クーリングタワ) をおく必要がないので，

街の美観上もよく ，また，建築構造上も軽I lUζ 仕上げられる。

(4)  集中してエネ ノレギを使用 し， また機械数も大型化するので機械効率

が上昇し ，運転経費がうんと安くなる。またエネ J レギも大量買付けに

よっ てかなり割安となる乙とが予想される。

(5)  都市公害の典型的なものとして， 冷暖房熱源が :W煙，S  0 2，スモ

ッグなど大気汚染の元凶と目されているが，小規模の冷熱源lζ は公害

防止対策を完全にする乙とは非常 lζ 困難である。そ の点大規模な集中

プラントでは思いきっ た防止対策も可能となり ，現lζ 乙の点が直接の

動機となった地域暖房プラントが世界的 lζ 非常に多い。

(6)  使用者側の条件( 建物の綴式，業種，使用時間，負荷変動等) がそ

れぞれ奥っているので，同時使用率が有効 に働き ，分散配置する場合

写真 1

ハートフ ォードガス会社

( プラント室内部〉

ケ ネ デ ィ国際空港

冷温水供給配管工事。左側の

2 本は冷水用。右側の 3本 は

温水用。

保 田 向

より機械類の総容量がかなり縮小されるラ

(7)  その他都市の火災予防， あるいは冷却用水の補給上からも好ま し

し、。

乙のように地域冷暖房に はかずかずの不IJ 点があって，今後の都市計画

lζ は欠かせないものであるが，乙の面での先進国であるアメリカでさえ，

まだ本格的な実施は数年前であって比較的歴史は新しい。しかし ，現在

では全米各都市 [ζ 続々と採用されており ，都心の ヒツレ群，空港や学校の

建物群など最近建設される都市開発地の冷暖房はほとんどこの地域冷暖

房方式が採用されているといっても過言ではない。( 写真 1. 2参照)

一方，地域暖房K 自を向ければその歴史は古し約何年前の 1877年に

さかのぼるが，欧米とくに気温の低い北欧各都市で‘盛んで: あり ，第 2 次

大戦以降の発達!Cはすばらしいものがあるつ ( ドイツ ，フランス， スェ

ーデン ，イギリス， ソ連 ・・・・・等)

わが国でも 1970年K 開催される万国博会場 (C地域冷房が採用される乙

とになっているが，恒久施設として，しかも ，冷暖房とも実施されるの

は千里中央地区セン ターがわが国では最初のことであり ，それだけにわ

が国における今後の地域冷暖房のモデルケ ースとしての責任が重いわけ

である。

2.  千里中央地区センタ 一地 域冷暖房計画

千里中央地区センターは大阪市の北郊千里ニュータウンの中心部 lζ 文

化，流通の中核として計画的 lζ 建設さ れる地域である。千里ニュー タウン

は大阪府が数年前に開発に着手 し， 意欲的な施策によって着々完成にむ

かいつつ ある マンモスニュ ータウンであるが，乙の中央地区センタ ーは

いわばとの新しい街づくりの総仕上げであり ，さらに一歩すすめて梅田

や新大阪駅からわずか 10数分で来れる地下鉄や新御堂筋と府下各地を連

鎖状 lζ 結ぶ中央選状線の交さ点という 地の利か らも ，北大阪の副都心に

しようとする雄大な構想が描かれている。( 図 1 Iζ 千里中央地区センタ ー

図 1一千里中央地区センター複略位置

概略位置を示す)

乙の中央地区セ

ンターは約33万平

方米の広さを有し

大阪府の手に よっ

て計画と設討を進

められてきたので=

あるが，新しい都

心づく りにふ さわ

しい新 しい構想が

い くつか とり 入れ

られてい る。 たと

えばショッピング

センター，シビッ

クセン ター， アミ

ューズメントセン

ター， オフィスピ

ノレエリア など都市
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機能の合理的な配置や，駐車場スペースの拡大，立体道路による歩車の

分離などがそうで，地域冷暖房も新しい試みとしてトップクラスの重要

な役割を果す乙ととなった。当初乙の20数棟，延面積約45万平方米lζ 及

ぶ計画建物には個別冷暖房が考えられていた時期もあったが，府企業局

の強力な推進によって地成冷暖房の導入が決定された。

しかしその運営!C誰があたるかと いう 点では，かなり決定の時期が持

ち乙され，幾多の曲折を経て当社がその任を仰せつかる乙とになったの

は今年の春先きの乙とである c

地域冷暖房の迩営でもっとも普通に着恕されるのは ，利用者による共

同運営，つまり各建物{ζ 必要な機械類の費用を持ち より共同機械室を建

設して少くとも運転要員などの経費減を実現しよう とする考え方であ

る。さらには公共的な機関( たとえば乙の場合には府の下部機関) によ

る運営も形と しては受入れられやすいものであろう。

いずれにしても ，園内に地域冷暖房と しての運転実績が皆無なだけに

危険負担を考慮した過渡的な方策として共同運営あ るいは公共運営がも

っと も考えやすい線であった。

しかしながら ，当社が ワンステップとび乙えて，あえて企業による事

業と して とれを受けとめるに至ったには，それなりの理由があっての 乙

とである。もちろんこの結論を出すまでには社内的にもかなりの異論が

あった時期もあり ，検討には随分時間をかけた経緯があった。

慎重論の中でもっとも重きをなしたのは，地域冷暖房は実現されてし

まえば公益性の強い事業であり ，当然強い供給義務と永続性が要求され

るととから ，永続性の裏づけつまり適正利潤の確保がはかれるかとい う

点である。なかで‘ も完成までに約 7 カ年を要すると い う長期間にわたっ

て計画の予知が しにく いという問題や，総投資額が20数億円IC及ぶとい

う資金負担の問題もさるととながら ，果 して冷温水需要が予怨、と・おり確

保さ れるかと いう不安定要索がもっとも問題 となった。い うなれば計画

どおりの建物がたつのか，冷暖房がどの程度必要なのか，使用者が個別

に機械類をもった場合と比較して妥当とされる冷温水料金はどの程度か

といった問題の累積である。たとえば今，冷凍機容i i l : 9，αlOR T ，ボイ

ラ容量54t on/h，総設備資金15億円の地域冷暖房計画を仮想してその利

益率の推移をグラフにしたのが図 2であるが，使用負荷が計画どおり確

保できた場合( 使用負荷率二1∞) にそれぞれ利益率を想定( 冷温水販売

料金によって変動する) しておいても ，使用負荷の減少とと もに利益率

も急速に落ち乙み，かなり早い時期 lζ 赤字闘に入ると とを示している。

乙れをみても計画と実績の問は極めて勝力性!C乏しい乙とがわかる。

30 

手IJ

益

率

%  

F引 'J li 査

来手IJ 益率= 一一一一一一

，ｾｾ収 入

図 2 一利益事の推移関係
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一方推進論の主なものは，アメリカの多くのガス会社が手がけている

数多い地域冷暖房会社の実例にも見られるどとく ，とれからの都市機構

lζ は不可欠のものとして社会的要請度の強い乙の部門への強い参画意欲

と， 併せて年々増大する夏冬ガス需用格差の是正をめざした本質論があ

った。同時に乙の場合に限つての条件として，万国博地域冷房用機器の

会期後有効利用という点も見逃せない要素であ った。

現在実施計画については設計進行中であって，乙の稿締切りには実施

案が間に合わず，計画細部のど紹介ができないのが残念であるが，かな

り浮動的である建設計画 lζ 対処して，いかに過大過小でないプラ ン ト計

画や配管計画をたてるか， いかに合理的な冷温水料金体系を設定する

か，いかに効率がよく運転しやすい機器を選定するかといった点κ 総力

を結集している。

乙の計画が完成するとわが国初の本格的な地域冷暖房が実施するとと

になるが， アメリカでもっとも大規模とされている ハー トフォ ー ド市の

都心部地域冷暖房( ハー トフォ ー ドガス会社経営で冷房能力15，( 削冷凍

トン) を上まわる規模となる予定である。 しかし乙 の計画の成否が今後

のわが国における地域冷暖房発展のス ピード にも少なからぬ影響を与え

るので，慎重にして着実な進め方をする一方， すすんで斯界のために迩

転資料を提供したいと考えている。

ど参考までに千里中央地区センタ 一地域冷暖房計画の概要は次のとお

りである。

(1) 地域冷暖房エ リア 約33万平方米

(2) 建築延面積 約45万平方米

(商庖街，住宅，百貨底，スーパーマーケッ ト， ホテル，センタ

ーピノレ， オフィ スビノレ，劇場，公会堂，図書館，ア ミュ ーズメ

ン トセン ター，地下鉄駅・… 等)

(3) 総冷房能力 17， (問冷凍 トン

(4) 総暖房能力( 給湯を含む) 5，5∞万kcal/h

(5)  冷温水温度( 予定)

|送 り |返 り

冷 水 I 6

0

C  13

0

C  

温 水 I 180

0

C  120

0

C  

(6)  冷温水配管

4 管式であるので，冷温水を同時に送る乙 とができ年間空調，給湯

が可能となる。また配管総延長は主管だけでも十数kmに達する。 図 3

1ζ 配管径路を示す。

(7) 使用機器

冷房用機器および暖房用ボイラ ，すべて都市カ。スをエネ J レギ源とし

て使用し ，ガス需要のピーク時には一部重油を使用する乙ともある。

冷房用機器としては吸収式冷凍機や，スチームタ ービン駆動タ ーボ冷

凍機が候補にあがっているが，都市ガスを使うその他の方式の冷凍機

や，あるいは，乙れらの組合せによるものなと ，効率がよくて信頼性

のおける機種を採用するため慎重に検討中である。

(8)  使用熱量の算定方法

使用者との取引きには熱量メ ー タ ( 冷温水の流畳と各建物への出入

口温度差を測定して，その積が自動的に表示されるメ ータ) を使用す

る予定である。

3. 都 市 に お け る 地敏 冷 暖 房の成立 要 件

一般に地法冷暖房計画が実行されるためには，一定の条件が とと のう

乙とが必要であ る。地域冷i援房の実施がその地区にある いは使用者に何

らかの恩恵をもたらさなければ窓味がない し， またその恩恵が永続的で

なければ，単ICプラン 卜の集約化を果 したとい う設計者の満足感のみに

終って しまうと とになる。

以下筆者が今回の検討経験をも とにして，必要要件にはどの程度のも

のが考えられるかを一覧表にしてみた。

〈やすだしよう 大阪瓦斯K K営業部特需線長)
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地域冷暖房の成立要件

区分 |項目 | 内 廿

げ =ヲ

環
気 象 条 件

境

必

要

件

公 害 妨 止

要 火 災 予 防 等

建 築 物 条 件

手IJ

性

用者
業 態 条 件

婆件
人 的 条 件

そ の 他 の 条 件

使

?自 資 密 度

用

経

倶 ｾ

条 畳 的 条 件

件

済 時 間 的 条 件

供

資 金 条 件

性 給

経 営 形 態

仮リ

条

需 要 開 発

件

設備 ・巡転の合理化

推 進 者

社 一

般

会 的
社 会 的 協 力

条

性 件
サ ビ ス

公 的 な 後 援

概 要

|  アメ リカとヨ ーロ 7 パのちがいに見られる ことく冷暖房

の規模は気象条件による乙とはもちろんであるが，配管

の様式，規模という点にも敏感に反映 される

都市の密集度，気象，地形などとも関連する。主として

大気汚染防止に対する要求度

地域的にみて火災予防，騒音防止等の対策の必要度

建築物の様式からみて冷暖房の必要度

利用者の業態による特殊性。電子計算機の普及なども見

逃せない要素

オペ レーターの雇用難など

各建物 ICスペ ースが少ないと いうよ うな場合等

典型的な設備産業であるので，ある拡がりの中に一定以

上の消費密度が必要。配管などから考えて高層建物を含

む新開発地か望ましい。平面的になりやすい住宅団地な

どは不利。

上項と関係するが熱量メ ーターを取りつけ る場合なとは

とく に 17肉質単位に一定以上の量的規模が必要

利用者対象の各建物が全部竣工するまでに長年月 を要す

るようでは成立し K くい。

かなりの設備投資になるので不安と ム リのない資金計画 |  

が必要

公益性のある事業として乙れに無理なく対処できる条件

冷温水料金の設定も含めてどの程度の需要開発 lζ 成功す

るかの条件

いかに効率的で安い設備を し，合理的に運転ができるか

現状では強い推進役がいないと実現に踏切れないような

状況

社会的に必要なものとの理解にたった別用者ならびにそ

の他の機関，企業の協力

あくまでも企業として利用者が満足するサ ー ビスの徹底

必要があれば公益性と社会的意義を意識した減税，低利

融資等の具体的後援

図 3 ーヰ 里中央地区センヲ ー

地綬配管計画図

1 . 中 央 プ ラ ン ト 室

2. 地 下 鉄 ホ ム

3.商 庖 街 ・住 宅

4. セ ン タ ー ピ J レ

5. 児J i L 会館 ・図 書 館

6.公 会 堂

7. スーノマーマーケット

8. 百 貨 庖

9. 7 ミュ ーズメントセンター

10.駐 車 場 ピ ル

11. ホ テ ル

12. 事 務 所
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大 阪 市 大 野 下 水 処 理 場

大阪市にお いて 9 番目の下水処理場として建設された大野下水処理場

は， 3 年有余の歳月と 15位の事業費をuして42年11月通水した。乙乙! こ

施設のあらま しをど紹介するの

1. 計画概要

処 理 場 位 置 大阪市西淀川区大和田酋 5 丁目

処理場敷地面積 約90. 3∞rrf (27. 5∞坪)

計 画 処 理 区 域 1.  540ha 

大阪市東淀川区の西半分及び西淀川区全域

計 画 処 理 人 口 385，000人 ( 250人/ha)

計画処理水: l i J : ( 日平均) 172. ∞Orri' / 日 ( 450e/人)

処 理 方 法 沈でん滅菌法( モテe イファイドエアレ ー シ ョン lζ

よる活性汚泥法)

計画雨水排水量 19rri' /秒

2. 処理区域の概要

本処理区域は大阪市援の淀川と神的川にはさまれた地域の西半分を占

H  

t  
ｾ＠ 1000 2000 

佃抽水所

処 理 区 域 図

めており，東半分の十八条処理区域と共 lζ ，いわゆる淀川北部排水区を

形成している。区域内 ICは塚本，竹島，佃の 3 抽水所( ポンプ場) があ

り雨水排除と共 lζ 汚水の中継を行うが，現在のと乙ろ塚本抽水所のみが

ｾ＠ ___/ .ィ川正アぐ二Jl
y / r  ( がも とパイ |l

ｾ＠ 消化措 |  

¥ C吉正 ()C1j i

一 L 二一一こ- - 二二 j

出J l 1- 島町

¥ 

大野処理場

カ スタンク

都 4干

60  

生 野 斌

送水している。下水管渠網の建設獲備に伴い他拍水所区域も逐次処理区

域化していく予定である。

本処理区域を用途地域別に みると ，工業地域74Gha，準工業地域254ha，

住居地域454ha，商業地域 108ha，となっており ，工業 ・準工業地域が65

必を 占めている 。また既存の工場群を業種別にみ ると化学，金属 ，欽鋼，

機械，食品の 11買であるが比較的規模の大 きいものが多く，乙れらの工場ーか

ら排出される工場廃水は下水処理場にと って大きな負荷と なっている 。

3. 本処理場の特色

(1)  沈でん滅菌法の処理施設であるが，モ デ ィファイドエ ア レーション

法による活性汚泥法も可能なように設計されている 。

下水の処理程度は放流水面ならひ1ζ 放流水域 と流入下水の条件を勘案

して決定すべ きものであ り，弾力性のある運転操作が望ましいのである

が，本処理場の場合は工場廃水に よる 流入水の水質負荷が大きいので，

沈で・ん放流のみでは水質汚濁防止の実効を期し難いので，予備曝気槽を

将来計画分まで建設 し， 乙れをi j ; 気桜I として使い沈でん池を最終沈でん

池 lζ 使って，最初tt でん池を省いた活性汚泥法( モディファイドエアレ

ーション) として運転出来るようになっている。

(2)  用地の有効利用のため池でん池を 2 階式と した 乙と。

現{ Eの処理場用地では将来の高級処理化および‘ 流入下水の水盃増加に

対する拡張を実施する場合会施設を収容できないので，沈でん池の除去

率は有効床面積 IC比例するという理論に基づいて沈でん池を 2 階式にし

て所要面積を小 さく した。 2 階式にする乙 とにより用地は およそ半分で

すみ，建設' l ! t は節約された。

(3) 汚泥消化槽の脱離液の処理を容易 1c行うために脱離液調整槽が設け

られている。

消化槽より脱離液を引抜くと同時に処理施設に返送すると時間的 lζ 集

中する 上 lζ 脱離液 lζ 含まれている嫌気性細菌が好気性処理 lζ 悪影響を与

える恐れがある。乙れを防ぐ目的で設けられた稽"ζ 脱離液を貯留 し，空

計 画 図

① 

究明lc! 君Ui eEU:

汚泥ポン プ室



気を送り込んで好気性状態にした上で流入負荷の少い時間帯になら して

返送する。

(4) 速転 lζ 必要な人員を減ら し操作を的確にするため施設の集中化，機

械化，自動化が図られている。集中管理による作業の能率化，簡素化の

め電気機械には出来るだけ多くの計装を採用し ，機械の運転には総括ス

たイッチによる自動化が図られている 。

4. 施設の概要

(1) 沈砂池

晴天 用 巾5. 6
m

x 長 16. 0
m

x 深7. 7
m

2  t也

雨 天 用 巾3. 3，n x 長 19. 2
m

x 深7. 2
m

3  i也

巾4. 6
l U

X 長 18. 0
m

x 深6. 6
l U

2  t也

処理場へ到達した下水( 雨水及び、汚水) は沈砂地 lζ 流れ込む。 ζ 乙では

土砂を洗でん除去すると共に穫々雑多なゴミを取り除く。除砂設備，ス

ク リー ン掻錫設備などの機械設備はポンプ室内の監視室で操作できる。

ポ ン プ 室

(2)  ポンプ室

主ポンプ 晴天用 φ 9∞mmx  350kw (モ ー タ ー) 2 台

ゆ1，α)() mmx 450kw ( ρ )  2  // 

雨天用 φ 1，2oo
mm

x 1，∞OPS ( ディ ーゼJ レ) 2  11 

φ 1，200回 目 x 430
PS 

(  11 )  3  // 

φ 1， 350""U X  4 10
kw 

(モ ー タ ー) 2  // 

φ3( ) ( ) mm x  22
kw 

(  // )  1  // 

曝気用タ ーボブ ロアー φ 250
0 1 1 U 

X  140
kw 

3  11 

ポンプ室は第 1 ，第 2 の2 つに分れているが，共lζ 鉄骨鉄筋 コンクリ

ー 卜造平家建である。天井走行クレーンをはじめ各種の補助機械を収容

し，常時海水面以下の低地帯に位置しているため非常時に対する配慮と

して各出入口には防潮扉を設けている。晴天用ポンプは監視室の操作用

開閉器によって自動的に始動 し，吐出圧力の上昇を確認して制水弁を操

作すれば揚水可能となる。第 2 ポン プ室の雨天用ポンプは晴雨兼用 とし

て運転可能であり ，またモーター及ひ‘ テo イー ゼノレエンジンの両方によっ

て駆動できる。 モー ター及びディ ーゼル機関駆動中に異常が起れば，主主

報を発し故障の種類によっ て自動的に停止するようになっている。洗砂

や水位，ポンプ室水位，外水位などについては，現場の水位指示計lζ 表

示すると共に，監視室の記録計lζ 連続記録し流入下水量の瞬間変化に伴

い低水位，高水位の危険水位に達すれば省報およびランフ。表示するよう

になっている 。

(3)  予備i爆気楠

巾6. 6
m

x 長52田× 水深5. 0
m H，w 

滞流時間一日平均下水量に対 して 1 時間

空 気 量 一下水畳の約 2 倍

(4)  沈でん池

巾7. 6
m

x 長42. 0
0 1

X 水深3. 1
m

4  i也

巾7. 6
m

x 長48. 5
m

x 水深2. 5
U1

4  // 

表面積負荷率 ωni /rrf /day  

滞流時間 1. 0- 1. 2時間

(5)  脱離液調整糟および再爆気槽

巾4. 6
m

x 長29. 8
m

x 水深5. 1
m

1池

巾4. 6
m

x 長29. 8
m

x 水深5. 1
m

1  i也

(6)  沈でん池汚泥ポンプ室および消毒室

洗でん池汚泥ポ ンプ φ l∞mmX 7 5
kw  

3 台

返送汚泥ポ ンプ φ 3∞田皿 X 19
kw 

2 // 

自動塩素滅菌機 25k g/ h r  3  11 

沈源池 ・消毒室

ポンプで揚水した雨水は直接神崎川 lζ 放流 し，汚水は計起された後処

理施設を百然流下して神崎川に放流されるが，予備曝気槽では，槽底iζ 設

置された散気設備( スパージャ ー) より空気を吹き込み，約 1 時間混合撹

持する 。 通常空気琵は 下 水量の ＷＰ Ｍ Ｘ Ｐ ｾ ぢであるが ， 乙 れによって固形物に

付着したガス ，j油脂を分離し ，また凝集によっ て沈でん効率を増加する。

活性汚泥法( モディファィドエアレーション) を用いる場合は ，下水量

に対して約10% の汚泥を再曝気槽より返送し ，約 2 倍畳の空気品で混合

撹持する。乙の間 lζ 活性汚泥中の微生物によって吸着，酸化が行われ，j沈

でん池で除去される。 i沈でん地は上回，下層それぞれ同じ表面積負荷率

であり ，溢流壊の手前 fr スカムス キムマーが設けられてい る。洗でん汚

泥はリ ンクベルト 式の コレクタ ーで流入端のホ ッパ ーに掻き寄せられタ

イマーによって一定時間どとに汚泥構へ引抜き濃縮槽へ送り込まれる 0

・沈でん池流出水は放流に先立ち ，自動塩素滅菌機により塩素注入して消

毒される 。

(7) 濃 縮 槽

(8) 消 化 槽

(9)  汚泥処理室

内径 17
ffi

x 3. 5
m

2 槽

汚泥掻寄機 φ 17皿X O. 75
kw

2 台

汚泥ポンプ φ1oo
mm

X 5. 5
kw  

3 台

固形物負荷 70kg/rrf /day 

内径 19 . 6
m

x 水深 10
m

2 槽

約35"C K 加温，ガス撹狩方式で約

20日間の嫌気性消化

鉄骨 コンクリ ー ト造 品 6nf

消化槽用機械 ガス コンプレッサー 3  rri' / mi n  3 台

ボイラー 2，5ookg/kg 2  iま

逆洗用ポンプゆ l∞m mX 15
kw

l 台

汚泥脱水用機械 消石灰定丑フィ ーダー 115- 2，5∞e/ hr  2 台

凝集混和維l 9 rri' 2 糟

汚泥脱水機 ( ベル ト形) 径 3
m

x 長3. 5
m

3 台

汚泥は濃縮i憾で9596fζ 濃縮され，更に消化槽へ圧送さ れる。消化槽で

は蒸気を吹き込み35"C程度に加温し嫌気性細菌によ ってメタン発酵をお

乙させる。乙の際メタンガスを主成分とする消化ガス が発生するが，乙

れをガス コンプレッサ ーで加圧して槽底より吹き込み撹持する。消化ガ

スは蒸気ボイ ラーで燃焼 させ重油の代替と して有効利用し ている 。

消化汚泥は有機物が分解して安定化し ，容積を減 じ，脱水性がよくな

る。汚泥処理室 fr 設備されている真空炉過機で脱水 され含水率6596程度

になる。汚泥処理室には消化槽用のボイラ ー，コ ンプレッサー， 凝集剤

注入用のポンプ，タンク脱水機等を全部収容し汚泥処理関係の集中管理

を行なっている。

以上当処理場の概要について，その特色を中心 とし てど紹介 したが，

維持管理の自 動化経済性を目的として建設されてい るが，流入下水の量

と質の時間変化， 下水処理の工程等，今後高級化，水量増による拡張ま

でに解決しなければならぬ問題点を多く抱えてい る。

〈いくのさかん 大阪市下水道本部大野下水処理場長)
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大 阪 市 清 掃 局 森 之 宮 工 場

ミさぞや太閤さんけむたかろミという見出しで，去る 4 月23日の某一

流紙の夕刊に，森之宮工場の記事が出ていたのをど記憶の乙とと思いま

すが，その一部を転載すると ，

「乙れでは太閤さんに申しわけないとフンガイする向きもあらうが，

実はとれ，ゴ ミ集めに追われる大阪市が，都心部I L . 焼却工場を設けて作

業能率を高め，あわせて輸送コストを切下げようという苦肉の策一。」

けむたい煙が出るような焼却工場を都心 IC設けるよう な愚は，大阪市

当局も考えておりません し， かつまた そのような設備は，メーカー自身

も売れませんので，中都市以上では相手に されません。

輸送コス ト切下げよういう苦肉の策ど乙ろか，交通麻薄の緩和，並び

に余熱利用の点から，都心I L . 設けるのが今や常識となっており ます。

従って市当局並びにメ ーカーに代りまして，一言物申す次第です。

さて，当工場の建設も ，今秋の竣工を目標I L . 目下最後の追込みに入り

つつありますが，清掃工場の分類と ，計画について，如何様K 考えたの

かを次IC述べます。

1. 清 掃工場 の分類

まづ機械式清掃工場I L . は，現在燃焼式がほとんどをしめ，他に高速堆

肥化処理，圧縮処理等もありますが，入手がかかり過ぎたり，維持貨が

嵩んだり ，また作業環境が悪い等の点で難点が多く ，大量処理にはやは

り，燃焼式が後れている。

燃焼式には，固定式火格子炉( 所謂ノマッジ炉) はほ とんど姿を消し ，

機械式の強制通風型が主流を占めている 。

乙れは燃焼炉，ボイラ ーおよび集盛機などの主機と ，乙れらの操作に

必要な電機，機械の補機類からなっていて，これらの組合せならびに型

式なども ，外国の技術の刺戟によ り，大手造船会社も加わり ，材質面は

さておき ，技術面では次第に向上しつつあるのが，わが国の現状である。

じん芥が貯蔵されてから， 炉 IC供給されるまでには，ほとんどの工場

62  
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は Pi t and Cr ane 型式が採用されている 。乙れは敷地の利用率が高

し し か も高能率であるためである。乙の貯蔵ピットを炉の供給ホッパ

ーの前面に置く場合( 併列型〕と ，とれらをー列I L . 配置する場合( ー列

型) とがある。併列型は比較的大型工場の場合であり ，ー列型は小規模の

工場に用いられるが，割合実例は少い。( 例 Ber n Br ussel  L ausanne)  

ただし例外は Genf のようにじんまド収集IC船を利用する場合，Ham-

bur g のように ，大型 ( 50t) のサイドダンプ型式のトレ ーラーを利用す

る場合は，やむをえずー列型を採っている。

当工場は，わが国で 900tj day と現在では最も規模が大きいので，併

列型を採用せざるをえなかった。

2. 計画に当って

じん芥収集の便より ，欧州ではほとんど都市の収集センターに設けら

れているが，わが国では

1. 道路率の低い乙と。

2  じん芥収集車の不備。

3.  機械式焼却施設の認識不足。

4. 都市計画の不備。

5.  公共心の不足。

などの理由により ，ほとんどの場合が都心を隊れた場所に建てられて

いるのが現状で，企画当事者の信念 と住民の公共的視野による協力以外

は解決の道はない。

今回建設されつつある当工場は，わが国で恐らく都心近く計画された

初めての工場であろう。

乙の敷地は，大阪工廠跡で，国鉄環状線森之宮駅の東北側で，環状線

を経て西に大阪城が鈴え，東側は都市計画路線( 豊里，矢田線) に接し

ており ，市内では珍しく閑静な場所である。大正前期の方々は，御親閲

式』ζ 参加された思い出の場所でもある。
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以上の 1 - 3 はそれぞれ工場の主体をなす もので，今までは平面的に

配列されていた。したが って4 および5 は， 3 の検側 lζ 配列された例が

多く ，操作面の不便があ った。当工場の場合は ，4 の操作関係の部分は

電気集塵機の下部を利用 し， 所謂炉前IC位置せし めた。

5 の管理厚生関係施設は， 1 - 4 までの全施設に最 も便利な位置で，

しかも道路に面 した東側の場所に3 階建で設け，屋上』ζ は蒸気 コンデン

サーを設置した。

したがって，騒音源と考えられる機器類は，すべて建物内に収容 し，

公害をなく するの と同時に，美観上にも窓を用いた。

なお余熱 (発生蒸気量 52t/ H) 利用は ，工場内はもちろんのとと， 東

側の 中浜下水処理場およ び、市交通局各施設に考慮されている 。
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割当てられた敷地は ，次表の通り 比較的狭い。

焼却能力 t/ d

450 

4∞ 

6∞ 

6∞ 

?∞ 

6∞ 

6∞ 

450 

敷地面積nf

17，903 

33，αlO 

30，096 

46，110 

11. 203 

28，9∞ 

14，660 

6，650 

工 場 名

大阪市清掃局住吉工場

西淀工場

城東工場

八尾工場

H  森之宮工場

東京都江戸川清掃工場

H  石神井 u  

横浜市清掃局鶴見工場

グ
磁子工場

名古屋市鳴海清掃工場

11 

11 

11 

細部に ついて

貯蔵 ピット は最大3，αゎt と非常に大きく ，深さ 15 Mでわが国では最大

であ る。

したがって，大きな土圧に抵抗するためと ，鉄筋 コンクリ ー トの収縮

クラック を防止する ために ，span2 8 Mx  2 のポスト テンション式のP. C

梁 ( 1. 20M x 3. 60 M BBRV ケーフツレ 35x 3 2 - 6 φ) を，腹起 しに利用

した。

貯槽部分は，欽骨鉄筋 コン クリ ート 造で，西側の一部は灰積場であ り，

東側は竪方向の交通に利用されてい る。 炉室はかなりの発熱量 (250万

kcal / H) があ るので， 北および西面の下部より 外気を取入れ，屋上IC

排気する自然換気( 機械式強制換気は設備ならびに運転経費が非常に大

きい) Iζ 計画されている。
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29. 2  

48. 0 

したがって配置図の通り ，全体の平面計画を矩形にま とめ，極力立体

化を計り ，かつまた環境にマッチする意匠を心掛けた。

またじん芥の搬入，灰の搬出および、乗用車などの動線を整理し ，路上

の停滞をなくするよう南面の空地を充分設け ，煙突を平野}II( 北側) 寄り

に位置せしめた。また エレクショ ンならびにメン テナン ス用の場所は，

主機については西側，補機については北側を計画した。

との工場の機能を大別すれば下の通りである。

じん芥の搬入，な らびに灰の搬出。

じん芥ならびに灰の場内遥搬および貯蔵施設。

炉，ボイラ ーならびに短気集塵機 (主機)

包気給排水ならびに制御関係機器( 補機〉

5  

450 

450 

13. 137 

21 ，612  

管理ならびに厚生施設。
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•
• 
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1  ) 本 館

地 下 1 階( 一部 3 階) 地上 5 階建，地階鉄筋

コンクリ ート 造 地 上 階 鉄 骨 鉄 筋 コンクリ ー ト

造 ，一部鉄骨造

建築面積 3. 968.41 nf 

延床面積 13.1∞32nf 

軒 高 + 34. 70m

Of J l i : 地内基準地盤 op+ 4. 0 m)

- 18.70 m 

( 敷地内基準地盤 op+ 4. 0 m)

腰 人 造 石 洗 出 し

壁 47角モ ザ イックタイル

一 部 吹 付 タ イ J レ

シー ト防 水

( 一部アスファ J レ卜防水〉

地上 80. 0m

頂上内径 2.0 m 

また，見学者通路は，各種作業が，阻害され

る乙 とないよう，独立せしめた。

炉前操作ならびに制御は，ほとんど 2 階で行

なわれるので，管理系統の主な ものを 2 階に配

置し 1階Iζ 余熱利用の洗濯工場と修理工場系

統を . 3 階 IC.主とし て厚生施設関係を設けた。

建 築概要

最 深 部

l .  ｾ，＠ ｬｾ＠ :&: 

2 資 料 室

3 工 ，. n 玄

4 会 11 :0: 

5.  • ( i  

6 聖 家 主

7. 電 話 交 換 支

8 宜 l l 1 :&: 

9 剖 ill 盆 玄

10 配 電 信 玄

11. 旭 道 支

12 炉 支

日 灰也クレーン作賞玄

" 置葬ク レーンf字. : 0:

屋根

外部仕上

L 基

2 ) 計量室

鉄筋コンクリ ート 平家建

外 部 仕 上 本 館lζ 準ず。

3 ) その他

正 門 北 門 計 2 ケ所

塀ならび柵構内舗装など l 式

プ ロ パ ン 置 場 鉄 筋 コンクリ ー ト造平家建

3. 75nf  

附藤田組大阪支活

着 工 昭41年 10月12日

竣 工 昭43年 9 月末( 予定)

( ささきたもつ 郎東姻建築事務所取締役設計部長)

工

期

4 ) 施

5 ) 工

15.∞nf 

銅製煙 突

@
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技 術 の 頁 :
J  7 1 設 備 部 門

地 域 冷 房 の 技 術 的 諸 問 題

地域冷房は結局，個別冷房より幾多の有益性がある上tc ，安上りでな

いと実現しな いというととを，私は万博計画や千里ニュ ータウン計薗を

通じて教えられた。

定性的にはいくらも上述の ζ とを説明し得ても ，現実に設計し ，その

迩営 !c 当たるとなかなか乙れが容易な乙とではな い。私は空調学会誌に

おいても地域冷房は現在の日本の技術をもってすれば，全く簡単な乙 と

であると記した。しかし ，それはあくまで経済性や運営上の難問を除い

てのととであり ，現実には乙ちらの方が重要となれば，やはり ，乙の点

を満足させるに必要な幾多の技術上の問題が起きてきます。

例えば以下に記する乙とに対していまだに ，確信ある解答が得られぬ

ままに ，場合々々に即して適当な理由をつけて行なわれてゆ く乙とでし

ょう。乙の乙とはアメリカの現状においても同様であった。従 って，乙

れらの基本的問題が未解決であるというこ とは，日本において今後実現

するであろう地域冷房方式も アメリカ同様，決定的な方式を持つ乙と が

なかろう。乙れは普及発展させる上K は大きな マイナス である。

技術上の問題点

(  1  ) 熱負荷の推測

( 2 ) 定流方式か変流母方式か

( 3) 熱源と冷凍機の機種，台数

( 4) 群管理運転法

( 5) 冷凍機の直列配置と並列配置

( 6) 熱置計の選定と誤差

( 7 ) 低負荷運転l時における配管熱損失 ・ポンプ熱取得

( 8 ) 高層建築における M' 7. k 圧制御

(  9 ) 運転期間の決定

( 10) 需要増大 lζ 対する上自築工事

以上の他にも配管の断熱 ・施工 ・腐蝕等があるが，高温水配管等 [ζ 比

べではるかに容易であるととなと、から詳しくは説明 しない。

簡単 !c何故，上記10項目 が，地域冷房計画 lζ 当って問題になるかを記

す。

(1) 熱 負 街 の 推測

乙れは技術的問題と I呼べるかどうか疑問であるが，ある地域 lζ 地域冷

房しようとすれば，まずどれほどの負荷かを考えねばならぬ。 と乙ろが

多くの湯合，乙のような地域はニュ ータウンとか都市再開発を行なう 土

地で，10年後の透視図が画かれているが，それが，年々どのように建物

が建設さ れ，またその建物の内部にはどのような種類の事業が営まれる

か分からぬ。( 乙れによって rrf 当りの熱負荷が異なり使用時間帯も違 う

かも知れぬ) 乙れらの建物の所有者は地域冷房の冷水を買ってくれない

かも知れない。

と乙ろが，冷房負荷とその年々の負荷増加速度を正確に推測でき ない

と，どうしても機器や配管，その他の初期設備投資が大きくなって，乙

れが経済牲に致命的打ｾｾを与える。

尾 島 {変 雄

ケネディ空港においてもハー トフォ ード においてもとの種の負荷推測

の失敗で， かなりの赤字を出している。日本のように 金利の高い国で

は，さらに大きな問題である。大阪の万国博会場では ，パビリオンの建

設速度は一時であるから一つの大きな問題が解決されているけれと ，各

パ ビリオンの設計が完了する以前 lζ ，地域冷房の設計が完了するととは

もちろん，地域配管工事を始めねば間に合わぬのである。とのようなと

とは都市設備の宿命としてでてくるものであろうが，少し でも正確に推

測せねばならぬ。

そのためには， 電算機の利用で，判明 している要因は， ほんの小 さな

ものでも記憶させ，また一刻も早く全建築群の負荷や同時使用率を算出

することも大切であり ，統計値を各種の調査によって所有する ζ とも欠

くととができない。統計調査値や理論計算値を組み合わせてモンタ ージ

ュ的負荷密度図を作成する 乙と が実は相当な困難を伴うと 同時に ，地域

冷房計画の上手，下手に直接影響する面白い問題である。

(2)  定流量方式か変流量方式 か

地按配管内の冷水循環を定流畳一変温度方式とするか， 変流量一定温

度方式とするか。

冷水によ る熱供給量は q = L (水量) X  f1 t  ( 冷水往返温度差) で表わ

される。需要者の冷房負荷が外気温度の変化や停止その他で変動した場

合，全体の熱供給量 q はとれに見合うように変えてやらねばならぬ。従

って，水量 L を変えてやるか温度f1 t を変える乙 とK なり ，f1 t を変え る

ζ とは返り温度が負荷 lζ 応じて変化す ると とを意味する。すなわち ，定

流量で冷水を循環していて返り温度が変る定流畳変温式と ，往き返 り冷

水温度を一定にしておいて循環水量を変えてやる変流量定温度方式が

あり ，そのいずれを選ぶかが問題である。

定流量変温度方式 変i流量定温度方式

1  三氏山" - 備 E主 安い 高い

1 1 還 転 資 高い 安い

111 ポン プ 熱 取 得 大きい 小さい

l V 配 管 熱 取 得 大きい 小さい

V  I  次側流畳調整 容易 時間がかか る

V l  2 次 側 設 備 '!'i 高い 安い

定流量変温式の長短は上表のように設備費が安いが，低負荷時におい

ても冷水循環ポンプを全負荷運転するため，その動力費が高く ，従って

ポンプ取得熱が大きく ，配管取得熱も返り混度が負荷の低減とともに往

き温度 [ζ 近く低くなるため大きくなる。

定流量方式の場合，地域配管各部の圧力が一定であるため，引込み端

における圧力差を一定 lζ 調整しておく乙とが容易であるが，変流琵ーはそ

れが難しし需要者の使用率如何で周囲の需要者へ影響を与える可能性

が大きい。

次( c 2 次側の使用者側の立場に立てば，定流量方式では三方弁などを
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設けて地域配管の流置に影響を与えないような制御装置を必要と する。

しかる に変流量方式では 2 方弁をコ ントロ ールするだけで 2 次側の熱負

荷 コントロ ールが可能であるから安上がりとなる。特に負荷の小さい 2

次側の場合，との方式が喜ばれる。

簡単には上記のどとき特性の相違があり ，計画例 ICよっていずれの方

式が有益かをできるだけ早く決めねばならぬ。

大阪の万国博等では定統母方式を用いている。ヨーロッパの高温水地

域暖房方式等は大体変流E 方式を採用して， ポンプの電力資を少なく

し，また 2 次側負担を少なくしている。アメリカの地域冷房でも変流置

を採用しているものが多い。大阪万国博で定流誌を採用 した理由は，半

年間の経営であるから ，圧力調整手間を少なくすると と， 経常費より設

備費を小 さくする乙とに重点を置いたためである。すなわち変流量にす

れば，ポンプの巡転制御装置にお金がかかり ，乙れがポンプの動力資増

加を補って余りあると算定されたか らである。

地域冷房も公共的色彩を帯びてくれば. 24時間年中速転の必要が生ず

る。従って一般市街地等の適用 IC当つては ，当然変流畳方式が用いられ

るととになろう。

(3)  熱 源 と 冷 凍 機 の 機 種 ・台数

地域冷房の熱源は，アメリ カでは大部分，天然ガスであり ，乙れでガ

スタービン，スチームタービン ，吸収式冷凍機を稼動させるのである。

乙れはアメリカの天然カボス利用の特性からくるもので， 日本に おいて

は，大分事情が異なる。

北海道，東北のように寒い所では ，重油や石炭による吸収式冷凍機の

使用は，地域暖房と併せて有利であろうが，大阪より南の方では ，電力

駆動のタ ーボン冷凍機はやはり地域冷房に有利である。ただ，乙乙で，

ニュー タウンのセンターを冷暖房し ，周辺を暖房のみという方式にすれ

ば東京や大阪でも重油や石炭焚で吸収式冷凍機や組合せ方式等も十分考

えられる。また，ガス産業の夏場ガス利用対策として，安い都市ガスに

よる地域冷房企業も生まれようとしている。乙れは重油( 冬期) とガス

併用ボイラによる吸収式や組合せ冷凍機を用いるととになろう。

いずれにしても ，地域冷房は長期投資と安定需要を要求される企業だ

けに ，熱源を何にするかが，その資本構成と設備投資 lとからんで，研究

の余地が多い。

大阪万国博では，とのような事情から ，将来の ζ とを考え，電力 7 ，ガス

3 の割合で，それぞれ理想的機種の利用によって実験が行なわれよう。

機種は主と して，動力源によって定められるが，台数は ，何台にすべ

きか。乙れも年間運転や夜間運転を考えるとき ，簡単に大型が安価とは

いえない問題がある。またで きるだけ大きさやメ ーカーを統ーした方が

群管理運転や保守管理が容易であろう と考えるが，一口にそう結論づけ

る乙とは無理である。

冷凍機の性能，需要負荷の変動，価額，大きさ ，補器の取り扱い，そ

の他の要因を検討してゆくと ，なかなか容易に機種や台数を決めかねる

ものである。

ケネディー空港は初期 1，αlOR Tの吸収式 8 台で行なわれたが，負荷

増加に併って ，15台κ も増設されると ，その美観上，保守上，スペース

占有状況等如何にも 1，(問 R Tでは小さ過ぎたと恩われる。ロッチ デ-

J レでは，天然ガスで発電し ，吸収式冷凍機を動かし ，天然ガス熱源のみ

を購入し ，LU力，冷水，蒸気温水等はすべて自前 iとしている。乙 れも初

期は安上がりであったが，その保守の面倒さから ，買mとタ ーボ冷凍機

の方が結局は安上がりという報告もある。いずれにせよ長期の展望のも

とに熱源を決定してゆく乙とは難しい問題で，単に技術のみで解決でき

ない点も多い。

(4)  群 管 理 運 転 法

(5)  直 列 配 置 と 並 列 配 置
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メーカや機種，容量の違う冷凍機は負荷変動 ICつれて群管理運転して

ゆく場合，一体，どのよ うな装置線図を画くか問題になる。簡単に冷凍

機自体の特性を無視したマト リス ク制御を行なうというのは，やはり疑

問である。 2 台か 3 台の場合はと もかく . 10- 20台並ぶと ，乙れはなか

なか問題があ り，負荷供給制御範囲とバイパス制御等も考えて，できる

だけ，機器の群管理は簡単にすべきと考える。

次 fC直列と並列配置の問題であるが，ターボと吸収式の場合はともか

く，ターボのみの場合においても直列配置が有利ともいわれる。

直列，並列共lζ 2 台の組合せの場合のみに考えてみれば，並列の場合，

全負荷の場合の約20.96までしかベーンコン トロー J レによって容量制御で

きないのに反 して直列の場合は 10% まで制御できる という利点がある。

並列運転の場合には低負荷時の動力使用畳を節約するためには冷凍機の

台数制御と冷水出口温度設定点の変更を必要とするが，直列の場合はほ

とんどその必要はな い。 2 つの冷凍機がそれぞれ別のメーカーから納入

される乙とがある場合κ は直列の方は少し制御上の仕様相異により問題

があ る。ワシントンの議事堂周辺地域冷房では 2，2∞R T を直列f Cし，

結果的には運転貸が安上がりであると報告されているの (52
0  

F  - 45. 8
0  

F .  45. 8
0

F - 40
0

F )  

(6)  熱量計の選定と誤差

需要者の契約負荷が大きい場合K は熱: Q 計の貸用の占める負担が大き

いので，住宅や商庖街の地域暖冷房では必らず第ーの問題点となる。従

って，若手単位Iζ l 個の熱量計を設置し ，各偲には流i i l : 計を設けている例

がアメリカでも良く見られる。いずれにしても，計測器の誤差は定格出

力K 対する誤差であるため，部分負荷になってくると ，その誤差は相当

大きく ， トラブJ レの原因になってくる。地域冷房では冷水の往返温度差

が小さいため，特 iζ 乙の点が心配であり ，アメリカにおいて も，需要者

と供給者の間で問題を起乙している。

(7)  低負荷運転時における配管熱損 ・ポ ン プ 熱 取 得

定格負荷供給の ときには ，地域冷水配管からの熱損失は 1.96以下と計

算されるが，中間期や冬期の冷水供給期間では，ハート フォ ー ドにみられ

るように ，全熱供給の607ぢ以上も配管熱損失になると報告されている。

乙れは(9) の運転期間の決定とと もに，運転上の技術的問題になろう。

また，冷水ポン プ動力で与えら れた エオJ レギーは配管中の摩擦抵抗に

より消費され，最終的にはすべて熱になる。地域暖房ではとの熱は安全

側に出るが，地滋冷房では危険側f C 出る。特 IC定流量方式では，低負荷

時lζ も同じポンプ動力による熱取得があるから ，その占める割合が無視

できない。循環ポンフーの決定，管内流速の経済的選定に当つては，乙の

ポンプ熱取得を考慮しなければならない。万国博の地域冷房計画では，

このポンプ熱取得の占める割合は， 定絡負荷時で 4 7ぎとなり ，期間中の

損失費用は 2，6∞万円にも及ぶ。乙 れに対して配管損失は l j Mで約% 程

度と算出された。

(8)  高層建築における静水圧制御

地域冷房では，水ー水の熱交換器を置き ，地域冷水主管と 2 次側冷水

と絶縁するととは，非常 IC不経済となる。解放型とするには， 冷水返り

の点K 問題が多いし ，2 次側でも同様である。 l∞ m以上の高層建築と

なり ，空調器が上 IC置かれた場合， 冷水主管の水圧が 20kg/cnl 以上にも

なれば，その配管費用が増大しよう。また，運転休止時lζ 高所の空調器

から落水しないよう ，何らかの加圧装置も必要になる。乙れらからセン

チュリ ーシティ等では迩転停止は絶対行なわないが，万ーの場合にそな

えて減圧弁および補助用減圧弁が設けられている。これらの処置につい

てもまだまだ未解決の問題がある。

( おじまとしお. 早稲田大学理工学部建築学科)
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(その 3 )話史( ろくろ)櫨鞍

前述した実忠法師の応急手当も「… ・ ・申上件調度材木運上随様奉固厳

力ヂリ

鋳如前」とある程のものではなく ，天長 4 年の大政官の牒に「又昔工堅

柱其数八校在蓮花座上」とあり ，余り如前でもなかったに迷いない。 し

かし今回は実忠程の技工に巧な，しか も寺内屈指の実力者がなかった

ので， 沢山の物議共が集って意見を関わしたがなかなか対策が決まらな

かった。その模様は東大寺要録の 271頁にあり ，漢文の強い人には面白

かろう。

そしてその結果，土工八万を要しでも ，大仏を倒すよりは安上りと い

う， 初めからわかった結論となり ，大政官の許を得て， 大仏の後へ山基

約二丈高約四丈余( 註，大仏及大仏殿史lζ は高六丈) 五さ十四丈とある。

共に数字はあてにならず相当大きなものと解釈すべきであろう〉 の小山

のような ものを築き上げ，大仏の突飼棒の役割を勤めさせる仕儀 とは相

成った。

乙ζ で附け加えて置きたいととは，乙のような場合の綜骨の土圧に対

する力を期待 したいのであるが，喜本骨は鍍金の際の高熱の炭火の使用の

為 l C，熱伝送の不利やその他 Iζ 支障が多いので，鍍金の ときまでに仏像

の背後の関口部から搬出したであろうというと とである。従って乙の盛

土が成功 したのは，仏像の腰廻りの形が迫持式lζ 働いて，存外強くその

上 自重も大きいと とが，大いに役立ったもの と恩われる。

ととろが乙の小山が，続要録によると ，実忠和尚の業績と して誤り伝

えられているようであ る ( 註，天長 4年に実忠が存命とすると97才であ

り，それよりやや後年 とすると無理のようである。 しか し何でも彼の手

柄にすると乙ろは，和尚の業績の並々ならぬ乙とを証 したともいえる。〉

すなわち「次仏後山者，大像傾危之昔実忠和尚含論旨所築固也。而今以

此山為使構仮屋鋳大像，若無此山其構殆難成歎，古賢之企尤有由者哉。」

とあるものである。しか し 「而J の後の文句は，以上 IL述べてきた鋳造

工事他の足場として，築土の山が仮設の諸々の段取りに使われたことを

認めており ，推定の誤りでない乙とを証していると思え るのは嬉 しい。

他[ζ も大政官の牒の中ICI夫昔日起手之初。削大地以作像」などの言葉

もあり ，東大寺造立供養記 IC I昔は仏像の後lζ 山を築きて荘厳を失いし

が今は之を取除きて且中門前にありし簡をも崩 し去りて荘厳を増せり 」

なと ，少なからぬ盛土類が建造 lζ 深い連りのある乙とが見える。香取氏

は， 鎌倉の大仏の鋳造にはすぐ仮1] の簡を利用した とされており ，大仏お

よび大仏殿の主要部分の足場や速絡路，斜道は，土砂の築山が主体では

なかったかと想像されるのである 。

そして架け解きに容易な部分や臨時的のものは ，丸太足場が併用され

て，m像工事が進めら れたと考える。坊主丸太の扱い方は，要録雑事章第

十の「奉立西大寺御斉会廻憧事J の条に 「合廿基 ( 二各長八丈， 六各長

七丈，十二各長五丈) 右件幡奉勅官。率東大寺工等。 七箇 日間削造。 即

一 日内起立己畢。維時神護景雲三年… ・ J c七六九) と あり ，建起 しは既

に熟練の域に達 していた と見られる 。既 [ζ 多 くの堂塔の工事の経験もあ

り， 木製足場 lζ 問題は少なかったと見る。

そして塑像の供養が終 り，第 1回の鋳造が済み，間もなく建築工事が

着手された。 少し無理の ようでもあるが，塑像は土，鋳造の火熱 と雨を

考えると，無理の強行も肯定出来る。乙れが事実 とすると ，供養後足場の

主体となる或る高 さを持つ土山を，鋳型造を考慮しながら像の周囲 lζ 築
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ζ の{ 象( 正定府龍奥寺銅像) は高さ 73尺，42管の千手観音の立像であ

る。その基礎工事を見ると ，

潟地瓶基至於黄泉用一重篠，一重土石，一重石炭，一重土， 至於地平

留六尺深海子自方四十尺，海子内裁七条熟鉄柱，毎一条鉄柱七条鉄簡合

就，上面用鉄拙七条，鉄柱皆如比海子内生鉄鋳満六尺，用大木及鉄柱於

胎上，塑立大悲菩薩形像，先塑立E花台，上面安脚，足至頭頂，挙高七十

三尺，四十二管: 宝相湾胆之弥高仰之益約，とある。

一見して大仏の塑像建造を思い起すに充分である。すなわちまず地下

を冥土IL行く位IL深く掘り ，li 楽石を最下に築き固めて，その上 IL土石，

石炭，土と次々に充填し ，っき締めて地下六尺で留める。掘方のその広

さは四十尺四方で，その内に七本の鉄柱を立てる。その鉄柱毎! と帯状の

鉄管を添え，鉄蛤をもって七本の柱が横振れしないようにする。乙の七

本の柱が像の下地の主軸組となるというのである。

柱が固まったら鉄柱を磐石に堅め る為に，掘方中の六尺の穴 Iζ 鋳鉄を

満す。乙れで像の胎骨の主要部が建ち上り困 ったので，乙れに縦横lζ 大

小の木材を取付けて大体の{ 象の形体とし ，塑像にかかり ，主E花台から造

り始め，下から上へ と造り上げて行ったのである。基礎に鉄柱を建て，

それを面く連絡 した上に鋳鉄を流しとんで固めたような話には驚かざる

を得ない。 龍興寺の建立された地質などが不明の為何とも言えぬが，と

にかく当時として出来得る限りの乙とをしたと言う感じが身 lζ 迫るもの

がある。特に面白く意外に思うととは，柱lζ 鉄骨を使い，根固めに コン

クリ ート ど乙ろか鋳鉄を使ったような話である。

東大寺の大仏の建設地は地質もよいよ うだし ，乙れ程の乙とはしなか

ったとは思うが，前記の毘沙門天像の乙れはまた鋳銅管という基礎と相

通ずると乙ろがあり ，なお研究の余地は大いにあるように思われる。そ

の一番関心の持たれるのは，中国の鋳鉄の生産が西欧より千数百年前か

ら生産されていた( 註一西欧では中世に高炉と繍が発明されてからと云

う，立川昭二氏，鉄) 乙と で，我国の冶金術では，とうてい総興寺の真

似などは出来そうにもない。その事を考え ると ，毘沙門{ 象の銅にひっか

かるものを感じるのである。鋳鋼なら可能であ ったからである。

ところ が基礎が悪くて困ったのは毘沙門像ばかりではなく，御本尊の

大仏 ICも欠陥が現われてきた。先にもーす触れたが，もともと創建時の

大仏像も大仏殿の建物も初めから出来は余り良くなかったらしい。経験

のないことであり ，当然とも思える。 その為伝燈法師実忠などが，さま

ざま苦心して故障の度に手を尽してき たのであるが，遂に鋳造後約80年

の天長 4 年 ( 1487) IL なると ，簡単な小細工の修理で・は済まされぬ位の

欠陥を露呈 してきたのである。東大寺要録によると ，その故障の主なも

のは下の通りである。 ( 同書271頁)

ー，御尻折窪む とと ー尺三寸八分。

二，大仏の高さ元五丈三尺五寸が今八寸・減じた。

三，延暦五年( 七八六) 以降裂砕した所が広さも長さも増した。

四，新たに破損 した処四ケ所。

五，大仏の面が西方 lζ 傾いて下って きたとと六寸。

とあり ，乙のまま打捨てておくわけ にはいかな くなった。以上の五項目

をそれぞれ見る と，創建の際の工事の不手際が主な原因のように思われ

る。



ストーンヘッジの築造法想定図

( A ) サルセン石の立石がとるで基礎の縦穴と斜

路のと E ろまで速ばれ平衝点から下方にす

べるようにされる 。

(  B)立石は 2 ! !11クレ ーンで垂直花立てられる。

( C ) 土造または木造の土手が立石のまわりに柄

の上まで築かれ，製材が立石の高さまで上

下; f ミで引き上げられる。 mはそれから横に

さねはぎの仕ロが接するように移され，最

後 IC下の部分をのぞいて納がかみ合うよう

におろされる。

くのを初め ，それに並行的K 述絡路( 似1] 1 と山があったとすれば) とか斜

道の築造工事が進められたであろうのその簡に建築の一部着工があった

とすると ，その主主方には木製足場も考えられるが，重負荷の関係で案外

高い土山の築造が必要であったろう。

その施工計画は様々考えて見て何種かの案も立たぬではないが，正直

のととろ決め手がない。その理由は ， 予算とか資料等経済面や労働行

政，その知識等の技術以前の工事遂行計画の前提となるものが，ほとん

ど全然という位不明で見当さえもつかぬために ，思考の困迷が先 lζ 立

ち，成案を決定的に纏める乙とが出来ないためと思われる。改めて工事

の施工計画の前提条件は ，技術以前の前提から頭 1C: 入れて，より深く厳

しく把握して ，より計画の確実性を高める必要を痛感した次第で， i後

悔先にたたずJ i下衆の知恵はあとから」を今さら味わっている心境で

ある。

乙のような山土の利用のみによる大石造建造物の築造についての実例

としては ，ストーンヘッジ( 英〉の治政の好例が，R. H. G. トムソン氏

によって紹介されている。( 技，歴史，第二巻) それは木造建築物の手法を

残した石造の建物で，前22∞- 16∞年位のものと想像されている勺それ

によると ，前ゃ納穴のある 26屯もある往や桁の築造の模様が詳しく説明

されている。考え方は上図の通りで特に説明をｾすまい。最後の一節 Ａζ

「乙の先例のないサノレセン石( 石名) の立石 lζ 至る傾斜道の遺跡は ，乙れ

が立石を基礎の縦穴にすべりとますやり方であったのを示唆している」

とある。

人間の知恵は似たようなもので，百尺 lζ 近い大仏殿の柱も ，鋳金の足

場を土山とすると ，建物の ill 方にそれを利用すればと考えて ，何かひっ

かかるものがないでもない。以上一人よがりの面白さに脱線したが，言

外 lζ 犠槌の利用を，読者は読み取っていただいたと，思い ，次 lζ 袋詰の面

白い文献を紹介しよう。

次lζ 見える糠櫨の文献は ，三代実録 (ZE閤史大系) 巻五の清和天皇の

貞観 3年 3 月の条の内1 C，大仏関股供益の乙とが出ているものであるう

乙れは ，聖武天皇の創造された大仏の頭がそれから約百年程径た斎衡

二年1C: 落ちて しまい ，そしてその修理鎗鋳を して復旧を計っていたもの

が無事完了し たので ， i於東大寺設無遮大会。奉供養毘盛舎那仏」乙と

になった記録である。そ れには，その式IC: 締羅星のように参列した貴顕

の人々 の名を記 した後に，

是 B，即使関眼。 仏師入館糠髄引上， 乃点仏眼。 凡其壮厳之儀不可勝

戦。 殿廊之柱衣以錦繍壇上之上敷其朱紫 - 云々 とある。

さて大仏様の頭は， お気の毒にも創建当時から現在IC : 至るまで三度も

落ちていて，乙の場合はその第一番目の乙とである。 創建の時の基礎工
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事が悪く ，仏像が不等沈下によって傾いた上，首の附根の鋳造の施工が懇

く，たまたま地震の頻発などに誘発されて落ちたものら しい。創建の時

の仏像の出来の悪かったのでは ，永い間大分手を焼いたら しい乙とが，

香取氏の論文にもある。次は治承 4 年 ( 1180) の平重衡の焼打のl侍の落

下であり ，第 3 番目が永禄 8 年三好家の恒松永孫正久秀の兵火 lζ 大仏殿

と共 lζ 焼落ちた i侍である。

それはさておき ，乙のl侍の大仏供養の儀式はま乙と 1C:華 し々 く，大仏

搬の内部の柱は錦繍をもって美々しく化粧せられ，床は朱や紫の! 放物も

華やかに ，室内には蝦蓋を飾り ，香花を配列して，百官 ・高僧威儀を正

して居流ると乙ろ ，大JJ f や高I l 1 l の楽' ; ! i . ; の鐙技糸竹の音が咲々 と流れ，党

狽読径の声堂 lζ 充ち ，空中 lζ 撃の散る巾を ，開眼する仏師を乗せた美し

く飾られた箆( ゴンドラ) が，機4留によって 1狩々と御顔の高さまで巻き

上げられて行ったのである。乙の劇的な光去を眼前 lζ 思い浮べて見て ，

おそらく感なき者はないだろう内仏師のl刻版の1 I を持つ手はさぞ民えて

いた乙とだろう。開眼 lζ は御 Il のところを官で画くようにするらしい

( 異説もある) 。

ところで，前文では仏師が儀式として ，機泌を仕掛けた飽に乗って開

眼のために華々しく上って行った乙とを記しているだけであるが，乙の

ときに大仏の頭を引場け‘ た器械もまた線路であったのである。すなわち

貞観 9 年 4 月 (867) 前掲3 はまた務部宿弥文山の死を報じている。乙

の文山乙そ ，乙のときの仏頭を引揚げ，御顎を鋳継いで，その後治承の

変K 至るまで 320年間何の故障もないようにした立派な功紡を残した人

である。すなわち ，

散位従五位下斎部宿弥文山卒。文山者。出自主主系以巧芸見知。斉衡二

年東大寺! J . I i : . 民会那仏像頭堕在地。 1m巧自! 日之可能造続者。文山究機駈之術

構雲梯之機，引上断頭続大仏! 均ilo ｾ立日新造。とあって ， 彼はその ｉ 情れの

自に従五位下の位を賜り ，菩乙んで早速料lの衣を着用に及んで式場 lζ 列

した。観る者栄之といったとある。

当時の日本での技術の第一人右がたった従五位下であり ，もともと貧

乏人であったらしいのも何か領けるものがめり ， 器用食之{ ま苦からか

と，技術家の恵まれないお国柄を嘆くと共! と，一面技術屋ならではの嬉

しい晴がましい話である。特に面白く熔しいと思うのは，余り上手でも

ないと思う和製漢文にいみじくも ffi I;r; の機と S かした乙とで，貧弱な器

械や道具をI比大|坂 [ζ 使い乙なした村I技で ，当時の人々をアッといわせた

様が十二分 1c: r J l : えるのは ，11住よれではなかったに追いない。

とにかく乙ろがり落ちたi i J l の乙とであり ，まづ修理した頭を膝1 fHC:引

き寄せてから首の高さ! とまで引上げ ，その上首の位置 IL水平移動をして

から位置を正して額の合端 lζ 納め ，安全に文持してから鋳造( からくり)

の段取りをし ， 無事』 ζ 鈴継いだのである司当時の道具や雑ｾだけで ，

しかも屋内でお相手が大仏織で，乙れだけのことが手落ちなく討薗し実

行のできる人は今でも何人いるだろう吟関限のときは ，tEを顔の高さ 1C:

上げてかみ顔 1C: 引付け ， 両阪にゐn : を入れるのに約十尺水平に移動した

り，鼻のと乙ろをよけたりしたわけであろう。確かに驚異的な手腕の持

主である。お互い

iζ 混んだ電車の中

の面白い宿題とし

て考えて見たら ，

方法が種々あるよ

うに思われるだけ

に，なかなか面白

い案が出るのでは

ないだろうか。や

って見た いもので

ある。 (参考K 西

欧の始めての雲悌

の機を図示してお

とう) ( つづく )

かんた んな形式の起重機 初期の水平回転起皿機の見本

西欧の初の回転起重機 (1430年頃の図)



日本建築協会

月間の動き

口昭和43年 6月分 口

通 常 総 会 |

20日 4 時- 4 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 畑 会長ほか 15名

議事(1)昭和42年度事業報告承認の件

(2) 昭和42年度収支決算承認の件

(3) 昭和43年度収支予算承認の件

定 時 評 議 員 会 1  

20日 3 時半- 4 時 於 会 館 集 会 室

出席者 谷口議長ほか13名

委任状 62名 計76名

理 事 東 畑 会長ほか 3 理事

議事(1)昭和42年度事業報告承認の件

(2)昭和42年度収支決算承認の件

理 事 会 |

20日 3 1侍- 3 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東畑会長ほか 6 理事

議事(1)スェー デン都市計図写真展共催の件

(2)事務局職員採用の件

(3) 会館 l 階空室利用の件

(4)互の会員懇親会「夜の天神祭を見る会」

開催の件

(5)定例理事会開催日の件

(6) 入退会者承認の件 (7)報告事項

総務会計合同理事会

11 日 2 時- 31時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 野 総 務，尾亀会計各主幹

越田 ，西村，南，問中各理事

議事事務局職員本年度上期1 ' . i : 与支給額決定の

件

事 業 委 員 会

講演映画会小委員会

3 日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 土 田 副 委 員 長，大橋幹事，道問委員

議事(1)本年度第 l 回講演と l映画会企画について

(2)次回小委員会開催日について

見学会小委員会

5 日 51時半- 8 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 山野副委員長，今井委員 ，

大橋特別委員

議事(1) 7 月中旬見学予定の関電黒部発電所と夕、

ム見学の変更

(2)10， 11月拝観予定の桂，修学院離宮変更

(3) 3 会事業委員長打合会の報告

(4)6月- 9月の見学企画について

懇親会小委員会

11 日 51時半- 71時 於会館集会室

出 席 者 岡 本 副 委 員長，打浪幹事，柏岡委員

議事( 1 ) 互の会員懇親会企画

(2) 委員懇親会の企画 (3) その他事業企画

委 員 会

13日 511寺半- 71時半 於会館集会室

出 席 者 政 問，岡本，山野正副委員長ほか

9 委員

議事(1) 各小委員会の事業企画κ ついて

(2)8月- 10月の事業企画について

各種説明会小委員会

28日 5 1時半- 71侍 於 会 館 集 会 室

出席者 三 宅 幹 事，平岡，三村委員

議事(1)本年度の説明会企画について

(2)万国博の施設計画についての説明会検討

教 育 委 員 会

工高生デザイ ンコン クール募集規定打合会

5 日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者増田審査委員長ほか 6 審査員，

橋本教育委員長ほか 2 委員

議事 第14回工高生デザインコンクーノレ募集規

定について

住 宅 委 員 会

住宅展小委員会

6 日 51時半- 8時 半 於 会 館 集 会室

出席者泉谷副委員長，坂井主査ほか 3名

議事札) 出展申込状況について

(2)展示資料について (3) そのほか

委 員 会

118 5 1時半- 811寺 於 会 館 集 会 室

出席者 黒 谷，野々村両副委員長ほか 14名

議 事 第 5 回「よろず相談住宅展J について

住宅資料蒐集小委員会

20日 51時半- 8 時 半 於会館集会室

出席者 大橋主査ほか 4 名

議 事 住 宅 の 平 面 図 築，工事単価表の作成

住宅展打合会

24臼 3時- 51時 於 阪 神百貨庖 7 階特別室

出 席 者 委 員 会 熊谷副委員長，星野委員

出展者 44名

議 事 会 場 構 成，小間割，装飾，宣伝その他

住宅展小委員会

27日 5 時半- 8 時 半 於 会館 3 階会議室

出席者 泉谷副委員長，星野，中問委員

ほか 3 名

議 事 住 宅 展 諸 準 備 の 決定そのほか

| 出 版 委 員 会

木造建築編集委員会

7 日 5 時半- 81侍 於 会 館 集 会 室

出 席 者 執 筆者 色川氏，小林委員長

ほか 2 委員

議事 出版工程，編集方針に ついて

施工部会

14日 6 時- 8 1時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 荻 原 部 会長，楠蔀委員

議-Lj J 部会運営について

意匠計画部会

21 日 61時- 81侍 於会館集会主主

出席者小林部会長，原幹事ほか 2 委員

議事 郎会運営ならびに木造建築編集

l建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員会 l

編集 B グルー プ打合会

8 日 2 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 篠 原 幹 事 ほ か 3 委員

議事執乍説明会ならびに出版工程

編集 C グループ打合会

10日 l 時半- 31時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 樫 原 幹 事 ほ か 3 委員

議事 執守主説明会ならびに出版工程

編集A グルー プ原稿説明会

12日 2 時- 41侍 於 会 館 集 会 室

出 席 者 掲 載 会 社 石 川 島 コ ー リ ン グ ほ か

10社

委 員 会 西 川 幹 事 ほ か 4 委員

議事(1)掲峨要綱，執筆要綱について

(2) 執" ] t 項目と内容 (3 )原稿〆切

編集D グル ープ打合会

15日 11時- 4 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 伊 藤 幹 事 ほ か 2委員

議事原稿調整と出版工程について

編集B グループ原稿作成説明会

18日 3 時半- 5 時 於 会 館 集 会 室

山 席 者 掲 載 会 社 日本綜合防水ほか 4 社

委 員 会 篠 原 幹 事 ほ か 3 委員

議$( 1)掲減要綱，執宅要綱 ICついて

(2)執乍項目と内容 ( 3)原稿〆切

編集 B グループ打合会

18日 61時- 81時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 松村副委員長，篠崎幹* ほか3委員

議事原稿調整と出版工程について

編集 C グループ原稿作成説明会

20日 日時半- 51時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 掲 載 会 社 三井金属ほか 7 社

委 員 会 纏 原 幹 当 ほ か 3 委員

議 斜 1)伺峨要綱，執筆要綱について

(2)執筆項目と内容 (3 )原稿〆切

委員会と懇親会

22日 2ft寺- 8 時

出席者坂静雄監修者，中原，松村正副委

員長ほか 15委員

川島織物工場見学後，石村亭において委員会を

開催引続き懇親会を開催した

編集D グループ打合会

24日 51時半- 8 時半 於会館集会室

出 席 者 伊 藤 幹 事 ほ か 3 委員

議事 出版工程 lζ 伴う諸事項について

編 集 委 員 会

委 員 会

14日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者足立委員長ほか 13委員

議41(1) 7月号= 都市交通施設特集経過報告
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(2) 8 月号= 都市供給処理施設特集経過報告

(3)9月号= 群 とし ての住居特集経過報告

(4)10月 号 =都市のアクセ サリー特集経過 報

£ι  

o  

(5)作品作風小委日会報告

(6)米年の方針( アンケ ート lζ 基づいて)

[7}j 'I " 年総築家特集号の選衡委口会 の件

常任幹事会

14 日 7 時- 91時 於 会 館 集 会 室

山附［者 足立 委員 長 ， 多 ｉｉｾｊ 幹事ほか Ｔ 幹事

議' j } (1))長年の編集) j 針

(2)米年のテー 7

第 3回作品作風小委員会

26 日 61時- 10時 於 会 館 集 会 室

出席者 西 村 主 査 ほ か 7 委員

議事(1)8月号の作品について

(2) 9刀号 =併と しての住居特集作品

(3)10月号 =./-'.l irli のアク セサリー特集編集

青年建築家選衡委員会打合会

27 日 3 11寺- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 足 立 委 員長ほか 8 委員

議 Ｚ判 Ｑ Ｉ ｾ ￍＢ 年 ＮｩｬＡ築家特集の 新 ら し い応募案

(2 )選衡委員会の設置とその辺営

建 材 委 員 会

A L C工場見学会

22日 1011寺- 18時 於 千 葉 県

参加者 7名

委 員 会

28日 3 時- 5 時 於会館集会室

出 席 者 姻 内 委 員 長 ほか 10名

議 事 今 後 採 り 上 げ る 問題

法 規 委 員 会

委 員 会

26日 3 時- 51時 於会館集会室

出席者 佐野委員長ほか 10委員

議 [j} (1)都市計画法

(2)騒音規制法

(3)悠築物の安全益準試案

見 学

. A.  

-= 

大阪大学産業科学研究所と日本建築総合試験

所見学会

大阪大学産業科学研究所

計 大阪大学工学部足立研究室 ・大阪大学施設郎

施工 獄式会社大林組

日本j j ! 策総合試験所

設計 口組設計工務抹式会社

施工 総式会社 大林組

12日 12時半~午後 61侍

参加者 28名

住宅公団森之宮市街地住宅と大阪市清掃局森

之宮工場見学会

( 大阪府姥築士会， 日本建築学会近自民支郎と

共催)

綴之富市街地住宅

計 日本住宅公回大阪支所 ・三座建築事積所

施工 大成建設妹式会社 ・妹式会社松村組

15日 21時- 5 時

参加者 145名
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講 習

A企』

〔個人会員 79名〕

-= 
足立 健 黒田勝也 平石 和夫

第17回建築工事実務講習会

安藤 鰭 河野一見 平林 fiJ 康

官f 山 袋三 阪野 猛 広島一光

17 日- 22日 ( 6 日間) 赤井 古車次 坂口金紀 福 図 書 任

各 日 午 前 91時~午後 5 1時

浅野 其澄 逆井武男 藤原点雄

綾 輝男 志賀広恵 船体照次

会場 大阪科学技術センタ - 4 階
井上良知 上東俊一 松本願ー

聴講者 111名

飯 m 1Il雄 杉野 均 丸山 勝久

牛牧雄二 杉本良寛 三竿 修一

J7日 建築工事の刀工か ら竣工ま でのl m総論 江川弘行 砂川和行 水閃由元

大阪府営縫製 中} 盃誠之助氏 小川昭平 間宮和実 lfj ｾ 守

材料の験収と その管理 小川次雄 太野垣栄治 南沢七郎

鴻池組 矢間見計一氏 小田喜一郎 高橋由行 宮川 和久

土 '1' ，基礎工事，排水工'11
小田桐 功 竹重 博 妙見富一

! 団組名古島文庖 渡辺 勇氏
大厳 正行 竹島俊博 森 昭:iM

18日 地下工法
大山 弘 武田 修 森 昭三

竹中工!I!庖 水畑郎雄氏

岡野 宏 谷本 五郎 森本 望昼

労務管理と安全官邸
荻野 信雄 辻 一博 柳生 健治

鹿島 i主役大阪支庖 保田 成計氏
荻原 盤 堤 慶四郎 山家光到

18日. 19日 鉄筋コンク リート工111. 鉄什工事

奥野平八郎 寺田 彰 山川 守

角桶徹也 中西幹雄 山下 昭夫
清水辿股大阪支庖 金尾 'fi. 氏

金峰 館大 長江敏夫 山下艶子

19日 仮設物と仮設伺料

金子 忠則 永田 宮、 吉川 英治

総村組 井上司郎氏

神田治雄 西 豊和 吉原 宏

19日，20日 税:1'1:，木工111，昆般工事， サγ シ品外工事
木村 順一 花畑光延 和田常治

Ill!品辿E並大阪支庖 高崎 裕氏
北市盛芳雄 浜田泰男

“  
20日 施工計画

久保久永 伴海和雄

大成他殺大阪支庖 悔原洋一氏

〔准会員 32名) (氏名省略〕

20日. 2J 日 石工事，タイル工事，プロ γ ク工事

藤木工務庖 西山長司氏

21日 工事機按とエ器具類

大林組 木下幸一氏

設備工事

竹中工溺応 玉閏 健氏

22日 防水工事，左官工事，塗波工事

銭高組 組証脇 昭司氏

現場 iζ 関する Iff 法規とその手続

大成建股大阪支鴎 極村恒夫氏

現場担図

大林組 越本凸弘氏

説 明
. A.  

-= 

工事請負契約々款説明会

共催 近 畿 6 府県建設業協会， 日本建築家

協会関西支部，近畿建築士会協議会

日本建築学会近畿支部，日本建築材

料協会，大阪建築設計協会，本会

14日 1時半- 4 1侍 於関泣 ホーノレ

講師

「工事純白契約々 教」連合餐貝会幹事

建設工業経営研究会専獅理事

益田 重 華氏

聴 講者 279名

3 会 事 業 委 員 長 打 合 会

27日 正午- 2 時 於大阪府建築士会

出席者 政岡協会，矢野士会各委員長

高木学会幹事ほか各事務局員

議事 7 月 - 9 月の共催事業について打合せ

後 媛

「建築物の安全基準に関する研究」説明会

13日 午前 10時- 5 1待

於大阪科学技術セ ンター

主 催 建 築 業 協会

後 援 本 会 ほ か 5 団体

参加者 95名

6月 の 入 会 者 〔敬称略〕

〔団体会員 2 社〕

エスエム工業妹式会社 飛島建設附大阪支庖

大阪大学産業科学研究所 (下〉 と日本建築総合民殴所 (上)

見学会



建 材 の 頁

信用a 3技術ど伝統の

7' 【771LトZ喜専 業 大J吉

誓言矢 偏 商 由

大阪市北 区真砂 町 5 番 地 電 話 大 阪 364 代 表 o 2  0  6  9  

| 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置

内 装 資 材 専 門 庖

宅 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 州市 di' I:_i III ，( -ltl 什夫 j並4 - 1 ( ! HII ビル )

，I(j凶'，lL Ji ｾｉｉＨ［＠ 33)  0881 - 3  

支 底 大阪 di -l tV品ii 牧 IIlf50( ' ; ; ; :ビル 51; 符 502 り本 )

，1(j l!)'，lL，;，ri  AIV，{( 364 )  2031 - 4  

倉 庫 神戸 di ;"j:介1，( 八愉i凶1 - 5  (' ，lL，日 @2 9 2 3 )

陸崖版防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前 ＮＢｉ ｬｩＭ 陥ｾ帯

は冷工法 苧 ヲ q イ ト

奥山イヒ工業株式舎枇
点 京 都 中 央 区 銀 峨 阿 8 - 3 電 話 (571) 2703- 4 ・ 2370 ・ 4064 .  0264 

大 阪 H. ，ｾ ｈ 所大阪 ｲｬ ｪ 仰向区 ｭ ｬ ｬ［ ，｜中通 り Ｕ - 4  mU; ( 921)2497 '( 922) 7280  

名 古 脱 出必 所 名 .' i li rl i  TfJ 区 若 草 町 33 m鮪 ( 811 )3 6 6 0  .  3  1  0  4  

( カタログ進呈)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

ス カ イ ラ イ ト 工 事 ・ 通 風 ル ーパ ー

ス チ ー ル 及 ア ル ミ サ ッ シ ュ ド ア ー ・ 各 種 シ ャ ッ タ ー 製 作 施 工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区東今里四丁目 40番地

電 話 ( 981  )  0  6  1  6  - 0  6  1  8  
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創 業 暖 冷 房 ・換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 底 東 京 都 千 代田区丸の 内 2 の 2 丸ピル 6 7  6 号

電話 212(代 )3751

大 同ピル 6 1  6 号

電自主 443代 3361 

札 幌 后 札帆市北十条西 1 8 丁目3 6 番 地 電話 61(代)4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千代間 ピル 5 1 4 号

電話 261(代 ;0641

京 都 底 京都市南区西九条春日 町4 8 暑 地 電話 681(代) 1781

社

空 調 設 備 の 頁

暁

大 阪 庖 大 阪 市 西 区土佐沼 通 l の l

本 社

出張所

設 計 ・施 工

25朝日三業社

冷 暖 房 y  6 S サ y シ

給排本、衛生水道 s .  環 境 術 生施 設

電 気 1 =、荷 役 運括投機械

厨 房 守F ーーーーす 化 学 鉱山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取 締役 支 庖 長 転車 口目券 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 T世話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東京 日比谷 ー三位 ピル

支底 出張 所 名 古 屋、福岡、札幌、広島、 仙台、

富山、金沢、 静岡 、高松

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《診

大阪 di 米淀川区 IJJI!:)，町357 ｾ ｉｩ 話 Ｈ Ｓ Ｐ Ｒ Ｉ Ｒ Ｒ Ｗ Ｑ Ｍ Ｙ Ｈ 代Ｉ

l司 上

- *京高Ili 住区芝浜怯町 2 - 7 'ili 話 ( 434) 6171  ( 大代)

ｾｴｩｬｾ 道 仙 台 ・ 名古屋 ・ 広 !:h .  tu¥問

自11 路 ・ 雌 岡 徽 浜 事l' ( i  

-1>: m 

大阪. 1i : 社

-*J i¥-1>: tt 

立 / ，11

.  %;  ，il
r  

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃 商 会

大 阪 市 北 区 自 問 町 16 ｾ 性地屯 話 Ｈ ＳＶ Ｔ Ｉ 代 表 ＷＰ Ｓ Ｑ

東京都千代田区神国小川町2丁目 l 帯地 電 話 ｾ Ｒ ＹＲ Ｉ 代 表 ＷＷＵ Ｑ

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 帯 22号 電話( 47 ) 代表4535

福 岡 市 大 名 l T 目 8 番 12 号 包括 ( 76 ) 代表3795

名 古 屋 ・ 富 山 ・ 金 沢 ・板 井 ・京 都 松 江

株 式 会 社

社

庖

本

支

Ｇ ［ｉｉＺ 気 ・ 空語，ｾ ・ 給排水 ・ 衛生設 備 ・ 設計施工

暖 房 株 式

取 締 役 十1:以 '汗 谷 知 巳

大阪 di I'lj 1メ il : J i 島1: 1  - 6  0  'i l!:，;，fi  ( 441)  8231  Ｉ､ｾ＠
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東京都品 川 区西五反田 6丁目 25番 11号 ( 福 島 ビ J レ)

包 括 東 京 (491) 1746 (492)0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 mr 2  3 帯 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

ェ

叫

興

敏

ん

又事工

告

別
一電

社

庖

本

支

社

林

大 阪 市 北 区 平1] 笠 IUT 5  0  ( 堂ピル 7 階)

'.'l i  .jli 砂 3 6  7  1  (代)

点点自1511' 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 ] 十I 2  lI'f l也

屯 ぷ 砂 1 4  7  8  ( (に)

川 崎 ・十11 t良 原 . tJi l  .  11，¥ ILi 

夫

株 式 会 社

Ｈｾｍ 以締 ｦ 支

キ土本

営 業 所

庖支

群出 張 所
出 張 所

電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ ル 三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 邸 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピ Jレ)

i U J舌 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 ニ 0 番 地

1祉 活 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . t!f!. 市 ・高 槻 市 ・ 姫 路

且

電 気 工 事 設 計 施 工

卒 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 ・ 吸 冷 房 - 空 調 工 事 設 計 施 工

宝&  

取 締 役 社 長 川 中

大 阪 市 西 区 北 明 記 上 通 1 r トI 6  5  

電 話 大 阪 (541 ) ＰＵＶＴ ｾ＠ Ｗ ・ ＷＱＴＸ ｾ Ｙ

東 京 ・名 古 lゼ ・! ム ぬ . ｾｉｉ｜ 問

J と

本 社

干上

社

蛍業所

イメ

支

Ｇｩｾｾ ・業所
市

布l'出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

電 気工 事・言十装工 事 ・ 設 計 施 工

A

A

一

A
社気 工 業 株 式 会

今 村 騰

母襲五

時::!.
中 央

山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 6  相 馬 ピ ル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 .  (431)  8435 

大阪南 ・札幌・名古 屋 ・]ILJ LI r! i ・恰 111 . 徳山

取締役社長

東京支J ; 1i

本

取締役社長

大 阪 市 北 区 悔 ケ 枝 田J 5  6 醤 地

氾 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸 ・ 和 歌 山

総 111 ・京占日・草津 ・絡 岡 ・水 Jゐ- 福岡

社イ主

出 張 所

支 ｊｾｩ

蛍業所
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亀

窓掛、鍛帳、 R 際、壁紙 室 内 装 飾 級焼、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ 11- ぺ. . ，ト発売元

社

A

Q

一
品

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋 )

電話 大 阪 (251)1353 ( 代) - 6 ・9996

式株井

⑩ 

特許申請中 ・完全滑止タイル

サ ン エ ス

5 5 5  

タ株式会社

主 宰 商 曾

ト弓 1・ヒr ム事

ベン手1.-- 9ー・ミ) i!;-/.レ

タ イ ル 新 発 売

⑪認，1 ] 淳窯業高 磨

( カタログ進呈)

. 内 念 都 内 ゴー レ ック ス 防 水

・ 化粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 パ テ ック ス 吹 付
Board  &Slate Standard 

r  

フ タ パ 需 3阪
本社営業所・ 犬阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 ( 702) 代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・ 広 島 ・ 今 治 ・福 岡

ｊｴ ｉｊ 工ミ ｊ ＭＹ ｊｾ 桑原夢ル
. 法 定 不 燃 材 の 屋 根 長 尺 現 地 成 型

スー ｊｴＭ ｊｴ Ｇｊｉν ＱＩ ＧｾｾＹＧＮ (S P M)  

｢ 弓 田 スー ｊｴＭ ｊｴ Ｇｊｉν Ｑｊ ＧＮｾＹ ル Ｈ ｃｓ ｐ ｍ Ｉ

プゲスにも/ 熱 jご ι

函数・薬品 l三毛J

大丈夫で‘ オ

. 新 時 代 に マ ッ チ し た 各 租 のカ ラ ー 製 品 が あ り ま す
. 責 任 施工 ・ 型録 送 呈

Jf IJ ｉ Ａｊヲ帰京 Ｙｊｾ 製造株式会祖
本 祉 工 場 尼 崎 市 大 物 北 口 電話 大阪 (481) 80 85- 9

大 匝 支 底 尼崎市北軒町 4 - 41( 古川ピル) 電話大阪 (481)8085- 9

車京宣直量工場 埼玉県厳市東町 2 - 2 0 - 4 電 話 膿 (32) 3  1  1  5- 7  

宣 車 ・出彊所 郡山・八幡・名古屋・川崎・岩国・宇都・量岡・敦賀・三原・植島・徳山
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株式

会社

日 刊 建 設 産 業 新 聞 ・日 刊 建 産 速 報

日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

代表取締役 山 港 龍 男

本 社 東 京 都 板 橋 区 板 柿 町 1 丁目 4 8 - 8 電話03 (961)  1691  ( 代)

大阪支社 大阪市東区淡路町"1 丁目 14 ( 八千代ピル) 電話 (231) 8171 ( 代)

神戸支局 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 5 丁 目 6 - 1  電話078 (29) 0541- 2  

京 都 支 局 京 都 市 右 京 区 1¥日 滝 本 町 1 1  - 4  電話075 (463) 0  6  8  3  

株式

会社 日 刊 建 設 新 聞 社

取締役社長
中 山

豆呈

三2 . t佳

大阪本社 大阪市東区高麗楠 1 丁目 3 ( 東洋ビル) 電話202- 6861 ( 代表)

株式

会社 日刊建設通信関西支局

代表取締役会長 田 中

取 締 役 支 局 長 成 田 辰 美

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6  8  電話 (444) 4  4  5  1 代表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電話 (502) 8  5  8  1 代表

N. G. C. 式

内タト互業株式会結

本社大阪市阿陪野区旭町| 丁目 l 番地30号 電話 ( 641 )3434- 6

(631 )0810(夜間 )

工 場 大 阪市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地

... 

.  ， 

‘.  
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• • • • • • 製 造 発 売 元 ・ 責 任 施 工 • 
特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 白 地 材

ビ ル コ ー ト

標準包〆ント防水剤

窮乏111イ色券の

もメント吻'71<.

語 黒 川 化 学 工 業 所

本庖工場 神戸市東灘区住吉町反高林 T E  L  aS)  2723 

亘) 1，- 孟孟 ?̂ ，.n 里三E
ブルー Ｗ テックス防水工事はゴム質エマノレジョンにｾ

J レ ト ラ ン ド セ メ ン ト を 浪 人 し 糊 状 と な し こ れ に 強 靭

な 合 成 繊 維 の 網 状 ル ー 7 イ ン グ を 数 層 強 り 合 わ せ

防 水 層 を 形 成 す る も の で 極 的 て 合 理 的 に も っ と

も簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す 。

下 地 モ ル タ ル

保護モルタル

ヌルーフテックス 4 回

プルーフテ ックス 3回

ビニロンク ロース

ヌルーフテックス 2回

つカレーフテックス l 回

《特 長》

1) 防 水 性 が 優 秀

2  )接 着 力 が 強 大

3  ) 火 気 を 要 し な い

4 )耐 摩 耗 性

5 ) 物 理 的 強 度 優 秀

耐酸工事・防水工事専門庖
耐酸化学工業株式会社

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06)361 ・0178代

近代建築の要求する

車11

曲目i

ス チ ー ル

y ) レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

べ¥¥. 1¥¥) E MA/j>I(  

Fπ 立

套22 三 高 製 作 所

※ ヰ寺言午 /1¥ f 実 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ，，/ q -

設: 言十

製 イ乍

施 工

/1¥俣シャ11/9- 工業椋式会社大阪支庖
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ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ ト の 決 定 版

、 Ｍ ｮｅ ｅ 、Ｍ ， ｧ［ ョｾ
ポ リ プ ロ 70 %  

ナ イ ロ ン 30 %  

P . P の 特 性 と ナ イ ロ ン の 特 徴 を 故 大 限 に 生 か し 、 独 特 の新 方 法 を 加 え 、

ニ一ドルの欠点を全く解決した 驚 異的な・……・…… ＯｩＺＺＢｾ［Ｇ

表 に 特 殊 加 工 ( 特 許 申 請 中 )

裏 に 合 成 ゴ ム ( 特 許 )

ピ リ ン グ を 防 止 し 、 伸 縮 が な く、 耐摩 耗 性 に す ぐ れ 、 |耐 久 力 は 抜 群・・・ ・・ ・・

足 の と こ ろ に 絶 対 強 く 、 フ レ ヤ ー の 起 ら な い … … … … … … 2 ・B 2 A こ-，;.ョス

型倒盟ｾ一ｾ …

電 植 、 ナ イ ロ ン 100 % .・ a・・・・⑮・ ..0IIII‘。.

..・量量 、h ・'...圃E

］弓ｾＢＧ ｀ ［量 ｾ￘ｩ . .  “ 、ｾ，ＭＭ
デ ラックス・ ・・・・・ ス ベ リ止め加工、. m 立f惑 の あ る 豪 華 さ 。

ス タ ン ダ ー ド ・・・ ・・・裂 は 板 ゴ ム で 特 に 工 事向 の 価 格。

合 大 誠 化 工 株 式 会 社 2221f !?官 ; J rrl i tz222(民主訪問

をむ
.・・

F  

• 
⑨ お許IS屋 の ム ー ドは 壁 材 の 美 し い 制 和 で・・

建 設 省 建 築 研 究 所 試 験 合 格 品

(  f・F 織 井.11 "，t 付 ) - チェリ ー コート - マ マ ウ オ ー ル - ほ た る か ベ - 爵 香

- い す
3・巴"

か ベ
・ノ、。

ビ ロ ン • .i 、く よ か ベ - ;青 流 - 金 蘭

- カ セ ロ ン ウ オ ー ル - パ ー マ エ ー ス - あ あ け - 錦 上 壁 K
( 一 純 繊 維 明 付)

- ス - .1 ": ー ウ オ ー ル .  !掲 雲

一
コ

一
コ - 蛍 光 壁 - 龍 鳳

- セ ン カ ウ オ ー ル
(  "  卜目 結主 制f ＨＺｉｾｾ＠ 付 )

- 明 光 壁 - 日 本 壁 - 金 龍

- あ け lま σコ - 錦 上 壁 - 日百 手口 壁 - す ず ら ん ( 判
，;j< 

"n  

- 新 興 壁 - 大 阪 壁 - 新 日 本 壁 - 桃 山 - 大 手口 壁

( 1; ，右 火 繊 維 明 付 と し て ご i!1: )1 ｪ の ｴｩ↑ ｉ は ー ｉ ＧＮ ， ￬ 己尚品に シン ケ ン ｼ坊火剤 ｬ を ｩｊｾ 入 のことＩ

. シン ケ ン| 坊火斉IJ ・ ｼ坊 ＤｉＡｬ ｾ 舟 ｉｊ エ パ コン . lfo，j'i!iJ:.)刊オ ー トン ・ fヒ' 下約j スー パ ー シ ン ケ ン柑Ij ( 令 同有 名 建 材 l市 に 有 )

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

大阪山内反 114 ッ焔 T  E  L ( 538) 2951代 ( 541) 575711:

公 定 所 以 ボ ・ 人 ー 阪 ， 1リJ ::ri ・1ぶ l斗 ' fi，¥ 1河

4  

_. 

ー



'  A  

-

， 

b  

sss混合プラスター( 上塗用・白色)

sss プラスターc ( セメントモルタル下地用)

sss プラスター p ( ペイント下地用・金鍾仕上)

sss プラスター S P ( 発泡軽量コンクリート下地用)

建 築 用 美 術 工 芸 用 各 種 焼 石 膏

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

本 社 k臣路市神屋町 4 Tf l 77 

東京営業所 東 京行11新 街 灰 東 大 久保 IHf 1 の331

中部 営 業 所 瀬戸市市 場 町113

大阪営業所 大阪市北ｼ天堂 ｉＺ ，ｾ 北町 ＲＰ 藤l f I ピル北館

姫路営換所 姫 路 rll 神殿町T4 丁 1177

福岡営換所 有［｜Ｑ河 ｲｬ￮ じ ｾｉ ｊ｜Ｒ ＸＲ の Ｓ

T  E  L  0792 ( 22 )  3837 - 9  

T  E  L  03 (351)  6962 

T  E  L 0561 (82 )  9185 

T  E  L  06 ( 344 )  6526 

T  E  L 0792 ( 22 )  3837 - 9  

T  E  L 092 (87)  64 19  

つ
--

キ

f#J.議

ド ＩＭＮｾｩ

柏 原 涯 青 株 式 会 社

本 社 工 場 大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 (471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀川 区御 幣島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 (471) 0  4  2  
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第 4 9集

業 種 匁Ij

広告目次

昭 和 43 年 8 月

C J  

τ 吉

7 月号暑中見舞欄の訂正とおわび

95頁の大鋭工業株式会社代表取締役社長

「伊藤正恵」は「伊藤政恵」の誤りにつ

き訂正おわび‘いたします。

101頁の不二建設株式会社本社住所欄

大阪市北区阿波座上通 4 丁目8 は西区の

誤 りにつき訂正おわびいたします。

80 

富島 礎 kk武智工務所… … … … … … … 表3

コ ン ?

3EC シポレックス販売k k .. . . … … 16 

ク

防 水 奥 山 化 工業k k … … … … … … … 71

柏原涯青k k … ・… … … … 一… 79

kk久保商庖 ・・… … … ・… … … 71

( 有) 黒川化学工業所・..........・ ・・・77

合同特許建材工業k k .…・・ …… 75
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耐酸化学工業k k … … … … 77 
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kk 日本セメント
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kk三幸商会 … … … … … … … ・ー75

内外建材k k ……………・・… … 75

左 官 サ ン エ ス 石膏k k ……. . . ・ H ・.. … 79

kk新興 建 材 工 業 所 … … … … … 78

建 具 小俣シ ャッター工業k k … … .. 77

近畿工業k k …… … … 一一… 一 22

kk三高製作所・… ・・… … … … ・・ 77

言 語k k ゴ- )レ ・・・ …・・・・… .....20

三栄建材工業k k .. . ・・ ・・一 … ... 8  

2・天霊 室谷商事k k .... …  ・・ 71 

内床装 田島応用化工k k … …… -…一 2

大誠化工k k … … … … … ・ … 78 

霊言 亀井k k ..............................75 

襲 警 岩佐物産k k .. …  ・… ・・・ ・73

大阪瓦斯kk …. . . ・H ・. . …… .. .12

汽車製造k k . . . …. . . …一…ー 9  

田熊汽缶製造k k … … … … … … 4

k k 日立製作所…・…・・…… …… 表4

k k平川鉄工所 … … … …・・…表4

三レ2 日本エレベ ータ工業k k …… 73 

ム= ベ サ ン ド ピ ッ ク ・・・ ・・ ・ ..... . ........ 7  
ー 吋 ー

ztZ 暁建設工業k k … … … ...... .. 72

k k朝日工業社 …- ・…………・・72
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31 日まで

日本建築協会編集部 行社団法人

(jけ と り1"1附 は必ずご記入1、さいパ

氏名 . ｦｪ ， 所 相 ｾｉ は記入 ， Ｇ ，山 です 。 Ｏ

令 オ年
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所
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一f

「建築と社会」誌について

ご意見をお聞かせください

「建築 と社会」も発刊 50周 年 を 迎

読者も増加の一途にあり
正〉、

ヨエえ、

編集委員会では、本会誌をます。

ますま会員のみなさまとともに、

す充実した内容のものに育ててい

きたいとおもいます。

あなたの本会誌に対する卒直な

これからの編集にご意見を伺い、

役立てたいと存じますので、裏山

アンケートによりご回答下さるよ

うお願いいたします。

日本建築協 会

編 集 委員 会

社団法人

一長 期 防 食 と ラ イ ニ ン グ に ー

. 腐 食 要 因 で あ る 化 学 薬 品 や ガ ス に 対 し

て長 期 の 防 食能 力

. コンクリ ー ト ・ア ス フ ア ル ト 以 k の日

ｪ 文の ｩ 岡村 ｦￍｊＹｾＧ 陀

用 途

・ 化学工場の床 Ｍ 通路 ・ ｉＺ，ｾ而 ・ ff 庫 の

床 . Jtfi fi各 ・ 谷 間 薬 品 開 ・ プー ル ・ 滑

り I上( プールサイド・駐，p : 場 ) ・ 土 木 建

築 物 の 目 地
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1  a . 勾 号 読 ん で い る ... 1  r建 築 と 社 会 」 を 読 ん で い ま す か ( 0印 の こ と )

5  ( 1 9 6 7 年 > 11 1' ' 1' ' 年住築家

1  L!i 1.1ZIAi IJ場 12  建 築 と 生 命

2  佳 設 機 械 ( 1 9 6 8 年〉

3  50周 年 記 念 号 1  都 市生 活

4  社 会 と 建 築 2  者1I 市 の い こ い の 場

5  者r5ili と 流 通 常 間 3  50周 年 記 録 号

6  住 宅 と 設やlii 4  幼 児 地 訟

7  生 産 地 訟 5  教 育 泊 設

8  モ ン ト リ オ ー ル 万 国博 6  医 療 崎 投

9  処 投 資 金 7  者11市 交 通 泊 設

10  故 近の 外 装 8  者Ili lJ 供 給処 辺 地設

とくに印象にのこった記Ｍ， ｊＧｾ
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b

c

 
e .  i 1 允まない

2  a .  

b 、ι i 二

:z;;: r  r  b  . 法 令 コ ー ナ - C . 読 者 の 頁

d .  ニ ュ ー ス e  .  ス ケ ッ チ フ ッ ク

f  .  ク ラ ス メ ー ト g . 建 築 の l以 h . 海 外 写 兵

I 作 品 作 j瓜 J . 本 文 特 集 記 'F- k . 技 術 の 頁

l . 建 設 業 界 史 話 m. 月 |甘lの動 き n  . 広告

3  a . 興 味 あ る テ ー 7 が ( イ 、 多 L 、 口、少ない)

b  . 内 谷が( イ 、適 当 口 、 や さ し い ハ 、む ず か し い )

c  尖 川 記 事 が ( イ 、 適 当 口 、 多 い ハ 、 少 な し 、 )

4  テ ー マ :

執 筆 者 :

そ の1t1!. :  

1 ‘ 2  

どの頁を言先みますか (  0 1"11の こ と )

! ‘ 3  r控築と社会」 の 内 谷 に つ い て ( 0 印 のこと)

‘ 4  特 集 テ ー マ ・新 設州 ・執 筆 者 な ど

ご- i I ，望をお書きください

‘ 5  l iJt: 近 と く に 関 心 を も た れ た 特 集

は ど れ で す か ( 0 印 のこと)

またとくに印象に予実った記4手が

あ りました ら ， そ の 題 名 を お 記j:

き寸ずさし、

* 暮 し を い ろ ど る

筒 中 の プ ラ ス チ ッ ク 材

かチッヲ板 モナニ_，c .'t-:: 

明る く丈 夫 な

プラスチ γ クの波極

- 看板 照 明 装飾 建 材 電 器 部 品 工 場殺 備 に

竺孟属工竺=J 安審反

・屋 根 鐙 面 明 り と り 仕 切 り そ の他 に

ス ツ ク の ｾｾ ｩｦｩＭ ｌＮｾＭ

隷争γ ブ
簡申つZ毘ヲ叉子¥¥吋¥，，. 可F 工器端玉式笑盆純

本 社 k 闘臥4山忠州lμバ泊修則 2 一4叫υ li ，/，ιk 化 F ヒ，ルL. '，u:江i (ω06ω)20ω3.U凶日5別l  

営 蝶 所 忠 3帆;'. .  Y，れ. ，山1. k版，一 h恥k.¥川'.¥ ｬＧ同ｾ - I仏'1. Jμ .. ｾ＠ .  I1削仙1I ti 卒札L .帆見
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11円

セ メ ン 卜 増 強 防 水 剤

ヲ. - qイトB雪

株式会社日本セメント防水剤製造所

本 社 大 阪 市 京 区 船 越 町 2 - 3  1  (船越ピノレ ) 屯 話 ( 94 1) 2626 ・ 2628

連 絡 所 宅 嫁 市 高 台 卜 の 池 屯 話 宝 塚 ( 86) 215 3  

出 狼 所 電 話 東 京 (4 31) ＸＶ Ｔ Ｘ Ｎ ｾ ，肯 ｬ ぜ Ｈ ＳＳ Ｑ Ｉ 15 31 ・仙台⑪0721 札 帆 ⑪ 1111

オ r ータイ ト式 11.万 ノ ド 電 話 大 三 工 業 問 中公 ( 2 ) 0016 安庁長工事 相 問 ( 28) 5  2  0  7  

工 事 代 行 病 問 水 辺 材 広 島 ( 61) 6  3  7  1  

6診

句F I " I6. 防水剤

マ ノ ー ル 製 品

〈雪 J 与tf-f 用〉

防 水 剤

急 結 剤

早 強 斉IJ

接 着 剤

剥 膏量 淘j

防 凍 剤

エ ス コ ー ト

{ セ メント走呈3邑祢o

エ ア コ ー ル

( 空気迎行剤)

山富 莞 警 素

マノール防水剤は 、屋 上 、内外壁 、地下室

などのモルタルやコンクリー卜、ブロ ック

の防水、防湿に最適です 。

その上 、 亀 裂 予 防はもちろん、作業能率も

箸るしくあがり、仕上り面が特にきれいな

点にも人気があつまっています 。

思 3由周旨( t : 工事主

東京都品川区大井ト 15-1 電東京 (774)4111代表

大 阪 営 業 所 大阪市東成区西今里町 2 - 4 8  屯 大 阪 (971 ) 4765- 6

名古屋営業所 名古屋市中区門前田T 5  - 3 7  電名古屋 (231) 5440  

福 島 営 業 所 福島県信夫郡吾妻町下野寺遠原電福島 (34) 7 4 2 8  

盛 岡 営 業 所 盛 岡 市 南 大 通 3 - 1 2 - 5 0 ' 1l I 盛岡 ( 22) 2 2 0 4  

. 基 礎 施 工 の 悪 僚 件 を 克 服 す る

議 箇 式

特 許 ・ 第 2 3 3 7 4 4 号

自 信 三 品 杭

本 社 大 阪 市 * 区 高 腿 橋 2 - 2 0  ( 高 腿 新 ピ ル )

T E L 大 阪 ( 202) 3233(代 ) ・7501( {¥': )

特 許 ・ 第 2 5 0 1 0 8 号

実 用 新 案 . 第 2 5 - 1 0 9 4 2 号

実 用 新 案 . 第 3 7 - 3 6 1 0 6 号

株式会社 武 智 工 務 所

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 村 区 船 入 町 1 - 12(服 部 ピ ル )

T E L 名 古 屋 ( 582) 3  0  3  6  ( 代)

大 阪 工 場 大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 5 ー 2 7  

T E L 大 阪 ( 672) 3  2  2  3 ・ 3 2  2  4  

名 古 屋 工 場 愛 知 県 海 部 郡 弥 泡 町 佐 古 木

T E L 弥 富 ( 7 )  1 1 9 1 . 1 1 9 2  

2 日 本 建 鉄 の

PS型レテ・イ〆ードサッシ

ァIL三サ竺ぞfτ 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 凹 区 大 手 nr [ 2 - 8 T E L 東 京 ( 270) 6511 ( 大 代 )

大 阪 支 前 大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7  ( 新 阪 神 ピル) T E  L 大 阪 ( 361 ) 6758 ( 代)
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技術の目宜

ビルの上から 下まで、

あらゆる場所で働〈目立

の建築設備 。バランスの

とれた総合設備は 、 ビル

の機能を高め、働きやす

い環境をつくります 。

・ 昇 降 設 備

・ 冷 暖 房 換 気 設 備

・ 電 気 設 備

・ 給 排 水 設 備

・ 通 信 設 備

・ 照 明 設 備

・ 消 火 設 備

・ そ の 他

。

日宜建築設備
- お問い合わせは大阪営業所へ大阪市北区梅田 2 番地

目 立 製 法 滞 ( 第一生命 ピル) 電 話 ー大阪 (361) 1  3  0  1  ( 大代〉

信 頼 さ れ る

バ イ オ ニ ヤ

公 害 部 門

大 気 汚染 産 業 廃 水 を

一 挙 に 解 消 /

ホ バ

イ l

ラナ

部

門

11 

※ M P ボイラ

米 T P 水 管 ボ イ ラ

( 日本鋼管業務提携製品)

挙 M P - 3 T パ ー ナ

米 M P - メカバーナ

米ガスリアクタ

( 産業 廃 水 処 理 装置)

炉筒煙管 ボイラ の元祖

昭和28年に第 1 号缶を

東京伊勢丹百貨庖に納入

株式会社平川鉄工所

本 社 ・ 工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 丁 目 11番 地 電 話 大 阪 ( 458 ) 868 1 ( 代)

東 京 支 庖 東 京 初 中 央 区 八 重 洲 6 の 7 城 辺 紙 ピ J レ 包 括 東 京 ( 272 ) 2721 ( 代 )

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 1 の 6 中 日 ピ J レ 1・Ug芦名 古 屋 ( 262 ) 2451( 代 )

札 中 晃 26- 8  0  1  8  傾 向 76- 3  1  4  6  滋 賀 工 場 ( 里子洲 7 ) ー 1 4  5  0  

. ご入会のお申込みは・社団法人 日本建築協会 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 (231)9648・9649・9640 振替口座大阪39975番
定価 300円 (送料共)


